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第1章 各 国 に お け るデ ー タ通

信 回 線の 利用 制 度
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1 西 ド イ ツ

〔丁〕 回 線 サ ー ビ ス の 種 類

西 ドイ ツ の デ ー タ通 信 回 線 サ ー ビ ス は 従 来 か らのTELEX網,PSTN

(PublicSwitchedTelephonNetwork)網,専 用 線 サ ー ビス の 他,

DATEX網 ・Direktruf網 に よ っ て 提 供 さ れ て い る。 体 系 的 に 分 類 す れ ば

図1.1の よ うに な る。

1[]|線サ ー ・ ・ 交 換lll曄PSTN

●TELEX

'

■DATEX

■D
lrektruf

-一 白 川 線

.EDSと して統合 されるサービ ス

(14参 照)

図1.1西 ド イ ツ の 回 線 サ ー ビ ス 体 系
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最 近 にお け る利 用 状況

'77年9月 現 在 で これ らの サ ー ビス の利用 状 況 は 次 の とお りで あ り
,

PSTN,Direktrufの 利用 が圧 倒 的 で ある。 専用 線 の 利 用 が 少 いの は 後述

の よ うに 専 用線 の 利 用 制 度 に厳 しい制 限 が課せ られ て い るた め で ある。

① 公 衆 網(cOnneCtiOnS) 22639

②

③ 専 用 線
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i)PSTN鯛 網

'65年 か ら電 話 網 が デ ー タ通 信 の た め に 利 用 で き る よ う に な
っ た 。 現

在,～300b/s(非 同 期),～1200b/s(非 同 期),2400b/s(同

期)が 利 用 で き,ま た,4800b./s(同 期)に つ い て も 開 発 中 で あ り,

'78年 末 に は サ ー ビス 開 始 を 予 定 して い る
。

モ デ ム は す べ て 直 営 で あ る。

愈

モアム

ー
嚢
DBPの 直営部分

愈

1

図1.2PSTN網 の デー タ通 信 へ の利 用

iDTELEX網

'50年 代 か ら提 供 され て$・b
,50b/sの 伝送 が可 能 で あ る。 端 末 部

分 はす べ て 自営 で あ り,テ レ ックス 端末 も認 定 を うけ た 自営 端 末 が使 われ

る。

切換器

1網 制御装置

L_」
DBPの 直営部分

図1.3TELEX網 の デ ー タ通 信 へ の利 用
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●

llDDATEX網

'67
.年 に ハ イ ス ピー ド ・テ レ ック ス と して ～200b/s(非 同 期)が 導

入 さ れ て以 来 逐 次 サ ー ビ ス 内 容 を 拡 張 して お り現 在 で は300b/s(非 同

期),2400b/s(同 期)の サ ー ビ ス も行 っ て い る 。4800b/s,9600

b/s(同 期)に つ い て は 現 在 フ ィ ー ル ド ・テ ス ト中 で あ り,'79年 に は

サ ー ビス 開 始 の 予 定 で あ る。 また,48Kb/sサ ー ビス も'81年 か ら予 定

し て い る。

端 末 に 設 置 さ れ る 網 制 御 装 置(Datenfernschaltger翫)は 直 営 で

あ る 。

分界点

網制御装置
一

睡◆
分界点

DBPの 直営部分

網制御装置11一

図1.4DATEX網

iv)Direktruf網

'73年 か ら デ ー タ通 信 に の み 利 用 す る こ と を条 件 に 提 供 を 開 始 した サ

ー ビス づ あ る
。 デ ー タ通 信 用 専 用 線 と もい え る もの で物 理 的 回 線 構 成 は

Point-to-Point回 線 で あ り,専 用 線 と全 く異 る と こ ろ は な い が,利 用

上 は 公 衆 網 の 一 サ ー ビ ス と して 位 置 ず け られ て い る 。(利 用 制 度 の 項 参照)

現 在,～50b/s,～300b/s,～1200b/s(い ず れ も非 同 期),

2400b/s,4800b/s,9600b/s,48Kb/s(い ず れ も 同 期)の サ

ー ビ ス を 提 供 して い る
。

モ デ ム は 直 営 が 原 則 で あ る が,4800b/s,9600b/s,48Kb/sの

よ うに,こ れ ま でDBPが 準 備 して い な か っkも の も あ り,こ れ らの 伝 送
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速 度 に関 して は 自営 を認 め てい た 。 しか し,近 く全 ての速 度 に対 して直 営

で準 備 で き る よ うに な るの で以 後 は 自営 は 認 め ない 方 針 との こ とで あっ た。

V)専 用 線

デ 一一タ通 信 に利 用 さ れ る もの と して は電 話 級,電 信 級(～50b/s,～

100b/s,～200b/s)及 び 広 帯域48KHz回 線 が あ る。

電 話級 には特 別 品 質(M.1020)の サー ビス も付 加 料 金 を課 して 準備

して い るの で,9600b/sの 伝 送 も可 能 で ある。

モ デ ムはDirektrufで 準 備 され て い る直営 の もの を利 用す る こ と もでき

る し,ま た 自営 も認 め られ る。

しか し,専 用線 の 利用 に 関 して は非 常 に厳 しい条 件 が 課 せ られ て い る。

(利 用制 度 の項 参照)

●

〔2〕 利 用 制 度

西 ドイ ツの専 用 線 利 用 の 認 可条 件 は非 常 に厳 し く,従 来 の 電 話 の た めの 利

用 の 条 件 と全 く異 っ て い ない と考 え られ る。す な わ ち

① 同 一 人,同 一 企 業 内 での利 用 しか認 め られ な い。

(共 同使 用 は 認 め られ ない。)

② 契 約 者 の情 報 の伝 送 しか 認 め られ ない 。

(他 人使 用 は認 め られ ない。 した がっ てTSS業 者 は利 用 で きな い。)

③PSTN,TELEX,DATEXな どの公衆 網 との接続 も一切 認 め られ な

いo

'72年 以 前 には
,こ の条 件 を超 え る利 用 は公 衆 網 を介 して のみ 可能 で あ

っ たo

'73年 か らサー ビス開 始 さ れたDirektruf網 は デ ー タ通 信 の た め の

Point-to-Pointの 需 要 を満 す 専用 線 に代 る もの で あ り,今 日,PSTNに

つ い で 多 く利 用 さ れ て い る こ とは す でに み た通 りで ある。

これ に は制 度上 の制 限 の違 いの 他,専 用線 との 料 金格 差 も影 響 してい る も

4
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■

の と考 え られ る。(〔3〕 料 金の 項 参 照)

Direktruf網 の 利用 制 度

本 サー ビス は デ ー タ通 信 に のみ 利 用 す る こ とを条件 に提 供 され る もの で あ

り,(し た がっ て一 方 の 端末 は コン ピュー タで ある)Point-to-Point

回線 では あ るが,t℃ffentlichDirektrufnetz"と 称 さ れ る如 く公 衆網

と して 扱 わ れ る。 この 考 え方 は 回線 交換 網Vatoけ るPVC(Permanent

VirtualCircuit)に 相 当す る とい え よ う。

した が っ て,利 用 制 度 も公 衆 網 の そ れ に基 本 的 に則 して い る が若干 の 制

約 条 件 が つ い て い る。 す な わ ち

① 両端 末 の 間 の 関係 には 制 限 は な い。

(共 同使 用 が 認 め られ る。)

② 電 算 機 等(コ ン セ ン トレー タ を含 む)を 介 して の他 の回線 との相 互i接

続 は そ の電 算 機 等 が情 報 処 理 を主体 的 に行 うため で あれ ば,他 のDire-

ktruf,あ るい は公 衆 網 との 間 で認 め られ る。(DBPの 個 別 認 可 が必

要)

③ デ ータ以 外 の ものは 伝送 で きな い。

④ 計算 会 社 が 回線 の 分割 使 用 をす るこ とは で きな い。

情 報 処 理 に附 随 す る メ ッセー ジ交 換 につ い て は問題 で あ る とは しな が ら も

そ れ が全 トラ ヒ ックの2分 の1以 下 であれ ば 認 め る こ とと して い る。 これ は

認可 申請 時 の 書類 で もっ てDBPが 定 性 的 に判 定 して お り,ユ ー ザ との 信 頼

関 係 の上 で成 り立 っ て い る もの で ある との こ と であっ た。

Direktrufを 使 っ た具体 的 な接 続 の 事例 及 び許容 され るデ ー タの流 れ を

図1.5及 び 図1.6に 示 す 。
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図1.6許 容 さ れ る デ ー タの 流 れ

一6一



●

●

●

〔3〕 料 金

1)PSTN網

PSTN網 の 料 金 体 系 は 次 の と お り で あ る。

① 設 置 料

こ の 中 に は 電 話 機 及 び モ デ ム の 設 置 料 が 含 まれ る 。

② 月 額 基 本 料

③ 通 信 料

同 一 加 入 区 域 内 で は 時 間 の 制 限 な く一 度 数0.23DM(約25円)で あ

り,ま た 集 中 局(Knotenvermittlungsstelle)区 域 内 は90秒 ま で

1度 数 で あ る 。 そ れ 以 上 の 距 離 で は25㎞,50㎞,100㎞ 及 び そ れ

以 一上 の4つ のZoneが 定 め られ て お り,最 大12秒 で1度 数 で あ る 。

ま た 夜 間 害lj引が あ り,18:00-22:00で は33%,22:00-

6:00で はZoneに 拘 らず,67.7秒 が1度 数 と な るu

④ モ デ ム 使 用 料

140～285DM/月(15,472～31,498円/日)で あ る。

ii)TELEX網

TELEX網 の 料 金 体 系 は 次 の とお り で あ る 。

① 設 置 料

② 月 額 基 本 料

③ 通 信 料

中 央 局 区 域 内(Zentralvermittlungsstellc)と 区 域 外 の2段 階

に な っ て お り,そ れ ぞ れ15秒,10秒0.1DM(11円)で あ る 。

18:00-6.:00は 割 引 料 金 に な っ て お り,2段 階 と も45秒1度 数

で あ る。

iii)DATEX網

DATEX網 の 料 金 体 系 は 次 の とお り で あ る。

一7一



① 設 置 料

伝 送 速 度 に よっ て異 る料 金 が設 定 さ れて い る。

② 月額 基 本 料

同 上

③ 通 信 料

伝 送 速 度 ご とに,電 話 加入 区域 内及 び20㎞,50㎞,100㎞,

100㎞ 以 上 の5段 階 に分 け られ1秒 当 りの 料 金が 設定 さ れ てい る。

18:00-22:00で は33%の 割引,22:00-6:00は 各伝 送速

度 ご とに加入区域 内 も含めて全 国一律の料 金 とな る。

iv)Direktruf網

Direktruf網 の 料 金体 系 は 次 の とお りで あ る。

① 設 置 料

9600b/sま では 一 律 。但 し,4線 式 は2線 式 の2倍 で あ る。

② 月 額基 本 料

伝送 速 度 ご とに異 る料 金が 設定 され て い る。

③ 通 信 料

伝送 速 度 ご とに10㎞,50㎞,100㎞ 及 び そ れ以 上 の4段 階 の

100m当 りの 単 金 が 設 定 さ れ てい る。 この部 分 だけ を専 用線 料 金 と比

較 すれ ば,例 え ば,電 話 級 専 用 線 に比 べ て1200b/sDirektrufは

30%程 度安 くなっ て い る。 また,月 額 補 償 料 が ない 点 は専 用線 と異 る。

④ モ デ ム使 用 料

60-355DM/月(6.631-39.234円/月)で ある。

V)専 用 線

専 用 線 の料 金 体 系 は 電話 級,電 信 級 あ るい は 広帯 域 に よっ て 多少異 っ て

い るが,電 話 級 では 次 の とお りで ある。

① 設 置 料

4線 式 は2線 式 の2倍 に設 定 され て い る。

-8一

●

'

4



●

② 月額 回線 料

50㎞,100㎞ 及 び そ れ 以上 の3段 階 に分 け て100m当 りの 単 金

を設定 して い る。

③4線 式 付 加使 用 料

④ そ の他 の 付 加 使用 料

高 品質(M.1020)あ る い は分 岐装 置利 用 に対 して付 加 料 金 を定 め

て い る。

⑤ 月額 補償 料(注)

距 離 に応 じて加 入 区 域 内,10㎞,25km,50km,100㎞ 及 ひ そ

れ以 上 の6段 階 の料 金 を 設定 してい る。 月 額 回線 料 に対 して 約1割 弱 に

相 当 してい る。

⑥ 拡 大 利用 に対 す る付 加 使 用料

マ ル チプ レク サ あ るい は コ ンセ ン トレー タの利 用 に対 して 月額 補償 料

の4倍 の料 金 を定 め て い る。

Direkrufが 専 用 線 と物 理 的 に 同 じ回線 構 成 を とっ てい なが ら料 金面 で

は 割安 に なっ てい る点 に つ い ては,西 ドイ ツの 専用 線 料 金 は ヨー ロ ッパの

中 で も特 に高 い 水準 であ る こ と も一 因 で もあ ろ うし,ま た,Direktruf

の 利 用 が,デ ー タ通 信 の み に限 られ,伝 送速 度 も限 定 さ れ る とい う効用 の

違 い も一 因 と考 え て よい と思 わ れ る。
■

(注)通 話が専用線に移ることによって生ずるDBPの 減収を一部補償するために設けられ

た割増料金であるo

〔4〕 デ ー タ 網 計 画

西 ドイ ツは'75年 に マ ン ハ イ ム でEDS(ElektronischesDaten-

vermittungssystem)を サ ー ビ ス 開 始 さ せ て い る。 これ は 電 子 交 換 機 に

よ る 回 線 交 換 デ ー タ網 で あ り,ま ず50b/sを そ して,'76年 に は200b/s

－9一



2400b/sを,'78年 に は300b/sを サ ー ビス 追 加 して い る。 そ し て今

日 で は17交 換 機 が 運 用 中 で あ り,'81年 ま で に は さ らに25交 換 機 ま で 増

設 す る予 定 で あ る。

ま た サ ー ビス 内 容 も逐 次 拡 張 して い く計 画 で あ り,現 在4800b/s,

9600b/sが フ ィー ル ドテ ス ト中 で 近 く サ ー ビス 開 始 す る 。

このEDSで は 短 縮 ダ イ ヤ ル,ダ イ レ ク ト ・コ ー ル,閉 グ ル ー プ 接 続 な ど

の サ ー ビス も提 供 し て い る。EDSは 従 来 のTELEX,DATEXの サ ー ビス

を 統 合 す る シ ス テ ム で あ る。

パ ケ ッ ト交 換 網

西 ドイ ツでは10年 前 に新 デー タ網 と して のEDSの 検 討 を開 始 しftが,そ

の 時 点 ではTELEXの サ ー ビス をベ ー ス に して新 しい デ ィ ジ タル ・デ ー タサ

ー ビス へ 発 展 させ る こ とが最 も賢 明 で あ る と考 え られ た
。 しか し,今 日では

技 術 の進 歩 と標 準 化 に よっ て パケ ッ ト交換 の経 済 性 と新 しい可能 性 が 注 目さ

れ て い る。

昨年 か ら本 年 春 にか け て西 ドイ ツの ユ ー ザ,メ ー カそ してDBPが 委 員会

を作 り検 討 した 結 果,新 しい ネ ッ トワー クの 必要 性 が答 申 され た。

パ ケ ッ ト交 換 網 の 実現 に よ
っ て

① 会 話 型 通 信 では コス トが 安 くな る。

② 各 種 の変 換 が でき る。(コ ー ド変 換,処 理)

③ 異 速 度 端 末 間 の通 信

④ 新 サ ー ビス(Viewdata,メ ッセー ジ交 換)

⑤ 他 国 のPSNと の 相 互i接続

な どの利 点 が得 られ る こ とか ら,'80年 に サー ビス 開始 を 目標 と した開

発 計 画 が 作 成 さ れ た。 近 くDBPと して 実行 に移 す 決定 が下 され る予定 であ

る。

同計 画 では,す でに公 表 され た料 金 試算 の体 系 は大 綱 次 の とお りで あ る。
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① 月 額 基 本 料

端 末 か らア ク セ ス ポ イ ン トま で の コ ス トを 回 収 す る も の で,一 定 範 囲

ま で は 定 額 とす る 。 、

② 通 信 料

distance-independent

③ 保 留 料

サ ー ビ ス 開 始 当 初 か ら で き る か ぎ り全 国 一 律 の サ ー ビス を 実 施 す る た め,

30～50の ア ク セ ス ポ イ ン トを 設 定 す る 必 要 が あ る と して い る。

●

ODIN(On-1ineDokumentationundInformationNetz)

西 ドイ ツ内 の デ ー タベ ー ス 流通 のた め の ネ ッ トワー ク と して検 討 され て お

り,DBPが1年 半後 に サ ー ビス開 始 す る予定 との こ とで あ る。 そ して

EURONETへ の 接続 も考 慮 され てい る。 しか しなが ら上 述 の パ ケ ッ ト交 換

網 計 画 との 関連 は 判 明 しなか っ た。

●

,

〔5〕 国 際 ネ ッ トワー ク

専 用 線 に よ る自営 ネ ッ トワー ク

相手 国 の 回線 利 用 制度 に も依 るが西 ドイ ツでは国 際専 用 線 に つ い て は片 端

公 衆 網 接続 を認 め て い る。 したがっ て次 の よ うな ネ ッ トワー ク構 成 が 可能 で

あ る。
'西独" 丙英'

PSTN

TELEX
DATEX

;〉 ・・つい ・はCPU

で の 処 理 を 伴 うこ と。

図1.7国 際 ネ ッ トワ ー ク の 例
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直 営 の ネ ッ ト ワ ー ク 接 続

TELEX網 の 国 際 接 続 は 別 と して,西 ドイ ツ で はDATEX200b/sが

フ ラ ン ス,ベ ル ギ ー と接 続 可 能 で あ る。

ま た'77年8月 か ら,PSTNの200b/s(音 響 カ プ ラ利 用 も含 む)及

びDATEXの200b/s回 線 で ア メ リカ のTelenet.Tymnetと の 接 続 が 可

能 と な っ た。DATEXの300b/sも'78年 か ら可 能 に な る模 様 で あ る。

`

寸
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2 フ ラ ン ス

`

■

`

臼 〕 回 線 サ ー ビ ス の 種 類

フ ラ ン ス の デ ー タ・通 信 回 線 サ ー ビス は 従 来 か らのTELEX網,PSTN網,

専 用 線 サ ー ビス の 他,Cadu3もe網,Colisもe網,Transplexサ ー ビス に

よっ て 提 供 さ れ て い る 。 ま た 本 年 末 に は パ ケ ッ ト交 換 網"'Transpac"が サ ー

ビス を 開 始 す る 予 定 で あ る 。 体 系 的 に 分 類 す れ ば 図2 .1の よ うに な る 。

回 線 サ ー ビ ス

'交 換 回 線

サ ー ビ ス

Point-to-Point

回 線 サ ー ビ ス

TELEX

PSTN

Caduc6e

Colis6e

(Transpac)

Transplex

専 用 線

図2.1フ ラ ン ス の 回 線 サ ー ビス 体 系 τ
電 信 資

電 話 績

ベース」パン 、

高 遠 経

最近 にお け る利 用状 況

'77年 末 に お け る これ らの サ ー ビス の利用 状 況 は 次 の とtsり で あ り
,公

衆 網30%に 対 して専 用 線,Transplex70%で,Point-to-Point回

線 の方 が よ く利 用 され て い る。

① 公 衆 網9441

PSTN(1200)

TELEX(50,200)

Caduc6e(2400,4800

9600)

3349

602

4890
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② 専 用 線 等(Transplexを 含 む) 21463

電 信 級(50,200)

電 話 級(1200-9600)

高 速 級(19.2-72k)

2615

18754

100

i)TELEX網

'63年 か らデー タ通 信 に も利 用 で き る よ うに な
っ た。 また,'66年 に

は 全 国 の交 換 機 がす べ て ク ロス バ形 に更 改 され,そ れ ま での～50b/sの

他 に～200b/sの 伝 送 も可 能 となっ た。

デー タ通信 の場 合,セ ン タ側 及 び端末 側 は 次 の 直営 設 備 が 設 置 され る。

① セ ン タ側

～50b/s:発 信 及 び 自動 応 答 用網 付 加装 置

～200b/s:自 動 応 答 装 置

② 端 末 側

テ レプ リンタ あ るい は 発信 電 鍵(Clavierdappe1)と 切 換器(こ

の後 へDFEが 接 続 され る)

iDPSTN網

'64年 か らデ ー タ通 信 に開放 さ れ た。2400b/sま での伝 送 が 可能 で

あるが,PTTが 提 供 す るモ デ ムは600.1200b/s用 のみ で あ り,他 は

自営 で準 備 す る こ とに な る。

iii)Caducee網

'72年 に サ ー ビス開 始 した 回線 交 換 網 で あ る。 現在 パ リと リ ヨンに ク

ロス バ形 の 自動交 換 機 を,ま た全 国14ケ 所 に コ ンセ ン トv－ 夕を設 置 し

(ア ク セ ス ポ イン ト)2400,4800,9600b/sの サ ー ビス を提 供 して

い る。

さ らに交 換 機 か らの距 離 が20㎞ 以 内の 区域 内 では ベー ス バ ン ド伝送 交

換 に よる19.2kあ るい は72kb/sの サ ー ビス も提 供 してい る。 モ デ ムは

'
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直営 も準備 さ れ てい るが 自営 も認 め られ る。

`

u「g

●
oulouse

蛯 繁 ・ト(交換機かコンセント
レータが設置される)0

図2.2Caducee網 の ア ク セ ス ポ イ ン ト

φ

iv)Colisee網

パ リに 設 置 さ れ た直 営 電子 交 換 機EIOを 使っ て,企 業 内の 交換 網 を提

供 す るサー ビス であ る。 初 めは電 話 トラ ヒ ックのみ を対 象 と してい た が,

今 日では1200b/sま で の デー タ通信 へ の 利 用 も認 め て い る。

この網 で通 信 を認 め られ る範 囲 は次 の とお りで ある。

① 法 律 上 同 一 人 に所 属 す る 自営 設 備 相互

② 親会 社 と子 会 社 相 互(相 互 の関 係 は 別 に法律 で定 め られ て い る)

③ 同一 グ ルー プの会 社 相 互

④ パ リ単 位 料 金 区域 のPSTNの 加 入者 との間

なお,②,③ の 場合 は① の料 金 の夫 々1.5倍,1.6倍 を課 して い る。
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設
備
私
設

設
備
私
設

口

工場 支店 倉庫

図2.3001isee網 の 利 用 例

V)Transplex

'73年 に 導入 され た50か ら1200b/sのPoint-to-Point回 線 サー

ビス で あ る。 サー ビス はPTTの 提 供 であ る こ とは他 と同 じで あるが,こ の

網 の運 用 は子 会 社 で あ るT616-systemes社 が行 っ てい る。 現 在39の ア

ク セス ポ イ ン トを全 国 に設 定 して お り,Transplex回 線 は これ らの ア ク

セ ス ポ イ ン トの任 意 の2点 の 間 で提 供 され る。

アク セス 方法 は次 の とお りで あ る。(図2.4参 照)

端 末 側

① 電 話 あ るい は電 信 級 専 用線 に よる。

② 電 話 網 に よる。

セ ン タ側

③ 専 用 線 に よる。

④ 回線 数 が 多 い場 合 に は マル チ プ レク サ で多重 化 した 回線 で セ ンタへ

引 き込 む。

これ らの場 合,モ デ ム,マ ル チ プ レク サは 直 営 で提 供 さ れ る。
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」

NANCY●

STRASBOURG

MULHOUSE●

AJACCIO●

ア ク セ ス ・ポ イ ン ト

('77年7月31日 現 在)

`

●

魎 εX

◎『
一

M
①

0

一
④

Ml

百
'

M

②.

1、
Lヲ MUX

=
=
一

OM

Mlモ デ ムT,端 末

MJXIvル チ プ レ ク サO .コ ン ピ ュー タ

図2.4Transplexへ の ア ク セ ス

.vD専 用 線

'73年 にデ ー タ通 信 の た め のPoint -to-Point回 線 と してTransplex

が 導 入 さ れ る と同 時 に従 来 の専 用 線 もデー タ通 信 に利 用 で きる よ うに した。

デー タ通 信 に利 用 さ れ る回線 種 類 と しては 次 の4種 類 が あ る。

① 電 信 級50b/s200b/s
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② 電 話 級

③ ベースバン ド

④ 高 速 級

一 般 品質 の2線 式及 び4線 式

特 別 品質(M.1020)

最 大 限 約10㎞ ま では72b/sの 伝 送 サー ビス を提

供

電話 一 次群 を利 用 した48,72kb/sデ ィジ タル伝

送 路 を利 用 した128k-2048Mb/s(試 験 的 に

提 供 さ れて お りTransmicと い われ てい る)

回線 構成 種 別 と して は通 常 の対 地 回線(Point-to-Point)の 他 にそ

れ らを従 続接 続 して起 点 に戻 るル ー プ構 成 及 び マル チ ポ イ ン ト構成 の 回線

も提 供 す る。

コンピュー タ

分岐点

PTT局 内

図2.5マ ル チ ポ イ ン ト回 線

…‥
ワ

三¶

〔2〕 利 用 制 度

フ ランス の専 用 線 利 用 制 度 では電 話 の 時代 か ら共 同使 用 に対 して付 加 料 金

を課 して認 め る とい う考 え 方 で あb,'73年 以 降 デ ー タ通 信 へ の適 用 が認

め られ たが,基 本 的 にそ の考 え 方 が踏 襲 され て い る。

そ の様 子 を図 示 す れ ば 次 の とお りで あ り,デ ー タ通 信 では2人 の共 同使 用

ま でを電 話 の 単 独 使 用 と同 料 金 に して い る と ころに 特 徴 が あ る。
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⌒
H
A B

C

図2.6付 加 料 金

この料 金 係 ・数を よ り具 体 的 な システ ム事 例 に よっ て示 せ ば 次 の とお りで あ る。

1972年 まで

電 話 電 話

1973年 以 降

デ ー タ

T ㍗ ×0.8
'

T×0.8

T×1.2 T'
ノ

TXO,8

一

T'×1.2

'

T

ttA"

CPU

C

T×0.8T×08

図2.7利 用 態様 に よる付 加 料 金の 例
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料 金係 数 は共 同使 用 以 外 に も例 え ば多 目的使 用(交 互使 用)な ど,利 用 形

態 に応 じて 数 種類 定 め られ て い る模様 で あ るが,今 回 の調 査 では 明 らか に な

らな かっ た。

情 報 処 理 に附 随す る メ ッ セー ジ交 換 につ い て は一 切認 め て は い ない が,シ

ス テ ム運 用 開始 後 の セ ン タの プ ログ ラム変 更 に つ いて フ ォ ロー してい な い た

め 問題 は 残 さ れ てい る よ うで あ る。

この点 につ い てPTTは 現 在 準 備 中のTranspacが この 問題 を解 決 す るた

め の一 つ の ルー ツで あ り,ま た,近 々STT(ServicedeTeleinforma-

tiqueTouristique:観 光 サ ー ビ1・,システ ム)や 銀 行 網 を提 供 す る計 画

を もっ て い る。

〔3〕 料 金

DTELEX網

TELEX網 の料 金体 系 は 次 の とお りで ある。

① 設 置 料

② 月額 基 本 料

端 末機 の種 類 に よっ て異 る。(142.8～659.4F)

(7,161～33,069円)

③ 通 信 料

同 一料 金区 域 内(circonscription)と 区域 外 の2段 階 に なっ て

teり,そ れぞ れ42秒1度 数(0.47フ ラ ン),18秒1度 数 で あ る。

日曜 ・夜 間割 引(20:00-8:00)50%が あ る。

lDPSTN網

PSTN網 の料 金体 系 は 次 の とお りであ る。

① 設 置 料

② 月額 基本 料

上 記2つ は いず れ も ロー カル網 の規 模 に よっ て異 る。

一20一
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●

③ 通 信 料

同 一加 入 区域 内 では時 間 に 制 限 な く一 度数0.47F(24円)で あb,

区域 外 は25㎞,50㎞,100km,200㎞,200㎞ 以 上 の5段 、

階 の ゾー ンが 定 め られ てk・ り,1分 当 りの料 金 が設 定 され て い る。 日

曜 ・夜 間 に は50%割 引 きが あ る。

④ モデ ム設 置料

⑤ モ デ ム使 用 料

600/1200b/s用 を提 供 して お り180F/ .月(9,027円/月)で

あ る。

⑥ コン ピ ュー タ等 接 続 使 用 料

TSS用 コン ピュー タあ るい は コンセ ン トレー タを接 続 す る場 合 は

通 常 の料 金以 外 に付 加 課 金 さ れ る。

一 定 月 額 の場 合 と分 単位 の従 量 制額 の場合 が あ る
。

iiDCaduc白e

Caduc6e網 の料 金 体系 は次 の とおbで あ る。

① 設 置 料

② 月 額基 本 料

端 末 か ら最 寄 りの ア ク セス ポ イ ン トま での距 離 を5㎞,10㎞,

20㎞,35㎞,35㎞ 以 上 の5段 階 に 分 け て定 め られ て い る。 着 信

専 用 は最 高25%ま で の割 引 きが あ る。

③ 通 信 料

50㎞,100㎞,150㎞,200㎞,250㎞,300㎞ 及 び

300㎞ 以 上 の7段 階 に分 け て従 量 制 料 金 が設 定 さ れ て い る。 最/1・課

金 時分 長 を1分 と し,そ れ 以上 は6秒 毎 の課 金 とな る。 日曜 ・夜 間 は

最 高80%ま での割 引 きが ある。

④ モ デ ム設 置料
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⑤ モデ ム使 用 料

2400b/s420F/.月

4800b/s714F/月

lV)Colis6e網

Colis6e網 の料 金体 系 は 次 の とお りで ある。

① 設 置 料

1回 線 当 り1600F(80,240円)

② 月額 基 本 料

1回 線 当 り142.8F(7,161円)

③ 通 信 料

V)Transplex

Transplexの 料 金体 系 は 次 の とk－りで ある。

① 設 置 料

② 月額 回線 料

回線 種 別(伝 送速 度 別)別 に100㎞,250㎞ 及 び250㎞ 以 上

の3段 階 料 金 が 設定 さ れ て い る。

③ マ ル チ プ レク サ設 置 料

④ マ ル チ プ レク サ月 額 使用 料

③,④ は 専用 マ ル チ プ レク サ の提 供 を うけた と きに支 払 う料 金 で あ

る。

⑤ アク セ ス料

アク セ ス ポ イン トと端 末 機 の 間 は通 常 の 専用 線 あるい はPSTNの 料

金 とな る。

Transplexの 料 金 が後 述 の専 用 線 料 金 と基 本 的 に異 る点 は タ リフに定

め られk料 金以 外 に付 加 価 値税(20%)を 課 せ られ る こ と,及 ひ端末 か ら

ア ク セス ポ イ ン トま での 回線 に対 して別 立 て 雲専 用 線 料 金 ペ ー ス で課 せ ら

れ る こ とで あ る。
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日

'

Transplex回 線 自体 の料 金は 専用 線 料 金 よ りも相 当 安 く設 定 され て い

るが,上 記 の条 件 に よ り全 体 と しては必 ず し も安 くは な らない とい われ て

い るo

vD専 用 線

専 用 線の 料 金体 系 は細 部 では 電信 級,電 話 級,ベ ー ス バ ン ド,高 速 級 で

異 る点 もあるが 基 本 的 に は次 の とお りで あ る。

① 設 置 料

2線 式,片 端 木 苺 に800F(40,120円)・4線 式 では倍 額

② 月額 回線 料

(固 定 額+距 離 に比 例 した額)と して定 め られ距 離 比例 部分 の 係 数

は10㎞,30㎞,50㎞ の3段 階 あ り,距 離 と共 に・」・さ くなっ てい

る。 また250㎞ な い しは310㎞ 以 上 は 一定 額 とな る。

利 用 態 様 に よっ て料 金係 数 を乗 じて最 終 料 金 が きめ られ る こ とは

3.2で 述 べ た とお りで あ る。

③ モ デ ム設 置料

④ モデ ム使 用 料

③,④ と も直 営 モデ ムを利 用 す る場 合 に課 せ られ る。

マ ル チ ポ イ ン ト回線 につ い ては 分 岐 点 か ら端 末 あ るいは 分 岐点 か ら分 岐

点 ご とに分割 してそ れ ぞ れ に対 して2線 式 電 話 級 回 線 の料 金 をペ ー ス に割

増 率 を か けて決 め られ る。

フ ラ ンスの 専 用線 料 金は ヨー ロ ッパの 中 では 西 ドイ ソと並 ん で最 や高 い

とい わ れ てい る。

〔4〕 デ ー タ網 計画

フ ランス では'66年 以 来 電 話 とデ ー タを統 合 す る新 しい デ ィジ タル統 合

網Hermesの 建 設 を最 終 目標 と して検 討 を進 めて来 た が,そ の第1段 階 と し

て,RCP(R6seauaCo㎜11nicationparPacquets)やCyclades
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計 画 な どの 実 験 を へ て,商 用 パ ケ ッ ト交 換 網Transpacを 建 設 中 で あ り'78

年 末 に は サ ー ビ ス 開 始 の 予 定 で あ る 。

本 サ ー ビス に つ い て は 後 章 に 詳 述 す る が,CCITTのX.25イ ン タ フ ェ ー

ス を 実 現 す る世 界 で 初 の パ ケ ッ ト交 換 網 で あ る。 ま た,こ の 技 術 は そ の まX

ヨ ー ロ ッ パ の 科 学 技 術 情 報 流 通 ネ ッ トワ ー ク と してEC9ケ 国 が 共 同 し て 建

設 中 のEURONETに 採 用 さ れ て い る こ とは 周 知 の とおbで あ る 。

網 へ の ア ク セ ス は 専 用 線 は も ち ろ ん,PSTN,TELEXを 介 して も可 能 で

あ る 。

網 の 規 模 は 当 初 か ら12交 換 局,30マ ル チ プ レ ク サ 局 で サ ー ビス し,'80

年 に は 小 容 量 の 交 換 機 を 開 発 し,100局 ぐ らい 設 置 す る予 定 で あ る。

料 金 は す で に 公 表 さ れ て い る よ うにdistant-independentで 情 報 量 と

保 留 時 分 に 依 存 す る体 系 を とっ て い る 。(通 信 料 はkoct.当 り5サ ン チ ー ム

(2円50銭)と 発 表 さ れ た が,サ ー ビス 開 始 時 に は20%ア ッ プす る 予 定

で あ る 。)

こ の よ うにTranspacは デ ー タ通 信 の 新 しい 担 い 手 に ふ さ わ しい よ う,早

期 に 全 国 的 に 一 律 な サ ー ビス が 実 現 で き る よ う努 力 が つX'け られ て い る。

EURONETが オ ー プ ンす れ ばTranspacと は 直 ち に 接 続 さ れ る 予 定 で あ

り,'80年 一'82年 に は2～3000ユ ー ザ がTranspacに 接 続 さ れ る も の

と予 測 さ れ て い る 。

8

〔5〕 国 際 ネ ッ トワ ー ク

ネ ッ ト ワー ク 接 続

TELEX-200は 西 ドイ ツDATEX200及 び ベ ル ギ ー の ネ ッ ト ワー ク に

接 続 さ れ て い る 。 ま た,Transpacは,EURONETが サ ー ビス を 開 始 す れ

ば 直 ち に 接 続 さ れ る 予 定 で あ る 。

SESAME(SystemeElectronipuedeSaisieet

d'AiguillagedeMessages)
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本 サ ー ビ ス は 国 際 専 用 線 の 利 用 者 に 専 用 ネ ッ トワ ー ク を 構 成 し,メ ッ セ ー

ジ交 換 サ ー ビ ス を 提 供 す る も の で あ る 。 伝 送 速 度 は100,110,200,

600,1200Baudsで あ り,専 用 線 も し くはTELEX網 に よbア ク セ ス可

能 で あ る。

`

●

、
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3 イ ギ リ ス

〔1〕 回 線 サ ー ビス の 種類

イ ギ リス の デー タ通 信 回線 サ ー ビス はTELEX網,PSTN網,専 用線 及

びDataplexサ ー ビス に よb提 供 され てい る。 特 に 前三 者 に お いて デー タ通

信 の た め の モ デ ム あ るい はそ れ に 代 る もの も含 め て提 供 す る もの はDate1サ

ー ビス と称 して い る。体 系 的 に分 類 すれ ば図3.1の よ うに な る。

θ

■Datelサ ー ビス

交 換 回 線

サ ー ビ ス

Point-to-Point

回 線 サ ー ビ ス

■

TELEX

■

PSTN

DATAPLEX

専 用 線

図3.1イ ギ リス の 回 線 サ ー ビス 体 系

　

⊥議:

i)TELEX網

TELEX網 を 用 い て50b/sま で の デ ー タ伝 送 を行 う こ とが で き る が,

こ の サ ー ビ ス は"Datel100"と よ ば れ て い る。 も ち ろ ん 自営 設 備 の

接 続 が 認 め られ て い る 。('76年 郵 電 公 社 電 気 通 信 規 約,POTeleco㎜

Scheme1976)

iDPSTN網

PSTN網 に よ る デ ー タ伝 送 は す べ て 直 営 の モ デ ム を 使 用 す る こ と を 原 則

と して お り,300b/s,1200b/s,2400b/sの モ デ ム が 提 供 さ れ て

い る 。 これ らを 使 っ た サ ー ビ ス は そ れ ぞ れDatel200,600,2400

dial-upと 称 さ れ て い る 。 も しユ ー ザ が 直 営 の モ デ ム と は 著 し く異 な るも

の 必 要 不 可 欠 で あ る場 合 に は 自営 も認 め られ る よ うで あ る 。
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iii)Dataplex

Dataplexサ ー ビ ス は マ ル チ プ レ ク サ と交 換 回 線 あ る い は/お よび 専 用

線 と モ
.デ ム で構 成 さ れ た 一 種 の ク ロー ズ ドネ ッ トワ ー ク サ ー ビス で あ る 。

(図3.2参 照)

ベ ア ラ 回 線 の 多 重 化 方 式 は 次 の3種 類 が あ る
。

Dataplex1.FDM～110b/sの 回 線 を6あ る い は12回 線 多 重

化 す る 。

2.TDM1200b/sま で の 回 線 を 多 重 化 す る 。 多 重 度

は 端 末 側 の 伝 送 速 度,ベ ア ラ 回 線 の 伝 送 速 度

(2400,4800b/s)に よ り異 な る。

3.TDMDataplex2よ り柔 軟 な 構 成 が 可 能

iv)専 用 線

専 用 線 を デ ー タ通 信 に 利 用 す る 場 合 の モ デ ム は 直 営,自 営 い ず れ で も可

能 で あ る。 直 営 モ デ ム が 提 供 さ れ る場 合 はDatelサ ー ビス の 範 ち ゅ うに 入

る。

デ ー タ通 信 に 利 用 さ れ る 回 線 と して は 次 の もの が あ る。

① 電 信 級H:50b/sJ:110b/s

② 電 .話 級S1,S2,S3:一 般 品 質

丁:特 別 品 質(M.1020)

Y1:一 般 品 質 の 分 岐 用(12ま で)

Y2:特 別 品 質 の 分 岐 用(12ま で)

③ 広 帯 域48KHz.240KHz

－ 方
,直 営 モ デ ム の 準 備 状 況 は 次 の とお り で あ る。

300b/s(Datel200),1200b/s(Date1600)

2400b/s(Datel2400)50Kb/s(Date148K)
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〔2〕 利 用 制 度

POの 電 気 通 信 に お け る国 家的 独 占は,1969年 郵 電公 社 法第24条 に よ

っ て定 め られ て お り,音 声,画 像,そ の他 の信号 の 伝送 を 目的 とす る シス テ

ムの 運 用 はPOが 排他 的特 権 を持 つ とさ れて い る。

した がっ て電 話 に 関 して は,同 一 企 業 内 の専 用 網 ま では認 め てい るが,そ

れ以 上 の範 囲 に及 ぶ もの は 認 めて い ない 。

しか し,デ ー タ通 信 に関 しては背 景 が 全 く異 る こ とか ら異 る制 度 を立 てX

需要 に応 じて い る。 そ の 内容 は1969年 法 を うけ て作 成 され た 次 の2つ の規

程 に よ り定 め られ て い る。

。郵 電 公 社 設 備 へ の 自営 装 置接 続 の認 可('77年4月)

。メ ッセー ジを伝 送 す る コ ン ピ ュー タの た めの 一般 免許('76年5月)

す な わ ち

①POが 提 供 す る専 用 線 及 び公 衆 網 へ の 自営 コ ン ピ ュー タの 接続 はPOの

免 許 を うけ る こ とに よっ て可 能 で ある。

② この場 合,コ ン ピュー タに おい て デ ー クの処 理 を伴 えば デ ー タの発 信

者 と受信 者 との間 に特 に制 限 は ない。

③ 専 用線 は コン ピ ュー タで処理 が あれ ば一 端 のみ 公 衆 網 に接 続 で きる。

(電 話 の場 合 は認 め てい ない)。 専 用 線 の料 金 は デ ー タ通信 へ の 利 用 と

か,公 衆 網 へ の 接続 とか で付 加 料 金 を課 す こ とは な い。

また,自 営 コン ピュー タの メ ッセー ジ交 換 につ い て は

① 情 報処 理 が 主 目的 の コ ン ピュー タに お け る部 分 的 な メ ッセー ジ交 換 は

一般 的 に認 め てい る。

② さ らに メ ッセー ジ交 換 の た め の 自営 コ ン ピュー タにつ い てはPOが そ

のた め の免 許 を与 え た もの につ いて は認 め る こ と と してい る。

メ ッセー ジ交 換 が認 め られ る範 囲 は

。親 会 社 と子 会 社 の 間(持 株51%以 上)

。同 一 親会 社 の 子 会 社 相互
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。親 会社 また は 子会 社 とそ の他 の 者 の間

。コン ピュー タ を運 用 して い る もの とそ の他 の ものの 間

で ある。 た だ し,い ず れ もそ の間 の ビジネ ス に関す る メ ッセ ー ジに 限 ら

れ る。

③ メ ソセ ー ジ に発 信 者,着 信 者 を明 示 しな け れば な らな い。

、

"A"

CPU

A:親 会 社

B,C:子 会 社

D,E:そ の他

●

＼ A B C D E

A ○

B ○ ○

C ○ ○ ○

D ○ ○ ○ ×

E ○ ○ ○ × ×

図3.3メ ッ セ ー ジ交 換

〔3〕 料 金

各 サー ビス共 に以 下 に の べ る料 金 の 外,付 加価 値税(VAT)を 支 払 う必 要

が あ る。 現在 の税 率 は8%で あ る。
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i)TELEX網

TELEX網 の 料 金体 系 は 充 の とk・りで あ る。

① 設 置 料

宅 内 機 器 及 び 回線 に対 す る料 金 と して 一括 して定 め られ てい る。 宅

内機 器 の種 類 に よ り380-500ポ ン ド(155.465-204,560円)

で ある。

② 月額 使 用 料

宅 内機 器 及 び 回線 に対 して一 括 して定 め られ てい る。

③ 通 信 料

同一－TELEXセ ン タ区域 内 あ るい は56km以 内 の セ ン タ聞 及 ひ56

㎞ 以 遠 の セ 〃 間 の2段 階 に なっ ⇔ りそ れぞ れ60秒,20秒 が

2.5ペ ンス(10円)で あ る。 時 間帯 あ るい は 曜 日に よ る割 引 きは な

、'o

④ 網 制 御装 置 設 置 料

⑤ 網 制 御装 置月 額 使 用料 ・

④,⑤ はTELEX回 線 に コ ン ピ ュー タを接 続 して使 用す る場合,①

及 び② の代 りに支 払 われ る料 金 と して 網 制 御装 置及 び 回線 に対 して一

括 して定 め られ て い る。

ii)PSTN網

PSTN網 の 料 金体 系 は次 の とお りで あ る。

① 設 置 料

② 月額 基 本 料

③ 通 信 料

市 内 通話 と56㎞ 以 内及 びそ れ 以上 の市 外 通 話 の3段 階 に なっ て お

り,そ れ ぞ れ120秒,30秒,10秒3ペ ンス(12円27銭)で あ

る。 時 間 帯 及 び 曜 日に よる2段 階 の割 引 き もあ る。

④ モデ ム設 置料
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⑤ モ デ ム月額 使用 料

深 夜 回線 サ ー ビス(MidnightLineService)

設 置 料50ポ ン ドと220ポ ン ドを支 払 うこ とに よっ て0-6時 の深 夜帯

の み 全 国 ど こで も自 由に通 信 で き るサ ー ビス で あ る。

ni)DATAPLEX

Dataplex1の 場 合 の料 金体 系 は 次 の とk・りで あ る。

① 設 置 料

ベ ア ラ回線 の 多重 度(60r12)に ょる

② 月額 使 用料

対 向す るマ ル チ プ レクサ が設 置 され て い る場 所 の最 寄 の 電 話局 相 互

間 の距 離 を56,80,160,240,320,400,480km及 ひそ れ以

上 の8段 階 に分 け て定 めて い る。

iv)専 用 線

電 信 級,電 話 級 の 料 金体 系 は 次 の とお りで あ る。 な お広帯 域 回線 につ い

ては ケー ス ・パ イ ・ケー ス で設定 され る。

① 設 置 料

回 線距 離 に よ り5段 階 に なっ て い る。

② 月額 使 用 料

各 回線種 別 ご とに02-480㎞ の間 で29段 階 に 細 か く分 け られ て

お り,そ れ 以下 そ れ以 上 を含 め て31段 階 に なっ て い る。

③ モ デ ム設 置 料

④ モデ ム月額 使 用料

〔4〕 デ ー タ 網 計 画

イ ギ リス で は'74年 か ら実 験 用 パ ケ ッ ト交 換 網(EPSS:Experimental

PacketSwitchedService)の 建 設 を 始 め,'75-'76年 に は 種 々 の

試 験 を 行 っ た 後'77年4月 か ら大 学 及 び 国 家 機 関 を 対 象 に 実 験 サ ー ビ ス を
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開 始 して い る。

こ の 網 は ロ ン ドン,マ ン チ ェ ス タ,グ ラ ス ゴ ー に ノ ー ド局 を設 置 し,そ の

間 を48kb/sの 回 線 で接 続 して い る。 接 続 可 能 な 端 末 の 伝 送 速 度 は2400,

4800,48kb/s及 び 調 歩 式 の110,300b/sで あ る。 調 歩 式 端 末 はPS

TNを 介 して ノL・・一・ド局 に 接 続 す る こ と も で き る。 この 他 テ レ ック ス 端 末 も接

続 可 能 で あ る 。

本 実 験 の 経 験 を ベ ー ス に 現 在 商 用 サ ー ビス 網 を計 画 中 で あ り,本 年10月

に は タ リ フ も含 め てnewplanを 公 表 す る予 定 との こ と で あ っ た 。

newplanで は イ ン タ ー フ ェ イ ス と してCCITTX.25を 採 用 す る こ

と,'79年 末 か'80年 始 め に は サ ー ビス 開 始 す る こ と な どが も り込 ま れ て

い る 。

SystemX

SystemXは1980年 代 の 電 気 通 信 ネ ッ トワ 一一ク と して 都 電 公 社 が メ ー

カ(GEC,Plessy,STC)と 協 力 して 研 究 開 発 を 進 め て い る シ ス テ ム で あ

り,電 話 お よび デ ー タ の デ ィ ジ タル統 合 網 を め ざ して い る 。 当 面 の 研 究 は 電

話 の デ ィ ジ タ ル 交 換 を 中 心 に し て 進 め られ て お り,'82年 春 に は パ イ ロ ッ

トシ ス テ ム を 完 成 させ る予 定 で あ る 。.

こ の よ うな 電 気 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の デ ィ ジ タ ル 化 を進 め る に 当 っ て,'85

年 以 降 に は 長 距 離 回 線 の 新 た な 建 設 は す べ て デ ィ ジ タ ル 方 式 で行 わ れ る こ と

に な ろ う。 しか し,365の 中 継 交 換 局 の す べ て が デ ィ ジ タ ル 化 さ れ る に は

20-25年 は かSる と 思 わ れ る。

〔5〕 国 際 ネ ッ トワ ー ク

IPSS(InternationalPacketSwitchingService)

本 サ ー ビス は イ ギ リス 国 内 の ユ ー ザ を 米 国 始 め,世 界 各 国 の ネ ッ ト ワー ク

に ア ク セ ス で き る よ うに す るftめ の もの で,本 年 末 に は ま ず 米 国 のTymnet,

Telenetと 接 続 して サ ー ビス を 開 始 す る予 定 で あ る 。
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本 サ ー ビス の 開 始 に 先 だ っ て,'77年2月 か らDBA(TrialDatabase

AccessandRemoteComputingService)と 称 してTymnet,Telenet

と 接 続 し て 試 行 サ ー ビス を 行 っ てteb,試 行 期 間 の末 頃('78/2月)に は

200ユ ー ザ が 参 加 し,そ れ ぞ れ6-8の ホ ス トの サ ー ビ ス を うけ て お り,ト

L-一ータ ル の 呼 数 は2500呼/週 に の ぼ
っ た 。

本 サv-一輪ービス は イ ギ リス の ゲ イ ト局 を ロン ドン に 設 置 し国 内 に24の セ ン タ

を 配 置 し て,利 用 者 は

①PSTNあ る い は 専 用 線 を介 して100-300b/s,1200b/s

②X.25イ ン タ ー フ ェ イ ス に よ る9600b/sま で の 専 用 線 を 介 して

セ ン タ に ア ク セ ス す る こ と に よ り,サ ー ビ ス を うけ る。

米 国 へ の 接 続 は 米 国 のIRCを 介 し て 行 わ れ るが,さ らに カ ナ ダ,オ ー ス

ト ラ リ ア,香 港,日 本 へ もの ば した い と して い た 。

現 在 公 表 さ れ て い る 料 金 表 に よれ ば,ア ク セ ス 料 の 他 通 信 料 は

① ボ リ ュ ー ム 料 金4ポ ン ド(1,636円)/Kセ グメン ト

(1セ グ メン ト=64バ イ ト)

② 保 留 料 金0.1ポ ン ド(41円)/分

で あ る 。

EURONETと の 接 続

'79年 夏 か ら運 用 開 始 す るEURONETへ の イ ギ リス 国 内 か らの 接 続 は 次

の よ うに 行 わ れ る 予 定 で あ る 。

EURONETの ノ ー ド局 の1つ が ロ ン ドン に 設 置 さ れ る の で これ に 対 して,

①PSTNあ る い は 専 用 線 を 介 して110-300b/s,1200b/s

② 専 用 線 を介 して9600b/sま で(X.25イ ン タ ー フ ェ イ ス)のi接 続

が 可能 で あ る。

△
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4 ス ペ イ ン

〔1〕 回 線 サ ー ビ ス 種 類

ス ペ イ ン の デ ー タ通 信 回線 サ ー ビス は,TELEX網,PSTN網 及 ひ 専 用

線 の 他'71年 か ら サ ー ビス を 開 始 したRETD(RedEspecialdeTrans-

misi6ndeDatos:デ ー タ伝 送 特 別 網)に よっ て 提 供 さ れ て い る 。 提 供

主 体 はTELEXが 都 電 庁(DGCT:Direcci6nGeneraldeCorreosy

Teleco㎜icaci6n)で あ る以 外 は ス ペ イ ン 国 立 電 話 会 社(CTNE:Com-

paniaTelefonicaNationaldeEspagna)で あ る。 体 系 的 に 分 類 す

れ ば 図4.1の よ う に な る 。

TELEX

PSTN

RETD

㌫竺 専　 [蕊
図4.1ス ペ イ ン の 回 線 サ ー ビ ス 体 系

■

1)TELEX網

'53年 か ら郵 電 庁 に よ
っ て 提 供 さ れ て い る サ ー ビ ス で,今 日 で は デ ー タ

伝 送 に も使 わ れ て い る 。 端 末 は テ レ プ リン タ も含 め て 自営 も認 め られ る。

ii)PSTN網

'73年 か ら デ ー タ 電 送 に も利 用 で き る よ う に な っ た が,す べ て 直 営 モデ

ム を 使 用 す る こ とを 原 則 と して お り200b/s,600b/s,1200b/s,

4800b/sの モ デ ム が 提 供 さ れ て い る。

ilDRETD網

'71年 か らサ ー ビス を 開 始 した 世 界 最 初 の パ ケ ッ ト交 換 網 で あ り ,現
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在 約5500の 端 末 が 接 続 さ れ て い る 。 全 国 に3セ ン タ と20の コ ン セ ン ト

レ 一 夕 が 設 置 さ れ てk'り'78年 中 に は5セ ン タ,40コ ン セ ン トレ ー タに

増 設 さ れ,'82年 に は16000端 末 に 増 加 す る と予 測 さ れ て い る 。

網 構 成 は 概 略 図4.2の と お り で あ り,TELEXやPSTNか ら も ア ク セ

ス 可 能 で あ る 。

マル チ ドロ ップ

加

入

者

の

端

末

加入者の

センタ

マルチフレクサ

ーLL .N→ く一ーーーー－ML.N.一 ー一→芦<一 ー ーー －S.HL、N.一 ー一>

P.H.L.N.一 次 高 レ ベ ル 網

S.H.L.N.二 次 高 レ ベ ル 網9600b/s

M.L.N.中 レ ベ ル 網

L.L.N.低 レ ベ ル 網 電 信 ・ 電 話 級 専 用 線

図4.2RETDの 構 成

現 在 の ユ ー ザ は2100の 端 末 を 有 す るBanesto銀 行 や そ の 他 の 銀 行,

INP(社 会 保 険 庁),SAVINGBANK連 盟 な ど で あ り,全 国25.000

台 の デ ーータ端 末 の 約1/4がRETDに 接 続 さ れ て お り,そ の う ち の90%は

専 用 線 ア ク セ ス と な っ て い る 。
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iv)専 用 線

専 用線 を デー タ通 信 に利 用 す る場 合 の モデ ムは 直 営 が原 則 で あ り,200,

600/1200,1200/2400,48QOb/sの モ デ ムが準 備 さ れ てい る。

回線 種 別 と して は

① 電 信 級200b/sま で

② 電 話 級 通 常 品質,特 別 品質(M.1020)

が あ る。

〔2〕 利 用 制 度

ス ペ イ ン では'70年 に国 が ネ ッ トワー ク に関す る法 令 を設 け ,デ ー タ通

信 を公 衆通 信 の一 環 と して と らえ,ス ペ イ ン国立 電 話会 社 が行 う こ とを きめ

た 。 そ して'71年 か ら公 衆 パ ケ ッ ト交 換 網RETDに よるサ ー ビスの 提 供 を

開 始 し,Banesto銀 行 をは じめ とす る多 くの ユー ザ が これ を利 用 して い る。

公 衆 デー タ網 の 構 築

■

国 の情 報 処 理産 業 を どの よ うに して発 展 させ て い くかS最 大 の問 題 で あ り,

そ の た め に

① 国 の レベ ル で公 衆 デ ー タ網 を発 展 させ る

② そ の網 の 利用 を通 じて端末 の標 準 化 を計 る

③ 料 金 的 に 利用 しや す い網 を実 現 す る。(Distance-independent)

こ とを計 画 した。

RETDが サー ビス を開 始 す る'71年 以 前 にIBERIA(航 空)あ るいは

RENFE(国 鉄)が 自営 シス テ ム を建 設 して いた,論 理 的 には これ らの 自営

システ ム も公 衆 デー タ網 に 吸収 して い くこ とと してい るが ,現 実 に は 困難 な

問 題 が あ る よ うで あ る。

しか し,電 話会 社 は精 力的 に公衆 デ ー タ網 へ の移 行 を勧奨 して い る模 様 で

あ り,IBERIA,RENFEな どか らも今 後 の計 画 に お い てRETDの 使用 の

約 束 を と りつ け たb,IBM,INFONETな どか らもRETDが 国 際基 準(具
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体 的 にはX.25イ ン ター フェ イス)に 準 拠 す る よ うに なっ た ら,RETDに

の り換 え る約束 を と りつ け て い る との ことで あっ た。

専 用 線 の利用 制 度

上 述 の ように デー タ通 信 シス テ ムの構 築 は原 則 と してRETDを 使 用す る こ

とSし てい るた め,専 用 線 の利 用 に対 して は,暫 定 的 な 措 置 と して 料 金面 で

次 の よ うな こ とが 定 め られ て い る。

① 単 独使 用 にお い てswitchingを 行 っ た り,コ ンセ ン トレー タを使 用

した りす る場 合 は 通 常料 金 の1～1.4倍 を課 す 。

② システ ム の相 互 接 続(設 備 は電 話会 社 が設 置す る)の 場 合 は通 常料 金

の1.2倍 を課 す 。

③ 電 話会 社 が提 供 で きない 設 備 が必 要 で あ る場 合(例 え ば 国際 システ ム

の場 合)は 自営 を 認 め るが,通 常料 金 の1.3倍 を課 す 。

④ 他 人 に サ ー ビス を提 供 す る た め に使 用 す る場 合 は通 常 料 金 の1.4倍 を

課 す 。

メ ッセー ジ交 換

メ ッセー ジ交 換 は公 衆 サー ビス の範 ちゅ うと考 え られ て い るが,自 営 シス

テ ムに お い て これ を切 り離 せ ない 場合 もあ り,回 線 の 利 用 申込 み時 に使 い方

を提示 させ 付 加 料 金 を課 して認 め る こ と と して い る。

〔3〕 料 金

今 回の 調査 では スペ イ ンの料 金 に 関す る情 報 を殆 ん ど得 る こ とが で きなか

っ た が,事 前 の 資料 調 査 に よれ ば概 路 次 の とお り であ る。

i)TELEX網

① 設 置 料

② 月額 基 本 料

設備 料 端末 自営 の場 合 は 直 営 の場 合 の1/2

回線 料
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③ 通 信 料

区 域 内 と区域 外 の2段 階 に分 け られ1分 当 りの料 金が定 め られ て い

る。

iDPSTN網

① 設 置 料

② 月額 基本 料

③ 通 信 料

ロー カル通 話 に対 して2段 階,市 外 通 話 に対 して20,100,200,

400km及 び そ れ 以上 の5段 階 が設 定 さ れ1度 数 当 りの通 話 時 間 が定

め られ て い る。

④ モ デ ム設 置料

⑤ モ デ ム使 用 料

iii)RETD網

RETDの 料 金 は2節 で も述 べた ように利 用 しや す い体 系 にす る必 要 の

あ る こ とか らdistance-independentを 原 則 と して設 定 され た。

まず,運 用 開始 当初 か ら全 国 公平 な サー ビス を提 供 で き る よ う69の

Point-of-Entry(ア ク セ スポ イ ン ト)を 仮 想 的 に定 め,ア ク セス料 を

最寄 のP-of-Eま で の料 金 で定 めた。

また,専 用 線 アク セ ス の場 合 に は通 常 の 料金 よ り安 い 料 金 で利 用 で きる

こ とSし た。

通信 料 につ い て は在 来 の サー ビスの料 金体 系 とあ ま りか け離 れ る こ とを

さけ るた め3段 階 の距 離 別 制 となっ た。 な お休 日や 閑散 時 は 減 制 を とっ

てい る。

料 金 体系 の概 略 は次 の とお りであ る。

① 設 置 料

② 月 額基 本 料

アク セ ス回 線 の種 別 毎(200b/sM.580,M.1020)に 設 定
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さ れ て い る。 専 用線 料金 に対 して20%程 度 安 く設 定 され て い る。

③ 通 信 料

Province内,Region内 及 びRegion外 の3段 階 に 分 け られ,リ

アル タ イム サ ー ビス とバ ッチサ ー ビス に対 して そ れぞ れ1000キ ャラ

ク タ当 りの 料 金 が定 め られて い る。 時 間 帯,曜 日に よっ て2段 階 の割

引料 金 も設 定 さ れ て い る。

④ モ デ ム設 置 料

⑤ モ デ ム使 用 料

iv)専 用 線

① 設 置 料

② 月額 使 用 料

回線 種 別(200b/s.通 常 品質,特 別 品 質)毎 に8段 階 の距 離i別

料 金 が 設定 さ れ て い る。

③ モ デ ム設 置 料

④ モ デ ム使 用 料

〔4〕 デー タ網計 画

RETDの イ ン ター フ ェ イス をCCITTX.25に 変 更 す る こ とを検 討 中

で あb,'79年 後 半 か ら一 部 の ユー ザ に対 して提供 可能 の見込 み で あ る。

そ して しば ら くはX.25及 び 現 在 のBSC改 プ ロ トコルの 共存 で サー ビス を

つYけ る こ とXな る。

〔5〕 国 際 ネ ッ トワ ー ク

RETDは す で にDatapac(カ ナダ)Telenet(米 国)と 接 続 さ れ てfO・ り,

又,現 在ECに 対 してEURONETへ の 接 続 を 申請 して ら る 。
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■

●

5ル ク セ ン ブ ル グ(CEC)

〔1〕Euronet

Enronetの 開 通 時 の 網 構 成 は 図5.1の 通 りで あ る。'78年 末 サ ー ビス 開

始 と い わ れ て い た が,設 備 お よひ デ バ ッグ の 遅 れ,(Transpacの 遅 れ と関

係)で79年6月 ま で の び た 。'79年 中 に は20～25の ホ ス トが 接 続 さ れ,

約100の デ ー タベ ー ス がEnronetを 介 して 利 用 で き る よ うに な る 。 端 末 は

'79年 で800～900加 入 が 予 定 さ れ て い る
。

口REMOTEACCESSFAClLl了Y

崇NMC

－4ekbit'8

一9 .6kbit'●

図5.1
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〔2〕 料 金

Euronetの 料 金 は,① ア ク セス ポ イ ン トまでの 回線 料 金,②Euronet使

用 料 金,③ デ ー タベ ー スの利 用 料 金 か らな るが,① は各 国PTTに よb決 定

され る。② は距 離 無 関 係 で内容 は 下 表 の とお りで あ る。③ に つ い ては 後述 す

る。

種 別 料 金 備 考

ボ リ ュ ー ム 料 金 10FE/Kセ グ メン ト 1セ グメ ン ト=64B

保留時間料金

1.2kb/sま で 0.15FF/分

24kb/忌 一9.6kb/も 0.20FF/分

48kb/s 0.50FF/分

割 引 料 金 一

ボ リ ュ ー ム 33%減 閑散時 と週末

保 留 時 間 20%減

〔3〕 将 来 計 画

将 来 計 画 と して は,ま ず 加入 各 国 の 国内 パ ケ ッ ト網 との 接続 が あ るが,フ

ランス のTranspacが 最 初 に予 定 さ れ てい る。

非EC諸 国 との 接 続 は ス イ スが 加入 を 申 出 てお り,10月 中 には決 定 されよ

う。 そ して5番 目の ノ ー ドが チ ュー リッヒに設 置さ れ る。 さ らに ス ペ イ ン,

ス エ ー デ ンへ の接 続 も近 く実現 され る。 ロメ協 定 の諸 国 へ の拡張 も検 討 して

い る。

ま たTelenet,Tymnetお よび これ らを通 して ア メ リカの デ ー タベ ー ス と

の 接続 も しか るべ き時 期 に しか るべ き条 件 で考 え てい るが,自 由か つ 公 正 な

競 争 で あ る こ とが前 提 で あ る と してい る。 なお,Euronetの シ ス テ ム構成

は 図5.2の とk・りでTranspacと 同様 で あ る。
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第2章 各 国 に お け る デ ー タ

ベ ー ス の 研 究 開 発

1.GMD(西 ドイ ツ)

2.IRIA(フ ラ ン ス)

3.OEC(ル ク セ ン ブ ル グ)



会

ぶ



1 GMD(GMDnets,PIX,ODIN)

GMDnetzは 実験/研 究 を 目的 と して'74年 か らス タ ー トした プ ロジ ェ

ク トで,現 在 図1.1の ノー ド配置 で あ り数 多 くの大 学,研 究機 関等 を結 ん だ閉

鎖 網 を構 成 し て い る。

●

◎

9600Bd

(zunachst4800Bd)`

K=Knotenrechner

■

図1.1

この プ ロ ジ ェ ク トの 成 果 を 発 展 さ せ たX.25イ ン タ ー フ ェ イ ス の 網 がPIX

で あ り,こ の 網 に よ り'79年 か ら各 大 学 等 の ロー カル ネ ッ トワー ク と連 結 す

る こ と を考 え て い る 。 これ らは と も に科 学 技 術 の 用 途 に 用 い られ る も の で,開

発 さ れ た プ ロ トコ ル もVT,TSS,RJE,FT関 係 の も の で あ る。 この 一 連 の

研 究 を通 して プ ロ セ ス 間 通 信 の 進 展 を め ざ して い る。

ODINは デ ー タ ベ ー ス ネ ッ トワ ー ク を め ざ す もの で,'75年 か ら プ ロ ジ ェ
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ク トが ス タ ー ト して 泊 り16分 野 の イ ン ダ ス ト リプ ロ グ ラ ム が す で に 用 意 さ れ

て い る 。 こ の16分 野 は 西 ドイ ツ政 府 が 進 め て い るIUD計 画 に よ る 分 類 で下

表 の とお り で あ る。 なto,ODINは 将 来Euronetに 接 続 さ れ る計 画 で あ る 。

①

②

③ 化学

④

⑤

⑥

⑦

⑧ 運輸

⑨

⑩ 商品

⑪ 経済

⑫ 法律

⑬ 教育

⑭

⑮

⑯

衛 生,医 学,生 物学

食 料,農 学,林 学

エ ネ ル ギ ー,数 学,物 理 学

電 気,精 密,機 械 工 学

金属,材 料,鉱 物 作業 ・処 理

原 材 料 生 産,地 球,科 学

地域 計 画,建 設 ・都 市 計 画

社会科学

人文学

国際関係

9

8

0

9

0

2

9

4

8

8

2

8

5

3

0

2

1

2

1

1

1

1

1

2

1

1

合 計197
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2 IRlA(SlRlUS)

◆

●

SIRIUSは ロ ー カ ル お よび 全 国 的 な コ ン ピ ュ ー タ網 に よ る 分 散 デ ー タ ベ ー

ス を 指 向 す るIRIAの プ ロジLエ ク トで あ り,Cycladesプ ロ ジ ェク トを 発 展

させ た もの で あ る。 研 究 所,ユ ーザ,メ ー カ の3者 が 協 同 し て パ リ,レ ン ヌ,

グ ル ノ ー ブ ル,ツ ー ル ー ズ,ナ ン シ ー な ど で研 究 集 団 を 形 成 し,そ れ ぞ れ複 数

フ ァイ ル シ ス テ ム,関 連 デ ー タ ベ ー ス,分 散 処 理 の プ ロ トコ ル,デ ー タ ベ ー ス

の セ マ ン テ ィク ス,検 索 シ ス テ ムな ど を 担 当 し て お り,IRIAが 全 体 の 管 理 ・

連 絡 に 当 っ て い る。'76年 ～'81年 の5ケ 年 計 画 で 進 め て お り,予 算30MF

(1/2は 産 業 省),70人 の プ ロ ジ ェ ク トで あ る 。

研 究 所 と して はEP,IRISA,ENGIVAG,CERT,CNRS;メ ー カ,ソ

フ トハ ウス と し てCII-HB、SIEMENS,Logabox,Intertechnics;

ユ ー ザ と してRenault,HealthMin,FinanceMin,MailSystemが

加 入 して お り,さ ら に 国 際 協 力 と してIGDDを 通 し,西 独,イ ギ リス,ア メリ

カ,ス イ ス と 連 絡 を とっ て や っ て い る 。 さ らにTranspacと 協 同 して デ ー タ ベ

ー ス の 自動 回 答 シ ス テ ム
,障 害 時 の 予 備 デ ー タ ベ ー スへ の 回 送 シ ス テ ム を 検 討

し て い るo
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3CEC(Euronet)

Euronetを 国際 パ ケ ッ ト交 換 網 と して み た ときの 網 構 成,使 用 料 金 等 はす

でに の べ た が,オ ン ライ ンデ ー タベー ス ・ネ ッ トワー ク と してみ た諸 問題 に つ

い て 以 下 そ の概 要 を 示 す 。

〔1〕Euronetの 目 的

ECが 結束 して域 内 デ ー タベ ー ス の相 互 利 用 をは か ることによ り,ア メ リカ

の デ ー タベ ー ス のは ん らん を 防 ご うとい う意 図 が か くされ てい る。 またEC

内ネ ソトワークを建 設 す る こ とによ り,各 国 の テ ク ノ ロ ジー ギ ャ ップが 埋 め ら

れ,標 準 化 が促 進 され る。

'

〔2〕 デ ー タ ベ ー ス の 利 用 技 法

D言 語 の ち が い を 克 服 す る手 法

多 言 語 の シ ソ ー ラ ス,用 語 の デ ー タ バ ン ク,自 動 翻 訳 な どの 課 題 に取 り

組 ん で い る 。

iD参 照 シ ス テ ム

ユ ー ザ か らみ て 自 分 の 欲 す る デ ー タ ベ ー ス の 位 置 と 内 容 を 案 内 す る シ ス

テ ム が 必 要 で あ る が,こ れ に つ い て は 一 般 に は ユ ー ザ が普 段 利 用 す る デ ー

タ ベ ー ス は き ま っ て お・り,ガ イ ド ラ イ ンや ニ ュ ー ス レ タ ー で周 知 さ れ て い

る。 しか し,急 速 に 増 加 す る デ ー タ ベ ー ス に 対 応 で き る よ う,ヨ ー ロ ッパ

の650以 上 の デ ー タ ベ ー ス を 磁 気 テ ー プに 収 容 したDatabasein

Europeを 発 行 して い るEUSIDICの 成 果 を も と に,CECは'76年 末

か ら,電 話 テ レ ッ ク ス,郵 便,訪 問 に よ るEuronetの デ ー タ ベ ー ス の 案

内 を 行 っ て きた 。

さ らにEuronetの オ ン ラ イ ン 性 を 考 え,収 容 さ れ る100の デ ー タ ベ ー
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ス の均 一 な案 内 を行 な うソール を62 ,500ド ルか け て作 成 した 。 まず,サ

ー ビス 開始 時 に 簡単 な ユ ー ザ ガ イダ ンス エ イ ドを作成 し
,将 来 は さ らに 強

力な 自動案 内 を考 え てい る。 これ に よ りEuronetの 利 用 が初 年 度300,000

サ ・一一・チ か ら60,000サ ー チ増 加す る こ とが 期待 され て い る。

参 照 システ ム の利 点 と して は次 の諸 点 が あ げ られ る。

① サー チ時 間 が短 縮 さ れ る こ とに よる経 費 削減

② サー チ結 果 の 向上

③ シス テ ム の よ り容 易 な 利用 と情 報 源 の よ りよい利 用

④ 公 正 な案 内

⑤ デ ュプ リケー トす る必 要性 の減 少

⑥ 読 み易 く均 一 な情 報 サ ー ビス の記述

の 共 通 コマ ン ドセ ッ ト

Ellronetの よ うに各 国 に またがb異 っ た ホス ト,デ ー タベ ー スが 配 置

され る とき,ユ ー ザか らみ て アク セス方 法 が 問題 とな るが ,Euronetで

は苦 心 の末,共 通 コマ ン ドセ ッ トを開 発 した 。 各 ホ ス トは これ を 自己の デ

ー タ ベー ス用 に翻 訳 す る
。

iv)デ ー タの機 密 保 護

Euronetは オ ー プ ン ネ ッ トワー ク で あ り,デ ー タベ ー スの 機 密保 護 に

は 介入 せ ず,ユ ー ザ と ホス トとの エ ン ド対 エ ン ドの確 認(パ ス ワー ド等)

に まかせ てい るo

V)網 管 理 セ ン ター(NMC)の 機 能

自動迂 回 を含 めた ル ー チ ングは各 ノー ドが 行 な うが,NMCで は会 計 の

た め の記 録 機能,遠 隔 監 視 機 能,障 害診 断,ネ ッ トワー ク計 画 の た め の必

要 な デー タの蒐 集 を行 な う。現 在 は ロ ン ドンに設 置 して い るが 数年 後 に は

各 国 に 設 置す る意 向 を もっ て い る。
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〔3〕 デ ー タ ベ ー ス の 種 類

約100種 類 の デ ー タベ ー ス の う ち3/4は ヨ ー ロ ッ パ で 作 成 さ れ,残 りの

1/4は 米 国 製 で あ る 。 そ の 内 容 は 化 学,医 学 関 係 が 多 く,factualの も の

は1/3程 度 で,残 りはbibligraphics,文 献 検 索 で あ る 。

最 初 に 入 る 主 な もの はBLAISE(イ ギ リス),SDS/ESA(イ タ リア)

DIMDI(西 ド イ ツ)な ど で あ る。 な お,Euronetに 接 続 さ れ る予 定 の 代

表 的 な8つ の デ ー タ ベ ー ス に つ い て 分 析 した 結 果 は 次 の とtoり で あ る。

①EarthSciences(TheGeodesystem)一 地 質 関 係

フ ラ ン スBRGMを 中 心 と した 地 質 関 係 の シ ス テ ム で 協 力 機 関 は チ ェ コ・

フ ィ ン ラ ン ド,西 独,ル ー マ ニ ア,ス ペ イ ン に 及 ん で い る 。 多 国 言 語 シ

ソ ー ラ ス は6カ 国 語 が 開 発 中 で あ る 。 シ ス テ ム が コ ン ピ ュ ー タ化 さ れ た

の は'61年 か ら で最 初 は 月 報 を 作 成 し テ ー プ は 副 産 物 と して 作 られ た 。

中 央 の 検 索 作 業 は 主 にSDIサ ー ビス を 行 な う こ と で あ る が,RSも 提

供 さ れ て い る 。

②IFIS(lnternationalfoodinformationservice)一 食 糧

関係

③ ・DC(・ ・tern・ti・n・1D・k・m・n・ ・ti・n・gesellsch・ftfli・

Chemic)一 化 学 関 係

④INIS(lnternationalnuclearinformationsystem)一 原

子 力 関 係

⑤IRRD(Internationalroadresarchdocumentation

system)一 道 路 関 係

⑥MEDLARS/MEDLINE－ 医 学 関 係

⑦SDIM(SystemeDoeumentationetlnformation

Metallurgiq"e)一 金 属 関 係

⑧TITUS－ 織 物 関 係

これ ら は4つ の タ イ プ に 分 け られ る。
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TypeO－ 純 国 内 単 一 シ ス テ ム ーIDC

TypeA－ 国 際 協 力 に よ る 国 内 シ ス テ ム ーEarthScienees,

MEDLARS,TITUS

TV.peB7国 際 管 理 の 集 中 シ ス テ ム ーINIS,SDIM

TypeC－ 国 際 分 散 シ ス テ ム ーIFIS,IRRD

,

〔4〕 デ ー タベ ース の料 金

現 在 オ ン ライ ン使 用 に公 開 され て い る80の デ ー タベ ー スの 料 金 は 次 の3

つ の 課 金 方式 に分 類 され る。

第1に 料 金 が無 料 な シ ス テ ムで あ る。

次 に一 定 料 金 が公 開 され て い る もの で,デ ータベース 作 成者 は ホ ス ト運営者

に年 間2,000ド ルか ら8,000ド ルの ライセ ンス 料 金 プ ラス1時 間 当 り4ド

ルか ら25ド ル の ロー ヤ リテ イ料 金,さ らに各 ア イテ ムの コ ピー料 と して2

セ ン トか ら10セ ン トを課 してい る。

第3の カテ ゴ リー は作 成 者 とホス ト運 営 者 の 間の 機密 の協 定 に も とつ い て

い る もの で 直接 には 分 らな い。 一般 には1時 間 当 り35ド ル か ら40ド ル の

レベ ル で高 くなっ てい る。 この分 野 は特 許 や ビ ジネス 情 報 な どで非 常 に高 価

な デ ー タ ベー ス を含 む こ とが あ り,全 部 の例 の25%に も及 ぶ。

最 近3～4年 の料 金は 上 昇 傾 向 で,固 定 公 開 料金 のケ ー スで20～30%増 ・

機 密 レベ ル で30～40%増 に及 ん でい る。 さ らに無 料 の 範 囲が 減 り,機 密料

金 の ケ ー スが 増 え て い るo

エ ン ドユ ー ザの デ ー タベ ー ス使 用 料 は この ほ かの要 素 も考 慮 す る必 要 が あ

る。 同 じホ ス ト運 営 者 の場 合,コ ー ド利用 料 金 が デー タベ ー ス に よ りちが う

こ とが あ り,無 料 デ ー タベ ー ス に対 す る よ り も固定 料 金 デー タベー ス の方 が

高 い こ と も あ る。 さ らに プ リン トア ウ ト料金 は ユーザ に大 きな 負担 に な る こ

とが あ る。

なお,現 在 の ヨー ロ ッパの 国際 通 信 料 金 はオ ペ レー タ料 金 や デー タベ ー ス
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料 金 と額 に して 同 じ程 度 で あ る。

デ ー タベー ス の 利用 料金 の ユー ザ か らの 徴 収 に は,EuronetやPTTは 介

入 しな い。 料 金 は上 述 の ごと くホス ト利 用 料 金 とデ ー タベー ス使 用 料金 か ら

な るが,ホ ス ト運 営者 が ユー ザ との間 で処 理 す る。 また,ホ ス ト運 営者 は デ

ー タベ ー ス作 成 者 に対 し ロー ヤ リテ ィを支 払 う
。

〔5〕 サ ー ビス提 供 形 態

サ ー ビス提 供 形 態 と,こ れ に関す る デー タベ ー ス作 成者 とホ ス ト運 営 者 の

間 の 分担 に関 す るガ イ ドライ ンが発 行 され てい る。 主 なサ ー ビス提 供 形 態 は

次 の とお りで あ る。

i)情 報 形 態

①SDI(情 報 の選 択 配 布)

②RS(遡 及 探 索)

③ 複写 発行

iD出 力形 態

① 印刷 出力

② ビデ オデ ィス プ レイ 出 力

③MT出 力

④ マ イク ロ フ ィ ッシ ュ出 力

■

〔6〕 今 後 の 課 題

TSS,Viewdata等 へ の使 用 も今 後 の検 討 課 題 で あ る。特 にViewdata

は英 独 間 でEuronetを 通 して相 互 接 続 す る プ ラ ンが 具 体化 してい る。

〔7〕Euronetを 完成 す る に 当 り苦 労 した 点

網 の設 計 自体 は 容 易 で あっ たが,デ ー タベー ス の 多 国間 利 用 を 可能 とす る

た め の 共通 コマ ン ド等 を含 む ガ イ ドライ ンの作 成 に 苦 労 した。CECと して
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利 害 レベ ルの ちが う各 国PTTと 連 携 を と りなが らシス テ ム を完成 す るの に

最 も苦 心 した 。

㌔

,
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第3章

1.

2.

3.

そ の 他 の 調 査 事 項

画像応答サー ビス

衛 星 通 信

そ の 他



・

'

可

'



t

1画 像 応 答 サ ー ビ ス

イ ギ リス'(Prestel),西 ド イ ツ(Bildschermtext),フ ラ ン ス(An-

tiope)等 家 庭 用Tvを デ ィ ス プ レ イ端 末 と した 画 像 応 答 サ ー ビス の 開 発 が 進

め られ て い る。.

こ の うちBildschirmtextは 西 ドイ ツ が イ ギ リス か らPreste1の ノ ウハ ウ

を 買 い 取 っ て 実 用 化 し よ う とす る も の で,英 仏 の 両 方 式 の 相 違 か ら主 導 権 争 い

を め ぐ っ て 激 烈 な 販 売 合 戦 が く り ひ ろ げ られ て い る 。

〔1〕Prestel

4万 ペ ー ジの 情報 を準 備 して1,000端 末 程 度 の規 模 の 実験 を開 始 した。

商用 時 には 約160の 情報 提供 者 か ら25万 ペ ー ジの情 報 が得 られ る見 通 し

で あ る。

端末 は カ ラーTV組 込 み で £700～800(カ ラーTVだ け で £350)

と見 込ん で お り,レ ンタル にす れ ば £15-20/月 程度 にな ろ う。

料金 は① コ ン ピ ュー タ使 用 料2P/分,② 情報 料0一 数P/ペ ー ジ,.③ そ

の 他 電話 料 金 とい うことに な る見込 み で あ る。

5年 後 には テ レ ビ台数 の5-10%ま で普 及 す るこ と を期 待 して いた。 サ

ー ビス 内容 と しては表1 .1の 各 種 が 予定 され てk・b,179年 早 々 か らサ ー

ビス 開始 され る予 定 で あ る。
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NewsandWeather

TVandRadioGuide

Sport

GoingOut

Holidays

TraveI

Hobbies

JokesandGames

MarketPlace

BuyingAdvice

Cars

CommunityServices

HomeandFamily

表

Education

Houses

Jobs&Careers

Facts&Figures

FoodGuide

Money

StockExchange&Commodities

Company&Marketlnformation

ManufaCturinglndustryGuide

ServicelndustryGuide

Referencelnformation

Governmentlnformation

Calculations

1.1

D

'

〔2〕Bildshirmtext

'80年1
.月に2,000端 末 の 試 験 を 開 始 す る 。 情報 セ ン タ と し て は 新 しい

パ ケ ッ ト交 換 網 を介 し て 民 間 の も の も 考 え て い る 。 ア ダ プ タ は5DM/月 が

目標 で あ る 。

〔3〕Antiope

Antiopeの シ ス テ ム構 成 は 図1.1の と お り で あ る。
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ま た,サ ー ビス 内 容 は 表1.1の と お り で あ る。

anOPEuaCA罰ONS

Localnew8inclosedcipcuit/Seminap8,6hows,companie8,corpoPation:

w曲affiliatedfipms,hotelchains,etc./

News8ervice8broadcastedinfullTVChannel.

ノMicpowaveand/opcable/

Additionalinformationonapaychannel.

Possibtltle8

Finaneial,bank,fiscal,economicnews,6tockexehangequotations,

marketpPice8,salesbymail,etc.

Weatherforecast,poad8ituat▲on,traffic,ete.・

拠,re8ult8,forecast,teamline-up8,Pace8,etc.

Safety,idoctors,nup8e8,hospitals,ambulance8,chem▲st8,police,firemen

variou8aid8、rulesandnotices,etc/

New80fgeneralinfopmation加flashes/ ,votingpesults.

Subtitles,'mulしihngual,deafanddumb,foreignePsetc/

Lea8upe,addpesses,8how8,8chedules,Btar8,hiレparades,besじ8eller8,「

andRadioprogra㎜es,tran8portation,restaurants,hotel8,しeaching,

eulture,pad,magazines,calendar6,etc.

Announcement8,adverti8ements,employment.

,'

表 1.2

、

⑱

●
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2衛 星 通 信

コ ン ピ ュー タ 間 通 信 を 通 信 衛 星 を用 い て 行 な う実 験 をIBM.COMSAT ,

フ ラ ンスPTTの3者 の 共 同 でSymphonieと 称 す る フ ラ ンス,ド イ ツ通 信 衛

星 を用 い てPhaseIをi77年4月 か ら7月 ま で 行 な っ た 結 果 の 説 明 が あ っ た 。'

PhaseIはLaGaudeとGaitherburg(ア メ リ カ)間 のP-P通 信 で あb

シ ス テ ム 構 成 は 図2.1に 示 す と お り で あ る。
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図.2.1SystemConfigurat⊥on
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PhasellはComsat研 究 所(Clarksburg,ア メ リカ)の 地 上 局 を加 え,3

局 網 に 拡 張 した 実 験 を/78年10月 に 開 始 す る計 画 で あ る。PhaseIで は こ

の 実 験 の た め にIBM2701デ ー タ ア ダ プ タが,高 速 化 され た デ ー タ速 度

1,544Mb/・(鯉 通 過 瀬 は3,・SSMb/、)Vaeう よ う改 造 さ れ た・

ソ フ トウ エ ア と し て は 図2.2に 示 すMASTと い うパ ッ ケ ー ジ を 開 発 し た。

USERAPPLICATIONS－
●

OPERATING

SYSTEMr

{SSM}

●
SATELUTE

■
SYSTEM

MANAGER

」 ↓ φ

.

APPLA

●

APPLB APPLC

MEASUREMENT

SUBSYSTEM

†8

DATAUNKCONTROL{DLC}

↑

ウ

CHANNELACCESSMODULE{CAM)

1/OSUPERVISOR

▲

■

,

CPUl!OCHANNELS

図2.2MASTSoftwareSysten
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これ を用 いHDLCプ ロ トコル が使 用 可 能 な よう,必 要なパ ラメー タの修 正 な

ど を実験 に$り 確 認 した。 今 まで の 試験 結 果 を綜 合 す る と表2.1の とお りで あ

る 。

TestConfiura七ions

■

・

■

Confiquration Planned Conducted6/30

Cat.1:LinkPerformance FDX Yes

HDX Yes

REJ Yes

SREJ No
'

ARM Yes

NRM Yes

Modulo-Count(8-128) 8-32

BlockSize(128-65K} Yes

VariableBER Yes

CatI工:CPUPerformance 1/OUti1. Yes

CPUUヒi1. Yes

BufferUti1. Yes

Caヒ ・III:APPlications NCITapeTransfer Yes

JobTransfer No

表2.1

プ ロ トコル オ プ シ ョ ンはSREJを 除 い て 実 行 され た 。 モ ジ ュ ロ カ ウ レ トは

計 画 は128で あ っ た が8-32ブ ロ ッ ク の 間 で 実 行 さ れ た。 上 表2.1のfi,皿

の カ テ ゴ リー12バ ッ チ と イ ン タ ラク テ ィ ブ ー ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 除 い て 完 了

した 。

実 験 結 果 は 一 定 の 条 件 下 で ビ ッ トエ ラ ー レ イ ト10-8で 十 分 実 用 に 耐 え う

る こ と が 判 明 した 。
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3そ の 他

〔1〕Komex,グ ラ ヒツ ク処 理 シ ステ ム(GMD)

KomexはGMD(Bonn)に おい て研 究 を進 め て い る コ ン ピ ュー タ会 議

を 目的 と した実 験 シス テ ムで あ る。

シス テ ム要 求 条 件 と して は同 一 場 所 に い ない こ と→ メ ッセ ー ジ転 送 の ネ ッ

トワー クが必 要,同 時 にい な い こ と→ デ ー タの格 納,作 られ た情 報 が後 に参

照 され る こ と→ 会議 デ ー タベ ー ス。 情 報 の流 れ を座長 また は 自動 的 に制御 さ

れ る こ と→ 会議 コ ン トロール シス テ ム。 ふ だん の 事務 所 環境 で の会 議→ オ フ

ィス サ ポ ー トと会 議 の統 合 シス テ ム,な どで あ り1つ の考 え られ るモ デル を

図3.1に 示 す。
PossibleConfiguration

o楡officesupPort(userinterface)

s:8witchingnodes

8c:systemcontrol

CDB:conferencedatabase

CCO=conferencecontro1

loeationCCO'8,CDB'sarefixedatthetimeofconterencedefinition.

図3.1
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ま たGMDで は カ ラー デ ィス プ レイ を用 いた 画 像 デ ー タ処 理 と音 声 認識 を

組 み合 せ た実 験 も行 な っ て いた。

〔2〕 大 学 間 ネ ッ トワー ク(イ ギ リス)

各 大 学 キ ャ ンパ ス内 ネ ッ トワー ク を結 ぶ計画 で イギ リス教 育 省 の指 導 の下

に進 め られ てk・ り,図3.2の 階 層構 成網 を作 る計 画 で あ る。

NETWORKHIERARCHY

■

NATIONAL

NETWORK

NATIONAL

CENTRES

NATIONAL

CEN'rRE

哩"

硬鰺 一'

REGIONAL

NErWORK

CAMPUS

NETWORK

図3.2
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〔3〕 代 表的 な ア プ リケー シ ョン(イ ギ リス.ス ペ イ ン)

(i)イ ギ リス の例 と してNationalWestminsterBank,BarclaysBank

の シス テ ム.構成 を図3.3お よび3.4に .示す。

NATSONALWESTMINSTERBANKLTD

NewN●tworkConfiguration

▼D7CO

MVLTIPOINTCtRCUtT

4800bp5

TD700

NCR700

TC310

'8ttDEmeoy`TO●rr"atttU5r朋rtO"∬ 卯'σ'ss2ノ θ3"5

図3.3
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ー

象

1

● 禽 '亀

BARCLAYSBANKINTEGRATEDNErWORKSECURITY

Datel600
Multipoints

(4》

②

.RemoteSite

(2)

《2)

{4)

{2)

(2》

TottenhamCt.Rd.

Computer

Centre

図3.4

《2》

Wythenshaw●

Computer

Centre

Datel600

Multipoints

Datel600
Multipoints

{2)

(4)』

Wl|esden

Computer
Centre



そ の 他 各 種 ア プ リケ ー シ ョ ン の 紹 介 が あ っ た。 ま た コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト

ワ ー ク 委 員 会(NCCN)の 活 動 状 況 や イ ギ リ ス コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ トワ ー

ク の 現 状 の 資 料 配 布 が あ っ た。

(ii)ス ペ イ ンの デ ー タ端 末 は 以 下 の 各 シス テ ム を含 め 全 部 で25,000端 末 に

の ぼ る。

①Benesto銀 行2,100端 末(NCR270)ホ ス トはU1,110(マ ド

リ ・・ ド)IBM16P(サ ン タ ンデ ー ル)RETDに 収 容 し て い る。

②INP(社 会 保 険 庁)U1,110CRT端 末,建 設 中 で あ る。

③RENFで(国 営 鉄 道)540台 の シ ー メ ン ス 座 席 予 約 端 末 コ ン ピ ュ

ー タ も シ ー メ ン ス
,RETDに 入 る よ う交 渉 中 で あ る。

④IBERIA航 空500台 のCRT端 末,完 成 後RETDに 切 替 え る 。

⑤SITA200台 の 端 末 。

⑥ 銀 行 連 盟87銀 行 が 入 っ て い る。

⑦CTNEの 下 部 機 関Red/INCA(生 化 学 の デ ー タ ベ ー ス)が 現

在TelenetTymnetと 接 続 して お りEuronetを 通 してESA(イ タ リ

ア)と の 接 続 を計 画 中 で あ る。

〔4〕 情 報 の機 密 保護(フ ラ ンス)

!74年11月 大 統領 命 令 に よっ て設 置 され た。"情 報 処 理 と 自由"委 員

会 の報 告 とと も に新 しい法 律 案 が 作成 され'74年10月 下院 に提 出 され た。

そ の後77年12月 上 院 の可 決 をへ て本 年1月 公 布 され,7月 か ら実施 された

が,こ の法律 の運 営 にた ず さ わ る国家 委 員会 の メ ン バ ーは ま だ決 っ て いない 。

ス エ ーデ ンはす で に法 律 が で き,こ れ が あ ま りに きび しいた め2,000の

マ イク ロ フ ィシ ュが ドイ ツに流 れ た とい われ て い る。 個 人 情報,銀 行 残 高,

健 康等 を ど うコ ン ピュー タ化 す るか が 問題 で あ る。 フ ラ ンス は ス エ ーデ ン よ

り 自由が 認 め られ る こ と とな ろ う。

旙

●
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〔5〕 ユ ー ザ 保 護(フ ラ ン ス)

INFOREPな る ユ ー ザ 団 体 が あ り,強 力 に 活 動 し てtoり,グ ル ー プ を 作

っ て 標 準 化,保 守,Security等 に つ い て メー カ に要 求 をつ きつ け て い る。

保 守 に つ い て は80ユ ー ザ が メ ー カ と話 し合 い を 行 な い,保 守 は 新 し く作

っ た会 社 に や らせ る よ うに して い る。 メー カ との 契 約 を端 末 保 証 に つ い て1

年 か ら5年 に か え さ せ た。

なtoEC各 国 と コ ン タ ク ト し て ヨー ・ ッ パ利 用 者 会 議 を 作 っ た と の こ とで

あ る。

●

喝

●
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第4章 参 考 資 料

デ ー タ 伝 送 用 電 気 通 信 回 線 の 利 用 に 関 す る 主 要 料 金

(西 ・ド イ ツ)

デ ー タ 通 信 と 専 用 線(フ ラ ン ス)

、96、 年 纏 公 社 紗 ら の 抜 粋(・ 詞 ス)

資料要約集



声

・

刊

6



1.デ ー タ 伝 送 用 電 気 通 信 回 線 の 利 用 に 関 す る

主 要 料 金(西 ドイ ツ)

ドイツ連邦郵電省

データ伝送用電気通信回線の利用に関する主要料金

`

この中に示 されている料金 は,電 気通信料金規程等の利用関係規程か らの抜粋 です。 これに関する

詳細 およびその他の料金に関 しては ケース ・バ イ ・ケースで関係局にの尋ね 下さい。

公衆 テレックス綱

L－ 回払加入料1加 入ごとに200.00マ ル ク

(22,104円)

2.月 額 基本料1加 入 ごとに80.00マ ル ク

(8,842円)

(場 合 によっては 月額保守料を徴収され る。 たとえば,エ レク トロニクス方式に よるテ レタイ

プ機でさん孔送受信機,ロ ーカル付加装置のついた もの,月 額50,00マ ル ク)

(5,526円)

3.接 続 料 次の接続秒数 ごとに,単 位料金O,10マ ル ク

(11円)

昼 間 料 金 夜 間 料 金

6.00～18.00 18.00～0.600

同一中心局区域内 15秒 45秒 ・

異なる中心局区域内 10 45

公衆 ダテ ックス綱

1,一 回払加入料

1加 入 ごとに ダテ ックス200

ダ テ ッ ク ス300

ダ テ ック ス2,400

200.00マ ル ク

(22、104円)

20000マ ル ク

(")

200.00マ ル ク

(22,104円)
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(注1)

ダ テ ック ス4800

(注1)

ダ テ ック ス9600

2.月 額 基 本 料

1加 入 ご と に ダ テ ック ス200

ダ テ ック ス300

ダ テ ッ ク ス2,400

(注1)

ダ テ ッ ク ス4800

(注1)

ダ テ ッ ク ス9600

3.接 続 料

o

。 接続時間1時 間 ごとに次の接続料が徴収 された。

通信可能 となったダテ ックス接続1回 ごとに付加料金5ペ ニ ッヒが徴収 される。

400.00マ ル ク

(")

400.00マ ル ク

(")

200.00マ ル ク

(22,104円)

170.00マ ル ク

(18,788円)

200.00マ ル ク

(22,104円)

300.00マ ル ク

(33,156円)

400.00マ ル ク

(44,208円)

(注2)

(5円53銭)

(単 位 ペ ニ ッ ヒ)
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ひ

●

ダ テ ッ ク ス200 ダ テ ック ス2400 ダ テ ック ス4800 ダ テ ッ ク ス9600

ダ テ ック ス300 (注1) (注1)

6.00 18.00 22.00 6.00 18.00 22.00 6.00 18.00 22.00 6.00 18.00 22.00

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

18ρ0 22.00 6.00 18.00 22.00 6.00 18.00 22.00 6.0 18.00 22.00 6.00

、

0.38 0.25 0.25 0.45 0.30 0.30 0.68 0.45 0.46 1.01 0.68 0.68

42 28 28 49 33 33 75 50 50 112 75 75

0.38 025 0.25
.

0.45 0.30 0.30 0.68 0.45 0.45 1.01 0.68 0.68

42 28 28 49 33 33 75 50 50 112 75 75

0.63 0.38 0.25 0.75 0.45 0.30 1.13 0.68 0.45 1.69 1.01 0.68

70 42 28 83 49 33 125 75 49 188 112 75

1.13 0.75 0.25 1.35 0.90 0.30 2.03 1.35 0.45 3.04 2.03 0.68

125 83 28 150 100 33 225 150 49 337 225 42

1.50 1.00 0.25 1.80 1.20 0.30 2.70 1.80 0.45 4.05 2.70 0.68

167 111 28 200 133 33 300 200 49 450 300 75

同一加入区域 内異なる加入区域間については加入区域間の距離に応 じて一20キ ロまで一20

キ ・をこえ50キ ロ以下一50キ ロをこえ100キ ロ以下 一100キ ロを こえる。

(注1)ダ テ ックス4800お よびダテ ックス9600は1979年 は じめか ら提 供開始予

定 である。

(注2)1ペ ニ ッヒ=0,01マ ルク

テ レックス綱お よびダテ ックス綱における特殊業務 と設備

(電 子データ交換 システ ムの導入 と関連 して,各 種設備 とか業務は遂次提供可能 となる。)

_71_'



1,テ レ ックス加入者あるいはダテ ックス加入者に対する通常の基本料 に対する月額付加使用料

。 他の加入者に対するダイレク トコール,相 手方一加入 ごとに,5,00マ ル ク

0

80ー まで

64ケ ま で

一加入者 クラス(Teilnehmerbetriebsklasse)

2,設 備 の利用,変 更,あ るいは撤去に対する変更料

1加 入 に対す るダ イレク トコールについて

3,短 縮 ダ イヤル1ケ の利用 あるいは変更に対する変更料

4.接 続 料に対する付加料金

。 接続 ごとの料金通知 について

。 同時複数接続の利用 について

3～10加 入 までに対 して

11～30加 入 までに対 して

公衆 ダイレク トコール綱

A.ダ イ レク トコール用加入設備(HfD)

一 短縮 ダイヤルの提供

1.一 回 払加入料

。1加 入 ごとに
,9,600,ビ ッ

.F/秒 ま で(2線 式)

(4線 式)

。 郵電省所有データ伝送設備

。48キ ロ ビット/秒(4線 式)1加 入 ごとに

一加入区域内ダイレク トコール接続の場合

郵電省所有 データ接続機器 を含 む
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(553円)

15:00マ ル ク

(1,658円)

50.00マ ル ク

(5,526円)

20.00マ ル ク

(2,210円)

50,00マ ル ク

(5,526円)

5、00マ ル ク

(553円)

0、3マ ル ク

(33円)

6,00マ ル ク

(663円)

15,00マ ノレク

(1,658円)

200,00マ ル ク

(22,104円)

400,00マ ル ク

80,000マ ル ク

(44・20明)

480、00マ ル ク

(53,050円)

`
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一 私 設 デ ー タ伝 送 設 備 に よ る タ'イ レ ク ト コー ル

接 続 の 場 合 実 費

最 低 額400,00マ ル ク

4,4(44,208円)

2.ダ イ レ ク ト ヨー ル 用 加 入 設 備 ご と の 月 額 基 本 料

。50ピ ッ ト/秒(デ ー タ接 続 機 器 を 含 む)6000
マ ル ク

(6,631円)

。300ビ ッ ト/秒(デ ー タ接 続 機 器 を 含 む)100
,00マ ル ク

(11,052円)

・1 ,200,ビ ッ ト/秒,2,400,ビ プ ト/秒,9,600,ビ ッ ト/秒

(2線 式)40.00マ ル ク

(4,421円)

(4線 式)80.00マ ル ク

2488,(8,642円)

。48ギ ロ ビ ッ ト/秒(4線 式)ダ イ レ ク ト ヨー ル 接 続

一 加 入 区 域 内(郵 電 省 所 有 デ ー タ 接 続 機 器 を含 む)210 .00マ ル ク

(23,209円)

。 一 私 設 デ ー タ伝 送 設 備 に よ る 場 合400
.00マ ル ク

(44,208円)

3.月 額 接 続 料

ダ イ レ ク トコ ー ル接 続1加 入,100メ ー トル ご と に(単 位 マ ル ク)

伝 送 速 度

50ビ ット/秒

ま で

300ビ ット/秒

ま で

1200ビ ット/秒

ま で

2400ビ ット/秒

ま で

4β00ピ ット/秒

ま で

9β00ビ シト/秒

まで

10キ ロまでの

部分について

2.80

309

2.80

309

2.80

309

3.20

354

4.00

442

5.00

553

10キ ロ を こえ

50キ ロま で

0.98

31

1.68

54

2.80

309

3.20

354

4.00

442

5.00

553

50キ ロを こえ

100キ ロ ま で

0.28

31

0.49

54

0.84

93

0.96

106

1.20

133

1.50

166

100キ ロをこえる 0.12

13

023

25

0.28

31

0.32

35

0.40

44

0.50

55
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48キ ロビッ ト/秒

30キ ロまでの

部

26.00

2,874

30キ ロ を こ え

100キ ロまで

15.60

1,724

100キ ロをこえる 4.55

503

接続料は最低1,000メ ー トル分 を課金距離 として

徴収される

4・ 各種設備 に対する月額使用料(注)

デ ータ伝送用都電省所有付属設備お よびその他の設備

デ・・一夕通信接続機器DFG300-2

デ ー タ接続機器DAG1200M(Taktbaugruppeの っかない)

デ ータ接続機器DAG1200M(Taktbaugruppeつ き)

デ ー タ接続機器DAG2400M

デ ー タ接続機器DAG4800M

デー タ接続機器DAG9600M

基礎 帯域機器DAG9600UEB

ダ イ レク トコール回線に よる通話伝送用交互使用付加設備(付 属函

(電 話綱モデムと接続す る場合のみ)電 話機 を含めて

(注)

(料 金 については 「電話網 」の項参照)

B.デ ー タ伝送用 回線

1.月 額 回線使用料100メ ー トルごとに

9600ピ ッ ト/秒 まででかつ50キ ロまで(2線 式)

(4線 式)

60.00マ ル ク

(6,631円)

132.00マ ル ク

(14,589円)

148.00マ ル ク

(16,357円)

215.00マ ル ク

(23,762円)

255.00マ ル ク

(28,183円)

355.00マ ル ク

(39,235円)

86.00マ ル ク

(9,505円)

61.60マ ル ク

(6,808円)

電話網モデムD200SsD1200SgD2400Sは,技 術 基準 に適格 で

ある場合にのみ,ダ イレク トコール綱で使用す ることができる。
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4.00マ ル ク

(442円)

8.00マ ル ク

(884円)
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2.月 額 補償料(Augleichsgebuhren)

9600ビ ッ ト/秒 まで,回 線 ごとに30.00マ ルク

(3,316円)

3.デ ー タ伝送用各種設備に対する月額使用料

「電話網 」の項参照

C。 ダ イレク トコール用私設回線

終端が非隣接の異なる構 内にある場合,月 額補償 料は,ダ イレク トコール回線の接続料と同額・

D.国 際 専用線 との接続 に対す る月額料金

・ 電話用国際専用線 回線 ごとに

一通常規格360 .00マ ルク

(39,787円)

一特 殊規格(M1020)775 .00マ ルク

(85,653円)

。 電 話用国際専用線 回線 ごとに

一50ボ ー50 .00マ ルク

(5,526円)

-50ボ ー をこえ100ボ ー まで80 .00マ ル ク

(8,842円)

-100ボ ー をこえ200ボ ー まで120 .00マ ル ク

(13,262円)

E.距 離計算方式

課金距離 と して50キ ロまでの距離については終端間の距離が適用 される。50キ ロをこえる

場合 の課金距離 はその終端が所在する加入区域間の距離が適用され る。終端間の距離が50キ ロ

をこえ反対に加入区域間の距離が50キ ロ以下の場合,終 端間の距離が適用 され る。

課金距離は以下の方式に よって算定される

一両方の終端が同一の加入区域内にある場合 ,地 図上の直線距離に よって算定 される。 地図 とし

ては5000分 の2の 官製地図を使用することとする。rkte,こ の地図が距離算定の担当局 あ

るいは土地台帳の管理担当局にない場合,例 外 として25,000分 の1の 官製地図 を使用する

その他 の地図の利用は認め られない。算定距離は100メ ー トル単位に切 り上 げる。

一両方の終端が異なる加入区域にある場合 ,課 金距臨はべ ッセルシエン(Besselschen)楕 円

体面の測地線上のガウス ・ク リユー ガー座標に よる終端/計 測点間の最短距離 が適用され る。

終端位置の確定については上記の官製地図を使用す るもの とする。 算定 された距離は10メ ー

トル以下の端数 を切b捨 てたのち,100メ ー トル単位に切 り上げ られる。
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私設の有線電気通信設備のための郵電省所有専用回線

市内専用線:終 端が同一加入区域内に終始する専用線

市外専用線:終 端が異 なる加入区域内にある専用線

距 離 計 算:E節,ダ イレク トコール綱参照

A.電 話規格専用線(Fernsprechstromwege)

1.一 回 払の加入料 回線終端 ごとに

。 市内専用線(2線 式)

。 市外専用線

(4線 式)

200.00マ ル ク

(22,104円)

400.00マ ル ク

(44,208円)

そ の の 倍

◆

。 複式引込線(FuhrUng)設 置の場合

2.月 額 回線使用料100メ ー トル ごとに

。50キ ロまでの部分につhて

。50キ ロ を こえ100キ ロ ま で の 部 分 に つ い て

。100キ ロをこえる部分 について

3.4線 式 に対す る月額付加使用料

。 市内専用線

・ 市外専用線

一1の 終端の場合

一両方の終端の場合

4.月 額 付加使用料 回線 ごとに

。 特殊伝送品質(M ,1020)の 場 合

実費に基づく付加料金

4.00マ ル ク

(442円)

1.20マ ル ク

(133円)

0.40マ ル ク

(44円)

4.00マ ル ク/100メ ー トル

(442円/100メ ー トル)

200.00マ ル ク

(22,104円)

400.00マ ル ク

(44,208円)

480.00マ ル ク

(53,050円)

。 郵 電 省 所 有 ・ノ ー ト設 備(Knotenainsichtunge
n)設 置 す る場 合

設 置 さ れ た 回 線 ご と に150.00マ ル ク

(16,578円)
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δ

⑨

。 複 数 引 込 線 設 置 の 場 合 引 込 線 ご と に

一 市 内 専 用 線5 .00マ ル ク

(553円)

一 市 外 専 用 線10 、00マ ル ク

(1,105円)

5.月 額 補 償 料

。 市 内 専 用 線 回 線 ご と に ・5・00マ ル ク

(553円)

。 市 外 専 用 線 回 線 ご と に

一10キ ロ ま で40 .00マ ル ク

(4,421円)

-10キ ロ を こ え25キ ロ ま で75 .00マ ル ク

(8,289円)

-25キ ロ を こ え50キ ロ ま で115 .00マ ル ク

(12,710円)

-50キ ロ を こ え100キ ロま で190 .00マ ル ク

(20,999円)

-100キ ロ を こ え る290 .00マ ル ク

(32,051円)

6.利 用 拡 大(周 波 数 多 重,昭 分 割 多 重 あ る い は デ ー タ ・コ ン セ ン ト レー タ)の 場 合 の

月 額 付 加 使 用 料

。 市 内 専 用 線
、80.00マ ル ク

(8,842円)

。 市 外 専 用 線 補 償 料 の4倍

7.私 設 電 気 通 信 設 備 に 関 す る 規 定 に 基 づ く認 可 料

B.電 信 規 格 専 用 線(Telegrafenstromwege)

1.一 回 払 加 入 料

。 市 内 専 用 線 回:線 終 端 ご と に(2線 式)200 .00マ ル ク

(22,104円)

(4線 式)400.00マ ル ク

(44,208円)

。 市 外 専 用 線 そ の2倍

2.月 額 回 線 使 用 料100メ ー トル ご と に

。 市 内 専 用 線4 .00マ ル ク

(442円)
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。 市外専用線

(単 位 マル ク)

50ボ ー 100ボ ー 200ボ ー

10キ ロまでの部分 について 4.00

442

4.00

442

4.00

442

一10キ ロを こえ50キ ロまで

の部分について

1.40

155

2.00

221

2.40

265

一50キ ロ を こえ100キ ロ ・ま

で の 部 分 に つ い て

0.40

44

0.60

66

0.70

77

一100キ ロをこえる部分につ

いて

0.16

18

0.24

1

27

0.32

35

3。4線 式 に対す る月額付加使用料

・ 市内専用線

6市 外専用線

一1つ の終端の場合

。一両方の終端の場合

4.月 額補償料

電話規格専用線の場合 と同 じ。

5,私 設電気通信設備 に関する規定に基づ く認可料

C.48キ ・ヘル ソ帯域 による広帯域専用回線

1.一 回払加入料

。 市内専用線 回線終 端(4線 式)ご とに最低額

。 専 用専用線 『 最低額

2,月 額 回線使用料100メ ー トルごとに

。30キ ロまでの部分について

。30キ ロをこえ100キ ロまでの部分について

・100キ ロをこえ る部分 について
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40.0マ ル ク/100メ ー トル

(442円)

150.00マ ル ク

(16,578円)

300.00マ ル ク

(33,156円)

実 費 に 基 づ く

400.00マ ル ク

(44,208円)

800.00マ ル ク

(88,416円)

20.00マ ル ク

(2,210円)

12.00マ ル ク

(1,326円)

3.50マ ル ク

(387円)

⑳
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3.月 額 補 償 料

こ の 料 金 は 徴 収 さ れ な い。

4.拡 大 利 用(周 波 数 多 重,時 分 割 多 重 あ る い は デ ー タ ・コ ン セ ン トレ 一 夕)に 対 す る

月 額 付 加 使 用 料

。 市 内 専 用 線240 ,00マ ル ク

(26,525円)

。 市 外 専 用 線.電 話 規 格 専 用 回 線 の 補 償 料 の12倍'

5.私 設 有 線 電 気 通 信 設 備 に 関 す る 規 定 に基 づ く認 可 料

公 衆 電 話 綱

1.加 入 に 対 す る 一 回 払 料 金

。(通 常 の)加 入 設 備1加 入 ご と に200 ,00マ ル ク

(22,104円)

。 郵 電 蓄 所 有 端 子 函

。 一 本 加 入 設 備40 .00マ ル ク

(4,420円)

(注)

一 付 属 機 器10
.00マ ル ク

(1,105円)

。 郵 電 省 所 有 モ デ ム80 .00マ ル ク

(8,842円)

取 替

。 郵 電 省 所 有 電 話 機(注2)

一 本 加 入 設 備40
.00マ ル ク

(4,421円)

(注1)

一 付 属 機 器22
.00マ ル ク

(2,431円)

。 郵 電 省 所 有 モ デ ム80 .00マ ル ク

(8,842円)

2.月 額 基 本 料1加 入 ご とに

(*)は 訳 注

(加 入 区 域 の 規 模 に よ っ て 異 な る)20.00～32.00マ ル ク

(*)79.1.1.よ り2,210～35,37円

20.00～27.00マ ル ク

2,210～2,984円
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3.接 続 料

市 内通話料

市外料金,次 の秒数 ご とに単位料金(0.23マ ル ク)が 課金される。

(25円)

0.23マ ル ク

(25円)

6.00～18.00 18.00～22.00 22.00～6.00

。 同一集中局区域内 90秒 90秒 90秒

・ 集中局間距離について

一25キ ロまで(第1ソLン) 45 67% 67%
一25キ ロをこえ50キ ロまで

(第2ゾ ー ン)

30, .45 67↓/2

一50キ ロをこえ100キ ロまで 15 22% 67ソ
(第3ゾ ー ン)

幽78.71.よ り

30秒

一100キ ロをこえる(第4ソLン) 12 18 67%

㈱78.71.よ り

2216秒

4,デ ー タ伝送用各種 設備に対す る月額使用料

郵電省所有付加設備お よび設備の増設に対 して

。 モデ ムD2400S補 助 チャンネル(Hilfskanal)の な い場合

補助チ ャンネルの ある場合

モデ ムD1200S補 助 チ ャンネルのない場合

補助チ ャンネルの ある場合

モデ ムD1200S用Taktbaugruppe

モデ ムD200S

モデ ムD20P-Z,第1拡 充段階

(*)は 訳 注

255.00マ ル ク

(28,183円)

285.00マ ル ク

(31,498円)

170.00マ ル ク

(18,788円)

190.00マ ル ク

(20,999円)

16.00マ ル ク

(1,768円)

140.00マ ル ク

143.00マ ル ク

(15,804円)
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第2拡 充段階

モデムD20-P-A第1拡 充段階

第2拡 充段階

モデムD20-Aに 使用する応答信号確認用付加設備

モデ ムD10P-Z

デ ー タ伝送用 自動ダイヤル装置(AWD)

本 加入設備 に付加す るインパルス ・ダイヤル方式に よる

押 しボタンのっいた電話機

本加入設備に付加す るデー タ ・キーつ き電話機

付 属加入設備に付加するデー タ ・キーつ き電話機

一郵電省所有構 内交換設備の場合

一加入者所 有構内交換設備の場合

一私設構内交換設備 の場合

モデムー接続函(Anschluβdose)

本 加 入設備用

付属加入設備用

一郵電省所有構 内交換設備の場合

一加入者所有構内交換設備

一加入者所有構内交換設備 の場合
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170.50マ ル ク

(18,844円)

22.00マ ル ク

(2,431円)

27.50マ ル ク

(3,039円)

3.85マ ル ク

(425円)

145.00マ ル ク

(16,025円)

213.00一 マノレク

(23,541円)

6.90マ ル ク

(763円)

0.65マ ル ク

(72円)

(注1)

2.80マ ル ク

(309円)

(注1)

1.50マ ル ク

(127円)

(注3)

私 設

0.40マ ル ク

(44円)

(注1)

O.40マ ル ク

(44円)

(注1)

0.15マ ル ク

(17円)



5

(注1)

一私 設構内交換設備の場合 私 設

国際専用線 との接続 に対する月額基本料

ダ イレク トコーノレ綱(D節)の 項 参照

(注1)付 加価値税(Mehrwertsteuer)が 加算 される。

(注2)モ デ ム1個 の接続 または取替は無料である。

(注3)郵 電蓄は提供 しないので,私 設構 内交換設備の メーカーあるいはサー ビス業者によ

ってのみ提供 される。

関連する規定等は以下の諸規則に含まれている。

(注2)

。 電気通信規則

(注1)

・ テ レ ック ス お よび ダ テ ッ ク ス ・サ ー ビス に 関 す る 規 則

(注1)

・ デ ィジタル情報伝 送用公衆 ダイレク トコール綱に関する規則

(注2)

。 外 国 との電気通信交流に関する規則

さ らに.次 の規定 も重要 である。

(注3)

。 私設の有線電気通信設備に関する規定

(注1)

(注2)

(注3)

(注2)

「デ ィジタル綱 に関する規定集 」に収録されている。

郵電省の各種局所で有料印刷物 として入手できる。

「郵電電気通信事業に関する連邦官報 」1976年40号 に 記載 されている

いる。

連邦郵電省官房の発行物の希望は.ケ ルン1,5000,私 書 函109

001あ てk・申し込み下 さい。

貴方の地域を受け持つ電気通信機関に所属する電扱通信設備申し込み所にご相談下さい。
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2デ ー タ 通 信 と専 用 網(フ ラ ン ス)

000電 気通信

電気通信総局

営業局 データ通信 ・専用網課

75007パ リ.ラ ス ・カス通 り20番 地

Tel:5516090

.Telex:200124

デ ー タ通信及び専用網の問題解決のため,電 気通信総局は貴方のお役に立 ちます。

お問い合わせば

データ通信普及開発 センタ(75738パ リCEDX15(1)5677097ボ ー ジラ

ール大通 り8番 地)に おいて顧客へ提供 するさまざまな機器 を展示
,実 演 しますも

コ ン サ ル タ ン トの お・役 に 立 つ た め

データ通信 ・専用網営業所(75731パ リCEDEZ15Te1:(1)5516311

ボー ジ ラール大通32番 地)が 全国的な電気通信のご要望に応ず るために必要な運用上料金上

のお問合わせのすべ てにお答え します。

。 地方電気通信局の営業所及び営業課は電気通信の地域及び構内施 設の建設のため
,貴 方のお

役に立 ちます。

。 国際電気通信網営業課(75012パ リ,ベ ルシー通 り246番 地,Tel:(1)346-

12-55内 線4331)は 国 際電気通信の問題解決にお役に立ちます。

また電気通信総局は情報及びデータ通信分野に関する訓練 と知識 に資するい くつかの施設 を

提供 します。ADETTI(電 気 通信,デ ー タ通信,情 報普及開発協会)は 次の ようなセミナー

を開催 しています。

データ通信 と電気通信手段

データ通信 システムの信頼性 と保守

トランスパ ック網の利用

トランスパ ック網の適用領域 と接続

ミニコンピュータとマイク ロ ・プロセ ッサー

プログラム構造
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ADETT,情 報 処 理 技 術 者 の 訓 練:

問 い 合 わ せ175005パ リ,サ ン シ ェ通 り33番 地Te1(1)337-40-93

事 務 局:75634パ リ,CECEZ13,パ ロ ー 通 り46番 地

Te1(1)S89-66-66内 線496

ADEC(通 信 普 及 開 発 協 会)は 次 の セ ミナ ー を 開 催 して い ま す:

デ ー タ伝 送

デ ー タ通 信 シ ス テ ム

情 報 網

遠 隔 処 理 に お け る コ ン ビー タの 運 用'

画 像 電 気 通 信

ADEC恒 常 的 な 訓 練:・

k－問 い 合 わ せ:75634パ リCEdEX13,パ ロ ー 通 り46番 地

Tel(1)589-66-66一 内 線369

001デ ー タ通信 とは何 か?

デ ー タ通信 とは,デ ータ処理 システ ムが送受する情報 を遠 隔地に伝送する手段である
。

この技術はデータ処理 と,伝 送技術の結びつ きにより生 まれた。

1一 データ通信の接続構成

DTE(デ ・一夕端末装置)は デー タの送信端及び受信端 と して使われ,伝 送手順 に従って通

信を制御することがで きる機能 ユニットである。 これは端末で も計算機で もかまわない
。

DCE(回 線終端装置)は 接続を設定 し,保 持 し,終 結 し,端 末 と回線間の信号変換 または

符号 に必要 となる機能 を実現する機能ユニッ トである。 これはほ とん どの場合 モデム(変 復

調器)で ある。

二 装置間の接続 インタフェースは国際間の標準化の対象である
。
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2一 デ ータ伝送の特性

定義1

変調速度はボーで表 わされる:R=T

Tは エ レメン ト時間(2つ の トランジ

ション間の最小 トンターパル)の 時間

長(秒)信 号値:V=使 用信号の独立

な意味 を持つ状態の数

例

。電信の信号

一ボ05≡

性

-
T

特

=

送

R

伝 工
－

d=R=50bit/ぷT=20ms

。4値 信号

R-÷ 一 ・ ・ ボ ー

d=2R=100bit/■s

ぽ
T=20ms

－情報伝送速度2進 伝送速度dは ビット/秒 で表わされ ,ボ ーで示す変調速度Rと は信

号 の値Vが2以 外 の時は値が異なる。
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d=Rlog2V

－伝 送の方向 情報 の伝送は単信(simp16x)
,半 二 重(semi-dupleま 又は全二重

(ful1-duplex)で あ る。

一誤 り率は接続全体の品質を表わす もの で
,送 信全体に対する末検 出或いは末訂正の誤まっ

て受信された ビッ ト数 を示す。

トラピック特性

以下の項 目を考慮する。

-L:'1ト ランザクションを ピットで
保 留 時 間

表わ した平均長・ 〈下 〉

::㌶ 忽:㌫ 遮 忘 ,驚_ラ 。「
一,、竺:間当りの通信回数 一
－d:バ イナ リ伝送速度

情報サービス会社:

科 学計算

企業:

在庫管理

銀行:

取引高管理

L 900ビ ッ ト 1000ビ ット 950ピ ッ ト

N 200 2000・ 1

T 2700秒 1200秒 60秒

C 0.8 0.45 15

d 1200ビ ット/s 2300ビ 。ト/9 1200ピ ット/s

E 0.60E 0.15E 0.25E

0.05 0.69 0.01

トラピックパ ラメータの例

端末 の トラピック特性を示すパ ラメー タと して次の項 目を定義する。

・一 、器 。・アー ・・で嚇 した端 末当 りの回線占有率

・一一㌣ ・ト・端末 の・・テ ・ブ・一 ・
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3一 デ ー タ伝送網の構成

2ク ラスの網に分け られる。

1)オ ー ブン ・ネ ッ トワークとは端末設備が多数の計算機或いは同 じく他の端末 と接続が可

能 左網を言 う。

2)ク ローズ ・ネ ッ トワーク:以 下の2つ のベーシ ック構成の内,一 方或いは他方に より一

般に構成される。 、

一ポイン ト・ッー ・ポイン ト回線:各 端末は直接処理センタに接続 される。

一マノレチボ イン ト回線:多 数の端末が処理 センタに同一回線 を介 して接続 され ,時 分割 で

使用す る。

データ トラピックの状況に よっては データ伝送網の構成にオプション装置を付加する こ

とができる。

一 コンセン トレー タは多数の端末か らの通信を ,数 が限定された計算機への回線へ乗せ る

一 マルチプレクサは複数の端末 の通信 を唯一つの接続回線上 で伝送す るための ものである

多重化は周波数(帯 域の分割 と周波数変換),或 い はデ ィジタル(時 間の分割 と速度変換)

で行 な う。

E θ 集 束 可 能 な 方 法

約1
約1 無(ポ イ ン ト ・ツ ・ポ イ ン ト接 続)

小
マ ル チ ポ イ ン ト回 線

コ ン セ ン トレ ー タ の 分 散

小

約1 回線交換による集束

小
二段集束 一 デ ィジタル

ー 回線

トラピックによる網構成

002デ ー タ通信網の基本思想

データ通信網のネ ットワークアーキテクチ ュアを検討す る際には,幾 つかの基本的な選択事

項すなわ ち

一 網構成

一 伝送 システム

ー 情報 の種別
,端 末及び計算機

を先づ決定す る必要が ある。
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このためほに,パ ー フォーマ ンス,信 頼性,そ して経済性の三つの判定基準を用いれば よい。

1.パ ー フ ォ ー マ ンス 基 準(効 率 性 基 準)

データ通信 においては時間の要素は非常に重要であ り,ア プ リケー ションの形態に応 じて様

々な形で(シ ステムのパーフォーマンスに)関 与 している。 例えば

一 ブ ロック伝送の場合 ,伝 送遅延によって必要 ライン出力が決 まる。

一 会話形アプ リケーシ ョンの場 合 ,応 答時間は,網 構成や伝送 システムに対する制約条件

になると同様にユーザ端末 の決定に対する制約条件に もなる。

2.信 頼 性基準

信頼性は,デ ータ通信 ユーザにとってつねにつきまとう心配の種 であり,次 の2つ のレベル

に分け られ る。

一 許容 できる誤 り率の レベル ,誤 り検出手順 と適当な保護の選択機能

一 永続的な(デ ー タ)伝 送 の レベル
,予 備用通信網 を利用す る方法 と,ル ーフ形網構成を

お こな う方法の2方 法がある。

3.経 済 性基準

より良い(経 済的な)答 を求 める為には,次 の コス トを検討 しなければな らない。

一 伝送 システムの利用 コス ト

ー 端末機器 のコス ト,端 末装置,モ デム,制 御 ユニッ ト,集 線装置,多 重化装置な ど。

一 ネ ッ トヲークの基本思想の コス ト

伝送手段 と特別なサー ビスを用意することにより,電 気通信は,皆 様 のデータ伝送上の諸問

題 に対するお答えを用意する仲介者 となれます。

101テ レックス50-200

電 信 交換網は1963年 か らデータ伝送に解放された電話交換網 に比べて次の2点 において

技術的に優れている。

加入者宅にモデ ムが不必要

改良された交換 システム
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提供サー ビス

■

2種 の伝送速度 がある

50ボ ーまで

200ボ ーまで

200ボ ー については,フ ランス網 は既 に ドイツ(DETE)と ベ ルギーの網 に接続されてい る。

呼 出 し時 を除けば網は様 々な コー ドを伝送で きる。 しか し勧告されている コー ド之 .しては:

5単 位 についてはCCITTn。2

7単 位 十1パ リテ ィについてはCCITTn。5

設 備に2種 類ある:

。 加入者簡易設備

タイプライターS/50

タイ プライターまたは呼出 し電鍵 とデー タ伝送ができる端末設備上 の切替箱

・ 特殊設備(コ ンピエタ,私 設交換機)

200ボ ー回線群に対 しては,着 信通話のプロセスを保証 し,場 合に よっては発信通話

時 も処理する自動応答装置

50ボ ーの 自動呼 出 しと応答については,網 へのアダ7Lタ 装置(Sま たはNタ イプ)

主 要なアプ リケーシ ョン

電信交換網の主要なアプ リケーションは

時分割処理 と200ボ ー の)ッ セージ交換

秒速15か ら20字 の速度 で動作す る端末 との伝送

300ボ ー で電話交換網 との経済比較 をするとテ レッ.クス網の右利な領域は:

200kmを こえる距離がある場合'

100～200kmで は通信時間が長い場合

料 金

設 備

回線当り設備料

装置または付属機器の取付料

自営設備受入料

設備のタイプによって異なる月額基本料
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通 信

通信料は通常のテ レックス料金に従い,次 の各項に より定める

料金区域(フ ランスでは17)

1日 の 内の動作時間

1基 本度数でかけられる秒数

昼:8～20時 夜:20～8時

同一加入電信単位料金

区域内のもの
42秒 84秒

異なる加入電信単位料

金区域相互間のもの
18 36

e
102電 話 交換網

電話交換網は3段 階の階層構成を とっている。

総括市外局

集中局

市内交換局

これ ら全てに より全国を カバー している。1964年 に データ伝送が開始されて以来,デ ー

タ通信 の急速な発展に寄与 して きた。
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提供サービス

本 ネットワークはCCITTの 勧 告に準拠 している:

並列モー ド(40ボ ー以下)伝 送(勧 告V20)

全二 重,直 列モー ド(300ボ ー以下)伝 送

600～1,200b/s伝 送(勧 告V23及 びR35)

2,400b/s伝 送(勧 告V26の2)

都 電 庁は電話交換網用の600-1,200b/sモ デ ムを貸与す る。集 中台では これ らモデムの

遠隔診断を実施 する。

一般網に接続する端末装置 ,特 に音声 カプ ラー装置は,全 体 の機能が良好 に動作するため,各 種

認 定条件に合致 しなければな らない。

現在行 われているアプ リケーシ ョン

主 として

時分割処理

例えばデータ収集のための1,200b/sま た は2,400b/s伝 送

料 金

電話交換網によるデータ伝送の利用は特別料金の対象とならない。
、

定額料金

。 一括払いの設備料 と自営設備受入料

・ 月額基本料

通信料1

通信料は通信者間の距離に基づく時分により課金される。時分割運用のコンビュタと

の通信の場合は,一 括払いか通信時分に比例 した付加使用料が適用される。

103カ デ ユーセ

カデ ューセはデー タ伝送専用の回線交換網である。

現在,そ の構成は:

・ パ リの 自動交換機,容 量は

通条回線1,600回 線

発信専用高 トラピック用240回 線

着信専用高 トラピック用240回 線
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。 リヨンの 自動交換機 ,容 量は

通常回線800回 線

発信専用高 トラピック用55回 線

着信専用高 トラピック用32回 線

・ 地方に14の 接続地点,そ こには必要に応 じて 自動交換機 または集線装置が設置される予

定で ある。

カデ ューセは他の交換網 より優れたサービス品質 を提供す ることができる。

提供サー ビス

。 伝送はバ イナ リ信号速度2 ,400-4,80'0-9,600b/sのCCITT勧 告M1020に

準拠 してお と.自 動交換機か ら30kmの 範 囲はベースバン ド伝送である。

。 交換は4線 で5秒 間での 自動接続完了を保証 している。(内500msは 数 字送 出用)

・2つ の トラヒソク ・クラスが あb「 低 トラピック 」加 入者用0 .2ア ー ランと「高 トラピック 」

加入者用0.7ア ー ランである。 この区別はサー ビス品質 を改善 しようとする配慮の もとになさ

れた もので,料 金上の差異は全 くない。

また,カ デ ユーセはい くつかの機能を有 している。

。 自動運転

・ モデ ム貸与に よる完全 ディジタル ・サービス

・ カデ ューセ局か らの遠隔保守 により,回 線,付 属箱,及 び モデ ム(PTTの 貸 与品の場合)

の機能状態について試験す る。
ノ

。2つ の特殊サービス

集束PBXを 介 した接続

無 ダイヤル ・サービスまたは短縮ダ イヤル(「 ホッ トライン」)を 特殊 な場合 に提供

◎自動交換機

。自動交換機または

集線装置が設置さ

れる予定である接

続地点
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基本適用領域

カデ ユーセ網の領域は

リモー ト・パ ッチ処理

アー タ ・パ ンクへのアクセス

高速伝送を可能 とする多電鍵端末 を使ったデータ収集

次頁の図に カデ ユーセの経済領域 を示す。

料 金

設 備

回線当り設備料

最も近い接続地点までの距離(d)で 計算される月額加入料

通 信

通信者間の直線距離(D)に 基づき6秒 を単位時間とする時分長で課金する。

課金最少時分長11分

割引係数は時間による。 費用/日
フラン

/

◎
PARIS

ン♂8

o
1977.4.1現 在

ぬ
■9㊥ よ

tocoicoo]cr)lorz)50co

　 の 　

Kワ ー ド/日=_ ,(対数
尺)

LS(専 用 線)4,800b

交 換 網1,200b

-一 一 テ レ ッ ク ス 網200b

カ デ ユL-一セ 網4,800b

カ デ ュー セ の 経 済 領 域
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時 間 帯別 通 信 時 分 の割 引 係数

平 日 土 曜 日曜 ・祝 日

8h-19h 1 0.6 02

19h-24h

6h-8h
α6 0.6 0.2

Oh-6h 0.2 0.2 0.2

加入事務

加入事務は手続 きの遅滞によって加入が遅れない よう簡素化された。 カデ ューセ局は事務的 に も

技術的に も唯一の責任部門である。営業所,地 方通信局の営業所 または電気通信総局(デ ータ通信

課)で 受付けた加入申込みは カデ ューセ局 に集められ,そ こで架設 と回線保守の調整が行われる。

104ト ランスプレックス

トランス プレックスは,低 中速(50か ら1,200ボ ー)の ディジタルデータ伝送のための

チャンネルを貸与するサー ビスである。網は大都市 に設置 された時分割の ヤルチプレクサで構

成されてお り,上 級品質の電話回線 により接続 されている。 トランスプレックスは希望変調ス

ピー ドに応 じて各ユーザに対 して処理 センターと遠方の端末設備 を四六時中結んだ完全に トラ

ンスペア レン トな回線 を提供す る。

鰍舶 。。輪,

●BOROε 凸UX

網 へ の 接 続 地 点

1977.6.31現 在

¶ 回 ①

輌 毎
ト ラ ン ス

プ レ ッ ク

ス 網

◎ 一回
o

一
④

一輌 王

M:モ デ ムT:端 末

MUX:マ ル チ プ レクサO:コ ン ビ ユタ
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提供サー ビス

トランス プレックスのチャンネルは地図に示す網 の全ての二点間相互 に提供 される。50-75

-110-134 .5-150-300-600-1,200ボ ー の種類か ら選ばれた変調速度に より

その特性が決 まる。

・・接続:

端 末側:

次の ように作成 される。

① 電話または電信専用回線による;

② 電話交換網に よる,こ の場合,加 入者はその端末の近 くに低速 モデムを設備する必要があ

る。

コンピュータ側:

コ ンピュータへのアクセスは:

③ コンピ ュー タのある処理センター と最 も近 くにある トランスブレクス網の ノー ド間は専用

回線に よる;

④ 多数のチャンネノレが同一 コンピ ュー タに達 する場合 にはユーザーの要求に よって提供 され

るマルチプレクサシステ ムを介 して行 われる:従 ってマルチプレクサはま とめて加入者に貸

出され,コ ン ピュー タと同一場所に設置 される。

・ 伝送速度 自動検 出

交換網に よるユーザ接続 の場合には(専 用線 の場合 も同 じである)端 末 機の伝送速度 自動検

出機能 をユーザに提供 できる。

料 金

・ 回線接続

ルマルチプレクサ とユーザ宅内間の端末回線は専用線 の通常料金 の対象 となる。

。 トランス プレックス ・チャンネル

サー ビスインのための一括払い料金

網の2つ の接続局間の直線距離に基づ き算定され る月額使用料

。 専用 マルチプレクサ

サ ービスインのための一括払い料金

接続回線及び システム構成に基 づき算定 された月額賃貸保守料

基本適用方法
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。 ポイン ト対 ポイン ト網

端末機は トランス プレックス チ ャンネルによって コンピ ュータに常時接続 されてい る。

。 マルチポイン ト網

各 マルチポイン ト回線の基幹線は トランスプレ ックス ・チャンネルである。

。 交換網 にアクセスのある網

遠方の加入者は交換網を介 して トランスプ レックス網 にアクセスする。 モデムは 自動応答 し

対応す る低速 チャンネルへ接続 する。 この手法は例えばサー ビス局 よりかな り隔 っている加入

者に より使われ る。

設 置

本サー ビスは郵電庁及びその子会社テ レシステムズOTX(75015パ リ,ア ル レー通 り47

番 地Te1(1)5335124)と が共 同 して設計 ・設置する。

■
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105ト ラ ン ス パ ッ ク

サ ー ビス 開 始:1978年6月

計 画

年

1978

1980

1985

交換機数

25

40か ら100

び,,,._G

N沁

トランスパ ックはパ ケッ ト方式のデータ伝送

を行な う公衆網である。

この技術は伝送基幹回線 の効率を非常に高め

ることが でき,伝 送のための リソースをデータ

が伝送されている時 だけ使 う通信である。伝送

手段の最適化がなされ,平 均 して通信はか な り

無信号率が高いだけ に経済化ができる。

上記効率の高さに加え,信 頼性 と使用上の適

応性 とい う他の利点が ある。

1978 1980
1

● ○ 交換機

▲ △ 他 の ア ク セ ス ポ イ ン ト

高速伝送路(最低72kb/sが2回 線)

高速伝送路

トランスパ ックはデータの集束 と交換の機能 を持 った専用 コンピ ユ「 タで構成される。 各局

相互間は高速伝送路 で高度 のメッシ ュ状に組まれた網 で連結され,各 交換局間の各接続は最低

2回 線の72,000bi〆s伝 送 路を用いる。連続監視 を全国管理局(網 の管理)と ローカル管理

局(交 換機 の管理)で 実施す る。

・ サー ビス開始后 は,ト ランスパ ックへのアクセスは フランス全土 で可能 である。

。 地理上 の加入者位置は料金に影響 を与えない。

。 網の密度は全国 で急速に増加す る。
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提供 サービス

コ ン ピ ュー タ

。 網へのアクセス

直接収容:デ ータ伝送装置は直接 トラン

スパ ックのアクセスポイン トの一 つに連結

〕

される。

トラン.スパックの加入者に提供され る伝送速度は,110-150-200-300-60

0-1・200-2400-4・800-9'600-48,000ビ ヅ ト/秒 である
。

一 電話網又はテレックス網か らのアクセス

ー 電話網か らは110-150 -200-300ビ ッ ト/秒 の速度

一 テ レックス網か らは50ビ ッ ト/秒 の速度について トランスパ
ック網にアクセスす ること

が可能 である。 このタイプのアクセスは電話或いはテ レックス網に収容されてい る端末の私

用分野 を広げ るものである。

一 トランスパ ックの加入者は テレックス網の加入者を呼び出す ことが可能で ある
。

。 交換バーチ ャルサーキッ トまたはパーマネン トパーチャルサーキ ットトランスパ ックのサー

ビスはバーチ ャル ・サーキ ッ ト即ち,二 加入間に網 を介 して設定される結びつ きの もとに,デ

ー タシーケンスを長 さ制限 とか キャラクタの制限な しに
,し か も高品質で伝送を可能 とする も

のである。

従来の回線 の場合 と異な り,バ ーチャル ・サーキ ットでは基本伝送データ量の関数で課金す

る。バーチ ャル ・サーキッ トでは次の ものが選択対象である。

一 交換
,即 ち通信者の一方か らの指示に より設定,解 放 を行 なう。 このサービスは数多 くの

アプ リケーシ ョンで増々ふ えている。様 々な組合せの接続を したいとい う要求に特に合 うも

のである。

一 パーマネ ン ㌧ 即 ち二 加入者間に固定的に設定する
。 多重 リンクアクセスでは,唯 一本の

物理回線 を トランスパ ック網にっな ぐだけでパーマネン ト,交 換の複数 の独立のでく一チャル

サーキ ットを用いて複数 の通信相手 と同時に通信で きる。処理 センタの加入接続の場合には

特に経済的である。

・ 性 能

一 伝送速度:50～48
,000ピ ッ ト/秒
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伝送品質:誤 ま り検 出コー ドと自動再送 メカニズ ムの採用に より大部分のアプ リケーシ ・

ンの場合 で未検 出誤 り率は無視で きる程小さい。

稼動率:サ ー ビスは24時 間 運転 で,稼 動率は極めて高い。交換機間の回線が切断された

時にはデータの経路が 自動的 に変更される。交換機の配置,即 ちモジ ュール及び冗長度の構

成,ま た回線の接続構成は,事 故に より伝送及び交換の容量が減 った場合で もユーザには感

じられない ようにな ってい る。

機密性一ア クセスの防止:網 の中を伝わる情報の秘密はノー ド内の従来か らの機密保護装 ・

置に よって保持される。"交 換 バーチャルサーキッ ト"の 場合には,ユ ーザは 自分の システ

ムとか ファイルに対す るアクセスを以下の方法で防止す ることができる。

従来か らのID及 び パスワー ド装置

オプシ ョンの"加 入者閉域グループ"に より会社或いは どうい うグループで も外部か ら,

または外部へのアクセスを防止す ることができる。

亀 トランスパ ックの適用領域

全てのアプ リケーシ ョン種別に適用可能であるが,特 に以下の項 目に適する。

会話型 アプ リケーシ ョン(問 合せ,フ ァイル更新,時 分割,ト ランザクシ ョン管理,聞 けつ使用

etc)

●

蓄積伝送に よるデータの収集

ブ ロック単位 の遠 隔処理

ファイル転送叉は リソース共用の為の コンピ ュータ間接続

メッセージ,フ ァックス,電 子郵便等の伝送

トラススパ ックは全 ての カテゴ リのユーザ,つ ま り中,小 ユーザとか重要ユーザに も関係す

るものである。

接続可能な装置

多数のデー タ通信 システム及び周辺装置 メーカが彼等 のカタログ又は開発情報に トランスパ ック

に接続可能な製品を記 してい る。

ユーザ とか メーカが トランスパ ック網への接続準備を最 も良い状態 でで きる ように,REX(X

25実 験 網)と い う名 で知 られるX,25ア ク セスの プロ トコルを提供する試験器 がある。 この装

置はRCP網,っ ま リ トランスパ ックの試験台で1975年1月 よb運 転中の ものを介 して接続 さ

れ,そ こには既に多数の端末が接続 された。
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相互接続の可能性

パケッ トに よるデータ伝送網への アクセスモー ドは標準化されているため ,外 国の同様の網 との

相互接続実現は容易である。

特に フランスに於 てはTRANSPACを 仲 介 してヨー ロッパ共同体の ネ ットワークEURONET

に ア クセスすることが可能 である。

TRANSPAC網 と外国の網を早期に相互接続するための商談と調査は既に開始されている。

料 金

この課金原理は次の とうりで ある。

一 直接収容(ト ランスパ ック加入者)で は
,ア クセスの速度 によって決 まる"全 てを含んだ"

(加 入 者の回線 とモデム)基 本料がある。 これは加入者の地理的な条件には左右 されない。

一 使用料は トランスパ ック加入者相互間の距離 には無関係である
。 地理的にいかなる地域 も不

利になることはない。

一 サー ビス使用に際 しては
,基 本的 には伝送データ量 に応 じて課金 され る。(ト ランスパ ック

のパ ンフレッ ト参照)

問合せ先

TRANSPAC技 術 ・営業課

国立電気通信研究所103D室

ゼ ネラル ・ルクレルク通 り38-40番 地

92131イ シ イ ・レ ・ム リノ}

Tel:(1)6455705又 は6455707

109専 用線

専用線は電気通信回線 を貸与 して賃貸 ・保守契約に よリユーザに排他的利用 を与えるもので

ある。

交換網 と比較する と開かれた網に対する閉 じた網の利点 を持 っている。(利 用が弾 力的にで

きる。安全性,相 手 と直 ちに通信で きる。)常 時,接 続 されているため,い くつかの伝送品質

が保証 されてい る。

データ通信に提供 されてい るサー ビス
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構成方法 と回線形式を どれにす るかによ り決 まる。

3つ の基本構成がある:

・ ポイン ト対ポイン ト網:各 端末 は直接,コ ンピ ュータに収容される。

・ マルチポイン ト:コ ンピュータにつながる同一回線 に分岐装置 を介 して多数 の端末が接続さ

れてい る。

。 ループ網:各 端末が一つづつループ状に回線 に よって結合され,最 初 と最後の端末が コンピ

ュータに収容 され回線形式は4つ に大別 され,あ らゆる伝送速度が含 まれてい る、:

コ ン ピ ュ ー タ
、コ ン ビ

ルー プ網

ポイン ト対 ポイン ト網

●

●

タ
ーユピンコ

●

口

マルチポイン ト網

。 電信 回線:一 般網の電信回線はサー ビス地点まで2線 で伸びる;速 度50ボ ー と50<速

度200ボ

・ 電話回線:

一 般品質の2線 の電話回線:

速 度300ボ ー で全2重

速度2,400b/sで 半2重
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一般品質の4線:速 度2 ,400b/s

上級 品質の4線(CCITT,勧 告M1020)

2,400-4,800-9,600b/s

マル チポ イン ト網 の電話回線は当然4線 で構成され ている。

。 メタ リックペア線を使 ったベースバン ド回線は,最 大限約10kmの 距 離では72kb/s

ま で送 ることができる。

。 高速デ ィジタル回線

一次群:端 末部分にっいては ,ベ ースバン ド・サー ビスを市外部分は完全電話一次群 を

利用する。

トランス ミック:試 験的に実施 されているサー ビスである;128kb/か ら2,048M

b/s

適用領域

適用領域は伝送速度が広範囲なだけに非常に広い。現在使われている例を示す。

。1 ,200,2,400ま た は4,800b/sで は,マ ルチポ イン ト回線が会話モー ドでの使用

とともに ロット処理に も向いている。

他 の適用領域 に提供 されるサービス

電話,ラ ジオ放送番組の放送,フ ァク シミリ,報 道 ファクシミリ,テ レビ電話,電 信,遠 隔警報

等は専用線が充足で きるほ ど十分な通話需要 をもっている。

伝送信号の種類に より次の回線の技術種別が選ばれる。

電信型

2線 または4線 式電話型

広帯域回線

料 金

一般の場合

o

o

2線 式端末毎に設備料;自 営電話設備受入料

直線距離によって計算された月額使用料

同一接続局の場合は2端 末間の距離

同一単位料金区域または隣接する単位料金区域相互の場合は,接 続局間の距離

上記以外の場合は端末が属する集中局相互間の距離
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マルチポイント回線の場合は割引料金が適用される。

この料金は次の事項を考慮する:

回線品質が上級か一般か

接続タイプが片方だけ分配装置(電 話局 端末につながるものか,あ るいは両端末とも

分配装置(電 話局 電話局)に つながっている形式か

割引き係数は特に次の事項に基づき基本料金に適用される。

回線の利用

利用者種別

、

110コ リゼ

コ リゼは専用線の中継局で,同 一会社で異なる事務所間 を接続 している私設 自動交換磯間の

自動接続 を可能 とする ものである。パ リに設置 されたE10タ イプの時分割交換機につながっ

てお り,こ の網は他の網に比 して優れた品質を提供す ることが できる。

私設設備 との接続は全国 どことでも可能 である。

提供サー ビス

コ リゼの提供サー ビスは以下の特徴を持 っている。

交換:4線 の電子交換

伝送:コ リゼ専用の伝送計画がユニバーサルなサー ビスが提供できるよう設計 され ている。

信号方式:3信 号 方式 を持 っている。

ソコテルMFコ ー ドと類似の多周波信号

パルスを使 った10進 信号

簡易設備向けの簡素化 した信号方式

コ リゼは他に もい くつかの機能を もってい る。

全 自動運転

PQMCDUの6数 字の普通番号計画

トラピック監視

その他サー ビス:案 内,申 告

容 量

3,600回 線 でその内900は ソ コテルMF信 号

最 大500の 私 設設備 に接続可能
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'料 金

設 備:

回線当り設備料:通 常の加入者回線適用料金の2倍

回線当り340基 本度数と等 しい月額基本料

通 信

次の事項に基づき計算 した時分により課金

。 コリゼと発呼者設備間の距離とコリゼと被呼者設備間の距離を考慮

・ 通話種別

種別の トラヒック100時 間相当の最低月額徴収が各回線束に適用される。

料金割引:係 数 と時間は一般網 と同一である。

工場

私設設備

私設設備

口

工場 子 会社 倉庫

種別No.1:

法 律 上,同 一 人に属する私設電話設備に接続 された2内 線電話相互の通信

種 別No.2:

親 会 社の内線電話 と1966年7月24日 付 法律(第354条)に 基づ く子会社の内線

電話 との通信(+50%)

種 別No.3:

同 一 グルー プの2つ の会社で使 ってい る2内 線電話相互の通信 であるが,種 別No・2ほ

ど法律上の関係で密 でない もの

種別No.4:

私 設 設備の内線電 話 とパ リ単位料金区域 内の公衆電話網の加入者 との通信
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種別No.1の 通 信は次の ように料金が決め られている

コリゼ局 と下記に設置された私設設備間の 下記の秒数毎に

通信 1基 本度数の料金

パ リ単位料金区域又はパ リ第1周 辺 秒
240

ゾ ー ン

パ リ第2周 辺 ゾー ン 144
、

パ リか ら最大100kmま で に局が

90
設置されている単位料金区域

パ リか ら100kmか ら200k'mの

の間に局が設置されている単位料金 45

区域

パ リか ら200km以 上離れた所に

36

局が設置されている単位料金区域

注:種 別No.2及 びNo.3の 通 信は各々上記の表の時分に2/3ま た は

または5/8乗 じて少数点以下を切捨てた時分を適用する。

111セ サ ム

セサムは国際専用 回線を借 用 している各加入者にメ ッセー ジ交換の技術 を用いたプライベー

ト網 の構築を可能 とす るものである。

この技術は交換機 内でのメ ッセージの受信 と記録か ら構成され,交 換機は宛先 の識別とそ こ

への メッセージの転送を行 な う。

適用領域

情報交換に関す るメッセージ交換の適用領域 では会話は必要 でない。送信情報は メッセー ジ形式

になってお り,手 紙 と同 じよ うにテキス トの前に宛先のア ドレスを含ん だ見出 しがついている。

加入者はシステムにメ ッセー ジを転送 し,シ ステムはそれ を宛先に届ける。

提供 サー ビス

各加入者は次の項 目について 自分の網の構成について希望する様 に定義する。

一 網構成

一 使用 コー ド

ー 回線上の伝送ス ピー ド
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一 自分の網 でメッセージ交換 を認め られているテ レックス加入者

一 網 の統括局

一 網の他のユーザに提供 するための利用条件

。 コー ド

本 システムはCCITTn。2,CCITTn。5,ASCI1,EBCDICコ ー ドが使用可能 で

ある。

。 速 度

本システムは電信網 で使われている速度50,75.100,110,200ボ ー,及 び同

期の600,1,200ボ ー を扱 うことがで きる。

。 接 続

端末は以下の方法に よリシステムに接続され る。

一 専用線 によるポイン ト・ツー ・ポイン ト又はマルチポイン ト

ー テレ ックス網

・ 端 末

本 システ ムは既存 のテ レタイプライタか らコン ピュータセンタ迄の端末を扱か うことが可能

である。

。 手順のフォーマ ット

本 システムはメ ッセージの優先度を管理す るためのプ ログラムを持 ってい るが,そ の メッセ

ー ジ構成はATA/IATAの フォーマ ットに従ってお り,他 のフォマ ットは現在開発中である。

。 他網へのアクセス

セサムは国際網RECORDの 局 ¢内 の1つ であ り,将 来はデータ伝送網に接続 される計画 で

ある。

サー ビス品質

システムの全ての構成 単位は二重化されているか,も しくは常時監視 されている。保守 と修理は

電気通信局技術者により24時 間 保証され る。

本サー ビスは以下の組識の手に よリサー ビスが開始 される。

電気通信 国際網,営 業課,パ ンク通 り21番 地75084パ リCEDEXO2,

Tel:2335122

料 金

1)シ ス テムへ のア クセス

ー 専用網に よる場合 ,専 用線の月々の賃借料
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一 テ レックス網 による場合 ,テ レックスの通信料

2)シ ス テムの使用

一 専用線を用いて運用する場合には ,シ ステ ムの使用料は,50,75,110,200,

1,20、0ボ ーの内の使用速度に応 じた月額料金

一 テ レックス網を用いて運用す る場合
,使 用料金は セサムを出入 りする400キ ャ ラクタ毎

の区切 りで課金される。

112電 話 会議サー ビス

音声 ・図表に よる電話会議サービスにより,相 互 に離れた人々のグループが話 し合 い,認 め

合い,即 時に手書 きで通信 し,資 料を交換 することにより会議を催す ことができる。

電話会議サー ビスの設備

電話会議 サー ビスの各ス タジオは次の ものを設置 している:

手 動操作 を必要 としない高感度の6個 の マイクと中央の ラウ ドス ピーカー及び他の スタ

ジオで話 している人の名前を表示する ランプ点火装置 を備え た6角 形の6人 掛け会議用テ

ーブル

フ ァクシ ミリ装 置

1978年 か ら感光紙に よリテ レビ受像機 に図表を即時に写 し出す装置(teleecrit

ure)及 び 視聴覚遠隔操作装置

この サー ビスは カデ ューセ網または高品質の4線 式専用線を介 してポイン ト対ポイン トに よる電

話会議サー ビスを行 うものである。

また2ケ 所以上のスタジオを相互に接続 して会議 を行 うこともできる。

音声 ・図表 による電話会議サー ビス網

綱の構成は次の とお りで ある。

テレセンター:1ま た は複数ケ所のス タジオを設置 した公衆会議室

利用者 の宅内に設置 され,利 用者相互間または利用者とテレセンターを接続する私設会

議室

設置計画では今後1979年 末 までに約50ヵ 所 のテレセンターを設置す る予定である。
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料 金

O

O

O

O

公衆会議室:テ レセンター

各会議室の予約 ・使用料:距 離 と無開係の時間当 り金額

距離 と無関係の時間当 り通信料

私 設会議:

会 議室の月額 賃貸 ・保守料

カデ ユーセ網または専用線利用に係 る通常 の電気通信 料

マルチ会議(2以 上 のスタジオ間)

上 記の料金のほか,付 加料金が徴収 される。

テ レ セ ン ター の 一 覧 表

1977年10月 現 在 サ ー ビ ス 開 始 済 み

フ ラ ン ス:

ボ ル ドー,ブ レ ス ト,ク レ ル モ ン ・ フ ェ ラ ン,ル ・ア ー ブ ル,リ ー ル,リ ヨ ン,マ ツ シ イ,ミ ユ

ル ー ズ,ナ ン ト,パ リ ・ プ ル ス,パ リ ・モ ン パ ル ナ ス,レ ン ヌ,ル イ ユ,サ ン ・ナ ザ ー ル,

モ ロ ッ コ:

カ サ ブ ラ ン カ,ラ パ ッ ト

1977年 末 サ ー ビ ス 開 始 予 定

フ フ ン ス.

デ ィ ジ ョ ン,グ ル ノ ー ブ ル,マ ル セ イ ユ,メ ッ ツ,モ ン ペ リ エ,ナ ン シ イ,ニ ー ス,ル ー ア ン,
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サ ン ・テ チ エ ン ヌ,ス ト ラ ス ブ ー ル,ツ ー ル ー ズ,ト ゥ ー ル,ベ ル サ イ ユ

設 置

こ の サ ー ビス は 郵 電 庁 お よび そ の 子 会 社{tイ ン テ ル サ ン トル"(75002パ リ,9月4日 通

り2番 地,Te1073-58-20)と の 共 同 で 設 計 ・設 置 さ れ る。

113STT

観光 データ通信サー ビス

このサー ビスに より通常の端末か ら複数の予約センターヘアクセスすることができる。

・ 次の ような各種端末が利用で きる:

テ レックス端末

受像機及び電鍵 を備えた基本端末

受像機,電 鍵及び前部導入型発券印刷機を備えた予約端末

複数個の受像機 と管理用周辺装置 を備えた観光専用端末

。 交換機は予約 センターにおけるデータ交換に必要 な変換を行 う。

交換機では厳格なデータ保護機能が付与 され,合 法的に認め られた観光 業者以外は,予 約 シ

ステムへのアクセスは できない。

本サー ビスは17の 予約 センターまでアクセス可能である。

。 電気通信網は トランスパ ック網 に より構成される。

・ 予約業務 の処理方法は企業の私設網におけるもの と非常に類似 してい る。

観光業者 の業務改善のため,予 約業務の言語数 を減 らす研究が行 われ た。
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ト ラ ンス

パ ック網

発券機

観光データ通信交換機

,.⊥_.r-.〉 ・L_r

予 約 セ ン タ ー 予 約 セ ン ター 予 約 セ ン タ ー

予 約 セ ン タ ー 設 置 例:エ ー ル ・フ ラ ン ス,エ ー ル ・

イ ン ター,フ ラ ン ス 国 鉄,

地 中 海 ク ラ ブ等

本 サ ー ビ ス の メ リ ッ ト

⌒ 網への接続 …ふ

鉋 《 ・印刷《

受像機 電鍵

・,ス。 ＼ 一 一

疹Z膠 デ端 取・

熱'
L＼v榔 ＼＼N

言k鍵

唖 τ8:E・t端 末

amTR:ぽ 」端末

〔===】TA:観)1薄 用端 末

端 末 の構 造

・ 企業 レベ ルであれ観光業者 レベルであれ予約事業者のデータ ・ファイルに直接アクセスす る

ことに より予約業務 を容易 に行 うことができる。

。 観光業者の事務スペースを節約できる
。

・ 公衆網 を利用 でき ,ま たサービスを提供で きる1

。 全国的 ヨパー

・ 他のサービスとの接続

・ 伝送上の信頼性 の保証 と電気通信費の減少

誰に申 し込めば よいか?

電 気通信総局

営 業 局

データ通信 ・専用網課

STT係

75007パ リ,ラ ス カス通 り20番 地

Telephone(1)5516090
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31969年 郵 電 公社 法 か らの 抜 粋(イ ギ リス)

電気通信に関する郵電公社の排他的特権

第24条

第1項 この法律の以下の規程に基づいて,定 め られた 日以降,郵 電公社は,英 国全土 で,電 気 一

磁気,電 磁気,電 気化学,電 気機械に よるエネルギー を媒介 とす る次の事項 の伝送 を目的 と

するシステム運用について排他的特権を持つ もの とす る。

(a)会 話,音 楽,お よび他の音響

(b)画 像

(c)音 響 または画像 の形 態以外のすべての ものを伝送(人 と人,物 と物,物 と人すべての場合 に)

す るのに用 い られ る信号;お よび

(d)機 械 または装置 を作動 させ,コ ン トロールす るのに用い られ る信号

第2項 英国内に終始するシステムに関 して,前 項に より付与 された特権 に対す る侵害の場合,シ

ステムの運用者(ま たは別の者が システ ムの異 なる部分 を運用する場合は,そ のすべての者)

は有罪であ り,次 の刑罰 に処する。

(a)即 決 の断罪 に基 づ く,400ポ ン ドを超えない罰金

(b)告 発 に基づ く断罪に よる罰金,ま たは2年 を超えない期間の拘禁,ま たはその双方

英国内で シス テムの一部 を運用 してい る者(ま たは,別 の者が システムの異なる部分 を運

用す る場合は,そ のすべての者)は 有罪であ り,同 様の刑罰 に処す る。

第3項 法人が本条に属す る罪 を負い,そ の罪が,法 人のデ ィレクター,マ ネージャー,セ ク レタ

リー,ま たは同様 なオフィサー,あ るいは,そ の様な資格で行動 しようとす る者の同意 また

は黙認に より行 なわれ るか,こ れ らの者たちの怠慢に よるもので ある場合は,そ の者 も法人

と同様有罪 であ り,訴 追 され罰せ られなければな らない。

この項において,デ ィレクターとい う表現は,産 業,産 業の一部 または企業を営む 目的で

法令 に基づき設立 された国営法人に関 しては,そ の業務が,当 該 メンバーに より管理され る

ため,そ の法人のメンバーを意味する。

第4項 犯行時に異な る部分 が異な る者に より運用されるシステムを運用す ることに よりもた らさ

れるところの本条に属す る犯罪 に関す る訴訟手続 きにお いて,シ ステムのある部分が包含 さ

れてい ることをその者が知 らず,そ して,そ の事実がなければ,シ ステ ムの運用は,第1項

に より付与 された特権の侵害 とはな らなか ったであろ う旨の証明をす ることは,被 告 にとっ

て抗弁の材料 となる。

第25条

第1項 前条の第1項 によ り付与された特権は次の ことに よっては侵害 された とは云えない。
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(a)物 の伝送の唯一の媒体が光であ り,そ れに より伝送 され る物が 目に よってのみ知覚され る方

法 で伝達 される場合の シス テムの運用

(b)シ ス テムに含まれるすべての装置 が,次 の状態にある場合の一個入に よるシステムの運用

(i)そ の者が占有する同一構内の場合;ま たは

㈹ 車,船,航 空機,ホ バーク ラフ ト,ま たは これ らを2つ またはそれ以上機械的に組み合せ

たものの場合,

(c)次 の場合の一個 入によるシステムの運転,

(i)シ ス テムに含まれ るすべての装置がその者のコン トロール下にあ り;そ して

(ii)前 条 第1項 の(a)節 か ら(d)節までの範囲に該当す るものに より伝送 され るすべての ものが,

専 ら国内に終始する場合

第2項 一個入に より遂行 され る業務の場合,前 記の特権は,次 に関す るシステ ムを業務遂行上運

用す ることによっては侵害 された とは云えない。

(a)シ ス テムのすべての装置 が英国にある場合,そ の者 と郵電公社以外の何人 た りとも装置の コ

ン トロールに携わ らない。

(b)(a)以 外 の場合(英 国以外に も装置がある場合),そ の者 と郵電公社以外の何人た りとも英国

内にある装置の コン トロールに携わ らない。

ただ し次の条件付であ る。

(i)前 条 の第1項 の(a)節か ら(d)節の範囲に該当するすべ ての ものが,伝 送中その システムに よ

り, ,別の サー ビスに変え られて しま うことがない。

(ii)音 響 または画像が システムによ り伝送され る場合に,伝 送 中,業 務 を遂行す る者またはそ

れについての管理を行 なっている従業員以外の者 に聞 かれた り,見 られた りす ることがない。

(iiD前 条 第1項 の(c)節で述べた ような信号が システムに より,伝 送される場 合,そ れ らはその

業務 を運用す る者, 、その管理 に従事 している従業員,ま たは,そ の業務の過程で用い られ運

用者に より制御 される物(端 末等?)以 外 に伝達 され ることがない。 ,;そ して

⑩ 前条第1項(d)節 で述べ られた信号が システムに より伝送される場合,そ れ らはその業務 中

以外 に機械や装置を作動 させ,管 理す ることがない。

第3項 システムに含まれる装置 のすべてを郵電公社か ら賃借 した場合,前 述の特権は装置を賃借

した老 に よるシステムの運転 に よっては侵害され ない。そ してシステ ムに含まれ る装置の一

部が都電公社 か ら一個入に賃貸 された装置か ら成 る場合,賃 借 した 装 置 の範 囲 内 のシステ

ムを運用す ることに よっては,侵 害 され ることはない。

箏4項 本セクシ ョンでは"Business"と はTrade,Profession,ま た はEmployment

を含 み.ま た一群の人(法 人化 されてい ようとなかろ うと)に より遂行 されるどん な活動 も

含み,船("Vessel")と は,航 行 で用い られるどん な表現 の もの も含む。
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第26条

第1項 公衆が送信局か'ら直接受信す るために,放 送事業者が音声または画像 を無線通信に より送

信 してい ることのみ を理 由として,本 法第24条 第1項 によって与え られ た特権は,当 該事

業者 によって侵害 されたことにはな らず,ま た,送 信局からまたは,1949年 無 線電信法に

基づいて免許 を受けている中継 サー ビスを媒介 して公衆が直接 に受信す るため,当 該局か ら

無線電信に より送信 された音声 または画像 を受信す ることに よって,こ の特権 は侵害された

ことにはな らなしへo・

第2項 本条 において 「放送事業者 」とは,公 衆が受信す るために番組 を放送す ることを,1949

年無 線電信法に より免許 された者をいい,「 無線電信 」は,同 法 におけ ると同様 の意味 を有

す る。

第27条

第1項 郵電公社は大 臣の承認 を得 て もしくは大臣によ り与え られた授権 に基づ き,条 件 なしに も

しくは免許 に明記 された条件 を付 して,お よび取消 なしにも しくは免許 に明記 された取 消を

留保 して,免 許 に明記されているところに したがい,本 法第24条 第1項 に該当す るシステ

ムを運用す るための免許 を付与す ることができる。 本項に基 づき付与 され る免許 に準拠 して

なされた行為は,本 法第24条 第1項 により付与 された特権 の侵害 に該当 しない。

第2項 前項に基づ き付与 された免許は,当 該免許 に記載 された条件 に したが って取 消されない限

り,そ こに明記 された期間内は,引 続 き効力を有す る。

第3項 第1項 に基づ き付与 され る免許は,す べての人,人 の集団または特定の人に付与すること

がで きる。 この免許には,郵 電公社 に対 して,免 許の付与に当って金銭 を支払 うこと,も し

くは免許の効 力が継続す る間は定期的に金銭 を支払 うこと,ま たはその双方を求 める条件 を

含 めることがで きる。(第1項 に よって与え られた条件 を課す権限 は,こ れに よって害 され

ない)

第4項 郵電公社は,本 条 によ り同公社に支払われなければな らない金銭 を単純契約債務 と同様の

もの として,管 轄権 を有するいずれかの裁判所において請求す ることがで きる。

第5項 第1項 に基づいて付与され る免許(特 定の者に付与され ることになる ものは除 く)は,免

許に よって利益 を受け る人の注意 を当該免許に引 くため適切 であると都電公社が認めた方法

によ り公表されなければな らない。 これによ り付与 される免許は書面 によらなければな らな

ho

第6項 何人 も第1項 に基づ く免許の付与 が,大 臣の承認を得てまたは,大 臣に よって与 えられた

一般的権限に したが ってなされたか否 かをただす ことができない
。 同項 に基づいて付与 され

た免許の有効性 を,免 許が大臣の承認 を得ずにまたは大臣によって与 え られ た一般的権限 に

したがわずに付一与されたことを理 由に して攻撃することはで きない。

第7項 第4項 をスコ ッ トラン ドに適用す る場合 には,「 単純契約債務 と同様の もの として 」は,

省 略されているもの とみなす。
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第8項 本法第6条 第1項 は,郵 電公社が指定 日までに行った第1項 に基づ く免許の付与 を阻止す

る場合には適用 されない。

第9項 第1項 に基づいて付与 され る免許の適用に関 しては,人 の種類 の範囲は,す べての情況 を

記述す ることに よって定義す ることもで きる。

郵電公社 電気通信総本部

1969年 郵 雷公社法

メッセージを伝送す るコン ピュータのための一般免許

免 許

1.郵 電公社は,1969年 郵 雷公社法第27条 に よって与え られた権限を行使 して,以 下に定め

るすべての人 による以下 に定 める種類の電気通信 システ ムの一部の運用が,同 法第24条 第1項

により郵電公社に与え られた特権 を,そ の他の点においては侵害せず,以 下に掲げ る条件む よび

その他の条件 に服す るもので あれば,当 該運用 を免許す る。

免許されるシステ ムの種類

2.免 許 され るシステムの部分は,書 面による郵電公社の承認 を得 て同公社の設備 に接続 され,一

つの回線か ら他の回線ヘ ス トア アン ド フォワー ド方式 によ り,音 声に よる会話 を含 まない

メッセー ジを伝送す るために使用 され るコンピュータおよびその付属装置(以 下 「コン ピュー タ」

とい う)で ある。

免許を付与 れ る人の範囲

3.免 許 を付与 される人は,コ ンピュータを適法 に運用 するすべての者である。

条 件

4.免 許 された コンピュー タは,次 のメ ッセージを伝送するために使用す ることが できる。

(a)親 会社 とその子会社 との間,ま たは同一の親会社に属す る子 会社相互間,ま たは親会社 もし

くはその子会社の1つ と他の者(訳 注:権 利,能 力の主体 た る人であ り法人 も含む,(b)も 同 じ)

の間の メッセージ,た だ し,い ずれの場合 も親 会社 またはその子会社の1つ が コンピュータを

運用 してい る場合 に限 る。

(b)コ ン ビュタを運用 している者 と他 の者 との間の メッセージ。

5.コ ン ピュー タは,賃 借 した都電公社 の国内専用回線,賃 借 した国際専用回線,公 衆 テレックス ・

システムおよび公衆用電話 システ ムと接続 して使用 することがで きる。

6、 国際専用回線 と他の専用回線,ま たは国際専用回線 と公衆 システムの ター ミナル との間でコン

ピュー タに よリメッセージを伝送するに先立 って,郵 電公社の書面による承認 を得た場合には,

コ ンピュータは次の 目的のために使用することが できる。

(a)郵 電 公社の国内専用回線 か ら自動伝送のために他 の郵電公社の国内専用回線,国 際専用回線,

公 衆テ レックス ・システムお よび公衆用電話 システムへ送 られ るメッセージの受信。
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(b)国 際専用回線か ら自動伝送のために他の国際専用回線,都 電公社の国内専用回線,郵 電公社

の国際専用回線,公 衆テ レックス ・システムお よび公衆用電話 システムへ送 られ るメッセー ジ

の受信。

(c)公 衆 テ レックス ・システムか ら自動伝送のために郵電公社の国内専用 回線,国 際専用回線,

公衆用電話 システムお よび他の公衆 テレックス ・ター ミナルへ送 られ るメッセー ジの受信。

(d)公 衆用電話 システムか ら自動電送のために郵電公社の国内専用 回線,国 際専用 回線,公 衆テ

レックス ・ター ミナルおよび他の公衆用電話 ター ミナルへ送 られ るメ ッセージの受信。'

7.コ ン ピュー タまたはそれと接続 した回線 によって伝送 されるメッセー ジはすべて発信者 と受信

者両者間の ビジネス上の取引に関す るものに厳密に限定 され る。

8,コ ン ピュータもしくはそれ と接続 した回線に よって伝送されるメッセージは,す べてその始め

か終 りに郵電公社にわか る言語か コー ドで発信 ・着信を明示 しなければ な らない し,そ の表示は,

そ のメソセー ジの内容(thetextofthemessage)と は独立 なものでなければな らず,ま た

そのメッセージの叙述 自体,先 に述べたと同様,郵 電公社にわかる言語 または コー ドでなければ

な らない。

さ らに,公 衆 テレックス ・システムを介するメソセー ジにはすべて,そ のヘ ッダー部に コンピ

ュータに接続する回線に関 して,郵 電公社が定めたアンサパ ックコー ドを付さねばな らない。

9.こ の 認可 を受けた ものは,つ ぎに列挙す るものの使用 に関係する認可条件,方 式条件,同 意条

件 を変更 した り,更 改 した りしてはな らない。

すなわち,接 続す る機器,郵 電公社の国内専用線,国 際専用線,公 衆 テ レックス ・システ ム,

コ ンピュータと接続 され る電話網 システム

これ らの諸条件 を確認出来ない場合には,そ の コンピュータを使用 してはな らない。

10.郵 電 公社 に公式に(inwriting)権 限 を付4さ れた ものは,社 会的 に妥当k時 間帯 において,

コ ンピュータやそれ と関係 した設備 、ケーブル,回 線お よびそれ らの機能 ・使用態様について立

入検査(inspect)を す る権能 を有す る。

立入検査の実施は,下 記 の目的で,時 に応 じ適当な事前通告 を出 した後,実 施す る。

(a)当 該 コン ピュー タを介 して伝送され るメッセー ジや メッセー ジの レコー ド構成(records

ofmessage)の 検 査のため

(b)特 段 の通告 な しに(withoutfurthernotice)ど ん なメッセージが 当該 コンピュータ

を介 して伝送 されてお り,ま たそれにどん な回線が接続されてい るかを監視するため

(c)当 該 コンピュー タを介 して,テ ス トメッセー ジを送 るため

11.

(a)郵 電 公社は,そ うするにふ さわ しい状況が発生 した場合 には,い つ で も,通 告 を公表す るこ

とに より,当 該 システム全体 または特定 のコンピュータに関す る認可 を取消す ことが できる。

ただ し取 消通告 の期間は6ヵ 月を超えてはな らない。

(b)都 電公社は,特 定の人に関す る認可に関 し,書 面で通告することに よ りいつで もその認可 を
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取消す ことができる。(こ の通告は6ヵ 月を超えてはな らない)

定 義

12こ の認可においては,前 後の文脈か らとくに他の意味を もつ場合のほかは,下 記の辞句は,そ

れぞれ ここで定 めた意味 をもつ ものとする。

すなわち.次 の とお り。

「持株会社 」C¶holdingcompany")お よび 「子会社 」C'subsidiary")は,そ れ ぞ

れ会社法(1948年)の 第154条 に規定された意味に用い られる。

「国際専用 回線 」は,郵 電公社 や郵電公社以外の電気通信行政当局(telecommunication

administrations)ま たは,1ま たはそれ以上の認可 を受けた専用線運用機関(recog-

nizedprivateoperatingagencies)に よって提供 され る公衆交換方式 をとらない回線

であって,英 国やマン島内 と英国やマン島 ・海峡諸島およびアイル ラン ド共和国以外 の地域 とを

結ぶ回線 をい う。

「入 」には(自 然人のほかに)法 人,非 法人 を問わず人の団体が含まれ る。

「都電公社国内専用線 」は,郵 電公社が提供す る公衆交換方式以外の回線であって,英 国や マ

ン島 と,英 国 ・マン島 ・海峡諸島お よびアイル ラン ド共和国 を結ぶ回線 をい う。

「認可 を受けた専用線運用機関 」は,電 気通信行政当局が所掌す る分野 で提供 され る国際公衆

電気通信回線 を電気通信行政当局の認可を受けて運用す る会社や法人をい う。

特 言己(citation)

13.こ の許認可条項は1976(1)の 郵 電公社一般 認可令(thePostOfficeGeneralLi-

cence)と して,特 記され うるものである。

日付1976年5月12日

署 名 郵電公社 を代表 して,BuinCross(郵 電公社 を代表す るよ う指名 され たもの)

「郵便 ・電気通信公社(郵 電公社)設 備への自営装置接続の認可 」

英国郵便 ・電気通信公社

一1969年 郵雷公社法に基づく一

1.認 、 可

1969年 郵 雷公社法第27条 に よって(認 可の権限が与え られている)都 電公社は,下 記に該

当するタイプの,自 営装置か ら る電気通信 システムお よびそれを司 どる者で下記に該当する者に

対 して認可 を行 う。但 し,こ の 自営 システムの運用が,郵 雷公社法第24条 第1項 に よって与え ら

れている郵電公社 の権限(電 気通信に関す る独 占権)等 を侵害 しない こととす る。

2.認 可 できるシステムのタイプ

Lで 記述 されている自営装置の タイプは次の とteioで あ る。

(a)1969年 に制定 され た郵電公社電気通信規約に従 って,郵 電公社で規定された装置,つ ま り同
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規約38条1項 に明記 されている目的のために,同 規約38条2項 に従 って郵電公社か ら承諾書

が与え られた 自営接続装置の場合。

(b)協 定 によって郵電公社で規定された装置,つ ま り.郵 電公社が独 自で承諾書 を発行 した自営接

続装置 の場合。

(c)郵 電公社が コンピュータの接続 のために承諾書を発行 した自営接続装置によって都電公社の設

備 に接続 され るデータ処理用 コン ピュータ。

3,認 可 できる利用者層

郵電公社に よって規定され ている装置 を用いて,電 気通信規約38条1項 に示 されている事項 を

行 う者,あ るいは,協 定に よって認め られた事項を行 う者に対 して原則 として認可す る。

4制 約

(a)認 可 され る自営 システムの運用 においては,電 気通信規約の制約,協 定の条件,as・ よび郵電公

社の発行 した承諾書 に含まれている特別な条件や制約 がある。

(b)下 記 の(c)の場 合を除いて,認 可されたシステムで音声や信号 を伝送す る場合,つ ま り,商 業,

知 的業務.雇 用業務等 を行 う者に よってシステムの運用 をす る場合においては,音 声や信号の発

信元は システ ムの提供者またはそのシステムの利用者に限定 され るとともに,そ の伝送は両者間

での メッセー ジを伝え る目的のみに限定 される。

(c)認 可 された システムが,郵 電公社の国際専用回線 または他の郵電公社専用サー ビスを用いて,

英 国内の一つ以上のポイン トと英国外の一 つ以上のポイン ト間の通信 に利用 され る場合は,次 に

示す利用に限 られ る。

システムの利用が,上 記の専用 回線または専用サー ビスの加入者,つ ま り専用 回線 を借 りてい

る両国の顧客 あるいは,郵 電公社が協定や,電 気通信規約77条 に従 って承認 した者 に限 られ る

とい うことである。,,

(d)郵 電公社は,自 営接続装置の一部または全部 について6ヵ 月以内の予告で理 由を明 らかに して,

い つで も認可を取 消す ことがで きる。

(e)郵 電 公社は,い つで も認可 した者について(6ヵ 月以内の)そ の 旨を記載 した予告文書を手渡す

す ことに より,認 可 を取消す ことがでさる。

5解 説

本文において,特 に断わ らない限 り,以 下 に示す表現 は,電 気通信規約に表現 してい る意味 と同

じである。

"設 備(ま たは装置)"

"国 際専用回線"

"自 営 接続装置"

"専 用 サー ビス"

"加 入 者"

"電 気 通信"

"連 邦 王国"

("installation,,)

(¶竜ihternationalprivatecircuit")

C¶privateattachment")

("privateservice,')

("subscriber")

C¶telecOmmUniCatiOn")

C'UnitedKingdom")
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6.引 用

こ こ で の 認 可 は 「郵 電 公 社 電 気 通 信 設 備 へ の 自営 装 置 接 続 に 関 す る郵 電 公 社 の 一 般 的 な 認 可 」

(hePostOfficeGeneralLicenceforPrivateAttachmentstoPostOf-

ficeTelecommunicationsInstallation)と して 引 用 さ れ る。

7.廃 止

「郵 電 公 社 電 気 通 信 設 備 へ の 接 続 装 置 に 関 す る郵 電 公 社 の 一 般 的 な認 可 」(ThePostOf-

ficeGeneralLicenceforAttachmentstoPostOfficeTelecommunica-

tionsPlant)1973年2月28日 作 成 は,こ れ に よ っ て廃 止 さ れ る。

:㌫隠舳在 ム
(こ の者は郵電公社 の代表 として認 め られている)

参 考 〔以下の文は認可一般(上 記文)と 関係 しない 〕

以下に示す ものは,郵 電公社設備 と電気的 に接続 され,メ ッセー ジ伝送がで きる もので ある。

(a)郵 電公社がこの ような接続 を承認 した もの。

(b)個 別 の承諾 を必要 としない 自営接続装置について郵電公社 の作成 リス トで明確 にされている

者 に よって提供 される機種の場合で,郵 電公社が接続装置について概 略的 な承諾 を与 えている

もの。

また,こ の ような自営接続装置の不認可は,郵 政事業法第24条 で郵電公社に与え られてい

る電気通信の独 占権 を侵害す るような システムの運用 に対 して行われ る。

なお,こ の ような自営接続装置の独 占の認可 を多量 に発行 しないために,本 文 では,郵 電公社

社 が自営接続装置 に対 して承諾書 を発行 し,か つ,本 文に記載 されてい る制約に従 う限 りにお

いて自営接続装置 の購入者 による合法的 な利用を認めることに している。

英国郵電公社の コン ピュー タ政策(国 内)

1.郵 電公社(以 下POと 略す)は,POが 提 供 している専用網及び 公衆網 を使用す る自営 コンピュ

ータの運用を許可す る
。

データ処理 を行っているコンピュータ会社 に加入 している顧 客は,POの 網 を利用 してデータを

伝送 し,コ ンピュータ会社で処理す ることができる。

この場合,デ ータ処理 を伴えば発信者 と受信者の間に特 に制限はない。

2.デ ー タを処理するシステムにおいて,メ ッセー ジは,あ る コンピュー タか ら他の コンピュ一夕ヘ

スィ ッチでき,時 々貯蔵 され.デ ー タの処理が行 われて出力され る。

POの 電 気通信設備へ接続す るために必要 な自営の接続装置の許可証は,POで 発行す る。

この許可証は,デ ータをコンピュータで処理で きる自営運用の許可証であ り,コ ピーを添付する。

3.POの 公衆 データ網は,公 衆電話網,公 衆 テレックス網,POの 専用網への接続 のための下準備
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であるc

専用網の1つ の端は この公衆 データ網へ接続できる。

POは,専 用網 の利用料金は固定である。つま りお客が網へ接続 して も叉 トラピック量が増減 し

て も料金は変 らない。

4.メ ッセージ交換 コンピュータの 自営運用 は,POが 発行す る許可証 を持 っている者に限 られてい

る。

メ ッセージの変更は次の範 囲で可能 である。

① 一会社 とその子会社間,系 列会社の子会社間,同 一会社内

② コンピュータ会社 と不特定 の会社間

5.お 客が電気通信 サー ビス以外のサー ビス,た とえば メッセー ジ交換 コンピュー タが な く経済的k

電 話注文の企画 を考えていて も,い ままではPOが これ らに必要 とす るサー ビスを提供で きなかっ

たが,今 後はこれ らの活発 な動向に対 して 自営許可を考えるべ きだろ う。

6POで の メッセージ交換の定義は,メ ッセージの1電 文が システムの1つ の端 か らもう一方 の端

まで実質的に不変 であ り,メ ッセー ジの処理が行 われていない とい うことである。

メッセー ジのあて先は,シ ステムで追 加叉は変更され るが これは処理 ではない。また,項 目や表

でメッセー ジを変更す ることも処理 ではない。

7.メ ッセー ジ交換政策は,目 下PO内 で再検討 を活発に行 っている最 中であ り,政 策におけ る重大

な修正叉は メッセージ交換の定義 は これ らの検討結果か らでて くるで あろ う。

8.POの 電 気通信事業 の独 占権 を決 めている1969年 のPO規 約の一部 を添付する。

"
システムの運用"の 期間,運 用 における操作のあ り方について世界一流であることが見い出せ

よ う。
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4 調 査 国 資 料 要 約 集

機関名 ◆GMD(1)

yFal

BriefOutline

(GMDの 概 要)

(10×21cm版, 5ペ ー ジ)

%,2

GuidetoS.tudyandResear-

chlnformaticsFederalRe-

publicofGermany

(情 報 の 調 査 研 究 の 指 針)

(B5版,66ペ ー ジ)

%3

0rganisationsplan

(GMDの 組 織 図)

'GMDの 目的 と機能 について記述されている
。

主な 目的 と機能は,

① データ処理 の研究 と基礎開発お よび コン ピュー タ産業

への助成

② デー タ処理 のアプ リケー シ・ンについての将来開発

③ 公的分野(機 関)に おける効率的なデータ処理利用 の

振興お よび開発

④ 公的分野(機 関)に 対す る訓練 とコンピュー タ処理 サ

ー ビスの助成

西 ドイソの総 合大学,専 門大学お よび民間を含む研究機

関におけ る情報(処 理)分 野に関す る研究項 目と研究 プ ロ

ジェク トの中心 とな る人物名が記述 されてい る。

大学は,ベ ル リン工業大学以下30大 学,民 間を含む研

究機関は,Max-Planck研 究所 をは じめ9機 関が紹介

されてい る。

GMDの 組織図

GMDに は,理 事 の下に,6部 局 と11の 研 究室がある。

主な部局 と しては,

ZA(中 央 部)

TA(技 術 部)

APM(プ ロジェク ト管理部)が あ り

また主 な研究所 としては,

IFV(テ レプ ロセ シング研究室)

1'IS(イ ンフォメーシ ョンシステム研究室)

IST(ソ フ トウェア技術研究室)

RZ(計 算 セ ンター)が ある。
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機関名:GMD(2)

%4

(GMDの 各 部局の概要)

(A4版,14ペ ー ジ)

允5

KOMEX

(KOMEX通 信 実験)

%.6

FirstInternationalMeeting

ofNationalInformaticsIn-

stitute

(国 立 情 報 研 究 所 の 第1回 国 際 会 議)

92ペ ー ジ)

GMDの 各部局の持つ機能ならびに具体的研究(作 業)

項 目

GMDに は,ヒ ュ ー マ ン ・イ ン タ ラ ク シ ョ ン の 新 形 態 を

研 究 す るKOMEXと い う プ ロ ジ ェ ク トが あ る。

KOMEXは コ ン ピ ュー タ会 議 シ ス テ ム の 開 発 お よび 実

験(1979年 第2四 半 期 開 始 予 定)を 目的 と して い る。 こ

こ で,コ ン ピュ ー タ会 議 と い う の は,コ ン ピ ュ ー タ を利 用

して 分 散 して い る グ ル ー プ(人 間)間 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン を サ ポ ー トし よ う とす る もの で あ る。

コ ン ピ ュ ー タ会 議 シ ス テ ム の 機 能 は 次 の と う りで あ る。

① オ フ ィス サ ポ ー ト

② 会 議 用 デ ー タ ベ ー ス

③ 会 議 の コ ン ト ロー ル

④ シス テ ム の コ ン ト ロー ノレ

⑤ メ ッ セ ー ジ交 換 シス テ ム

本会議はGMDの 後 援に よって,1973年6月14～15

日に開催 され,そ の 目的は,関 連研究所相互の コ ミュニケ

ー ションの向上 と国立情報研究所 の活動範 囲の明確化 であ

るo

本 資料は,こ の会議 の内容 の一部以外に関連研究所の形

態,活 動 目的,組 織お よび主 な研究分野 について述べてい

る。

わが国か らは,JIPDECが 参 加 してい る。
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Mal

PlanungshilfefurdieDat-

enfernver-arbeitung

(デ ー タ通 信 の た め の 計 画 手 引)

(A4版,24ペ ー ジ)

%2

DatenubertragunguberFern-

meldewegederDeutschen

Bundespost

(西 ドイ ツ郵 電 省 の 通 信 回 線 に よ る デ

ー タ伝 送)

(A4版,14ペ ー ジ)

Ma3

1ntegriertesFernschreib-

undDatennetzderDeutschen

BundespostmitEDS

(EDSに よ る西 ド イ ツ郵 電 省 の テ レ

ッ ク ス ・ダ テ ッ ク ス統 合 網)

(A4版,11ペ ー ジ)

%4

Datenubertragungimoffen-

tlichenDatexnetzUbertra-

gungsgesschwindigkiten

biszu9600bit//s

(公 衆 ダ テ ッ ク ス網 に よ る デ ー タ伝 送,

9600b/sま で)

(A4版,7ぺ_ジ)

西 ドイソ郵電省

西 ドイツ郵電省の提供 す るデー タ伝送 サー ビスについて,

将来計画 も含め,そ のサー ビス内容,技 術的問題等につい

て解説 した資料,電 話網,テ レックス網,ダ テ ックス網,

パ ケッ ト交換網,ダ イレク+コ ール網 お よび加入者設備

等にっいて説明されている。

西 ドイツ郵電省の提供 するデータ伝送サー ビスについて

解説 した もの。用語の定義 に始 り,電 話網,テ レックス網',

ダ テ ックス網,EDSに よるテレックス ・ダテ ックス統合

網,ダ イレク トコール網,専 用線 について説明されている。

西 ドイツ郵電蓄は回線交換に よるデ ィジタル ・データ網

を建設 中であるがtこ れはEDS(電 子 デー タ交換機)を

使用 し,従 来 のテレックス網,ダ テ ックス網,ダ イレク ト

コール網 を統合 しようとい うものである。

本冊子は,こ のテレックス ・ダテ ックス統合網の基本的

サー ビス と,短 縮 ダイヤル,ダ イレク ト ・コール等の付加

サー ビスの内容 について概 説 した ものである。

デ ィジタル ・データ交換サー ビスであるダテ ックスの概

説書。

ダ テ ック ス200(50～200b/s)

ダ テ ッ ク ス300(300b/s)

ダ テ ッ ク ス2400(2,400b/s)

ダ テ ッ ク ス4800(4,800b/s)と

ダ テ ッ ク ス9600(9,600b/s)に つ い て 解 説 し て
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機関名:西 ドイツ都電省 ②

資 料 名 概 要

%.5一 西 ドイツ郵電省が提供 してい るデー タ伝送 サー ビスにつ

'r
DatenubertragunguberFern一 いて,伝 送速度別 に,そ の概要 を一覧表 に した もの。

meldewegederDeutschen

Bundespost

〔西 ドイツ郵電省 の通信 回線によるデ
、

一夕伝送(そ の可能性について)〕

(A4版,3ペ ー ジ)

%,6 西 ドイ ツ郵電省で提供 してい る以下のデー タ伝送サー ビ
}

,
Fl

WichtigeGebuhrenfurdie ス について料金 をま とめたもの。

BenutzungvenFerumelde　
・ テ レ ッ ク ス 網

'

・ wegenzurUbertragungvon 。 ダ テ ッ ク ス 網

Daten ・ ダ イ レ ク ト ・ コ ー ル 網

(デ ータ伝送用通信回線の主要な料金) 。 専用線

(A4版,4ペ ー ジ)
。 電話網

%7 西 ドイ ツ郵電省は,新 しい電気通信サー ビスに対する需一

●

●

UberlegungenderDeutschen

コト
BundespostzurEinfuhrung

ノロ
einesoffentlichenDaten-

packetvermittlungs-dienstes

(公 衆 デ ー タ パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス に

対 す る郵 電 蓄 の 考 え 方)

(A4版,5ぺ_ジ)

要 を満たすため,パ ケ ット交換サー ビスの提供 を考えてい

る。 ここでは,パ ケッ ト交換の概念図,サ ー ビス内容の一

覧表,モ デル料金が示 されている。

塑
Monthlyrentalforleased

voicegradecircuitebetween

theFederalRepablicof

GermanyandJapan

(日 独 間 に お け る音 声 級 専 用 回 線 の

料 金)

(A4版,2ペ ー ジ)

西 ドイツ郵電省 と日本の間の音声級専用回線の月額料金

表と電信級専用回線の,月額料金表。
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機関名'西 ドイツ郵電蓄(4>

%14

Gebuhrenimoffentlichen

Direktrufnetz

(公 衆 ダ イ レク ト ・コ ー ル網 の料 金)

(15×15cm版2ペ ー ジ)

%15

NeueMoglichkeitenfurdie

Datenubertragungmitden

VereinigtenStaatenvon

Amerika

(米 国 と の デ ー タ伝 送 に お け る新 しい

可 能 性)

(A4版,1ぺ_ジ)

公衆 ダイレク ト・コール網 の料金早見表。

1977年8月1日 より,西 ドイツと米国間の新 しいデー

タ伝送 の形態が可能 となり,米 国のテ レネッ ト.タ イムネ

ッ トに接続 されてい る計算会社,デ ー タバンクへの アクセ

スがで きる ようになった。 このパンフレッ トでは,そ の伝

送速度 とコー ド,加 入方法,料 金 について説明されている。

、

■
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●

機関名 西 ドイソ郵電蓄(3)

Mag

DatelDienste

〔ダ ー テ ル ・サ ー ビス(公 衆 電 話 網 に

よ る デ ー タ伝 送

4,800b/sま で の伝 送 速 度)〕

(A5版,20ペ ー ジ)

%.10

DatelDienste

〔ダ ー テ ル ・サ ー ビス(公 衆 ダ イ レ ク

ト ・コ ー ル網 に よ る デ ー タ伝 送

48,000b/sま で の 伝 送 速 度)〕

(A5版, 12ペ ー ジ)

%.11

1nternatiOnale

Fernmeldemiet-1eitungen

(国 際 専 用 線)

(A5版,14ペ ー ジ)

%,12

Gebuhrensenkungim

Fernmeldienst

(電 気 通 信 サ ー ビス の 料 金 値 下 げ)

(A5版,2ペ ー ジ)

%13

WichtigeGebuhrenfur

internationaleFernsprech

　u,

Telegrafenmietleitungen

(国 際 電 話 電 信 専 用 線 の 主 要 な料 金)

(A5版,4ペ ー ジ)

電 話 網 に よ る デ ー タ伝 送 サ ー ビス の 概 説 書 。

200(300)b/s1,200b/s2,400b/s,

4,800b/s用 の 各 モ デ ム に つ い て,主 と して 説 明 さ れ てk・

そ の 他,国 際 通 信,加 入 申 込 み 等 に つ い て 記 述 さ れ て

い る。

西 ドイツ郵電蓄が提供 しているダイレク ト・コール網に

ついて概説 した もの。

ダイレク ト・コール網は,機 能的には専用線 と類似のサ

ー ビスであるが .西 ドイソにおいては専用線の使用制限が

厳 しいため作 られた もので ある。 伝送速度は,非 同期式で

50b/s,200b/s1,200b/s同 期 式で,2,400

b/s4,800b/s9、600b/s48,000b/sが 提供

され る。

国際専用線の利用手引。

電話専用線,電 信専用線,広 帯域専用線について概用を紹

介 し,申 込から賃貸期間,料 金等について解説されている

1978年7月1日 に行 われた通話料の値下げ と1979年

1月1日 に行 われるダテ ックス網,ダ イレク ト・コール網,

電 話網(モ デム)の 料金値下げについての一覧表。

国際電話電信専用線の料金表
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%.1

PublicDateNetworks

Europe

(ヨ ー ロ ッパ の 公 衆 デ ー タ ネ ッ トワ ー

ク)

%.2

EuropeanTelecommunication

Enrironment

(ヨ ー ロ ッパ の 電 気 通 信 事 情)

%.3

LaGaudelaboratory

(ラ ・ゴ ー ド研 究 所)

IBMラ ゴー ド研究所

ヨ ー ロ ッパ の 公 衆 デ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク の 現 状 及 び 将 来 に

わ た っ て の 実 現 状 況 に つ い て 述 べ た パ ン フ レ ッ トで あ る。

記 述 内容 は,回 線 交 換,パ ケ ッ ト交 換 の 一 般 的 な利 点 と

解 説 図 に 加 え,ヨ ー ロ ッ パ 各 国(オ ー ス ト リア,ベ ル ギ ー

フ フ ン ス,ド イ ツ,イ タ リア,オ ラ ン ダ,北 欧,ス ペ イ ン,

ス イ ス,イ ギ リス)に お い て,1978年 か ら1982年 に

致 る ま で,各 々 の 年 ご と に 公 衆 デ ー タ ネ ッ ト ワー ク の 構 築

状 況 を 図 示 して あ る。

ヨー・ッパの電気通信事情 について各国PTTの 提供 す

るサー ビスの現状及び現在電気通信 に関 してCCITTで

議 論されている内容について述べた もの である。

主にCCITT,各 国PTT,CEPT(ヨ ー ロッパ郵

便電気通信主管庁会議)の それぞれの関係及び役割 りにつ

いて述べ られているほか,CCITT第3研 究委員会(S

G皿 一一般料金原則)の 作業部会WP皿/1(賃 貸 回線の

提供条件)の 検討状況について述べ られてい る。

IBMの ラ ・ゴー ド研究所 のパ ンフ レッ トである。 この

研究所は,IBMの 中 で電気通信 と通信処理装置 の研究 ・

開発を行 ってk・り,1976年 か らは通信制御の分野でも大

きな役割 をはた してきてい る。本パ ンフレットは主に研究

所の次の ような業務 あるいは部門について説明 した もので

ある。

開発 グルー プ(ス ウィソチ ングシステム,モ デム,通

信制御装置等)

一 般業務(管 理 ,技 術情報 センター)

技術情報セ ンター)

技 術部 門(先 導的技術,デ ータ処理 センター,工 業意

匠等)

製 品研究部門

特許運営部門

ス ウィッチ ング ・システムの販売サポー ト

通信処理 デモンス トレーションセンタ 等
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●

機関名 PTT(逓 信省)他(1)

資 料 名 概 要

%1 電気通信総局の組織表一

OrganisationlelaDirection

GeneraledesTelecommunica一

tions

(電気通信総局組織表)

(A4版,4ぺ_ジ)

%.2 1.逓 信 省の組織(中 央管理部 と外局か らなる)一

OrganisationdesTele一 2.電 気通信の企業としての側面を示す統計図表

COmmUnicatiOnS ① 投資額の経年推移表

(電気通信組織図) ② 主要回線数 〃

③ テ レックス加入者数 〃

④ 電話普及率 〃

⑤ データ通信端末数 〃

⑥ 電話自動化率 〃

⑦ 職員数 〃

3.電 気通信総局の組織図および各部門の説明

(A4版,21ペ ー ジ) 4.外 局 の組織お よび各部門の説明

%3一 1.国 家 経済 におけ る電気通信

LesTelecommunications 2.電 気通信関係予算

(電 気通信パ ンフレッ ト) 3.サ ー ビスの拡張(各 種新 サー ビスの紹介)

4.電 気 通信の使命

5、 技 術革新

6.フ ランスの電気通信産業

(A5版,223ペ ー ジ) 7電 気通信の外部資金

%.4一 1,一 般 指 標

LesTelecommunications 2.需 要 と市場

(図 説電気通信1977年 度) 3,サ ー ビス の 質

4.ト ラ ピ ッ ク

5.電 気 通信設備

6.職 員

7財 務諸表

(B5版,59ペ ー ジ) 8.実 行 計画
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機関名'PTT(2)

%,5

Teleinformatiqueetreseaux

Specialises

(デ ー タ 伝 送 と 特 殊 ネ ッ ト ワ ー ク ・パ

ン フ レ ッ ト)

(A4版, 26ペ ー ジ)

%6

TRS,teleinformatiqueet

rOseauxspecialisesTarifs

(TRS,デ ー タ伝 送 と特 殊 ネ ッ トワ

ー ク料 金 表)

(A4版,26ペ ー ジ)

yJTa7

TRANSPAC

FrenchpublicPacketSwit-

chingDateTransnlission

Network

(ト ラ ン ス パ ッ ク)

(A4版, 28ペ ー ジ)

概

データ伝送 とは何か

電気通信網の概念

テ レックス

電話網

カデューセ網

トランス プレックス網

トランスパ ック網

専用線

コ リーゼ

10.SESAME(特 殊 ネッ トワーク)

11.テ レ ビ会議

12.デ ー タ伝送 に よる予約サー ビス

テレックス等の回線交換網,デ ータ伝送の特殊 ネ ッ トワ

ークの料金表

フ ラ ン ス郵 電 庁 が 開 発 した,パ ケ ッ ト交 換 網 「 トラ ン ス

パ ッ ク 」は,1978年6月 よ りサ 一一ビス 開 始 さ れ るが,こ

の トラ ン ス パ ック を 紹 介 した パ ン フ レ ッ トで あ る。

内 容 は

1.リ モ ー トデ ー タ処 理 の 現 状 や ニ ー ズ の 動 向

「 トラ ン ス パ ッ ク 」の概 要

ト ラ ン ス パ ック の サ ー ビス 内 容

4.料 金 制 度

ト ラ ン ス パ ック の 使 用 例

標 準 化(CCITTX25)と 諸 外 国 の ネ ッ トワL-一ーク

開 発 状 況

に つ い て 述 べ て い る。
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機関名 PTT(3)

Mo.8

TRANSPAC

(ト ラ ン ス パ ッ ク)

版, ペ ー ジ)

%.9

TRANSPAC

TheFrenchPublicPacket

SwitchingNetwork

(ト ラ ン ス パ ッ ク)

(A7版, 5ペ ー ジ)

%10

TRANSPAC

-marketingissuesina

publicpacketnetwork:

mlpactonusers,network

andservicedevelopment

(A4版, 23ペ ー ジ)

上記資料(y15.7)の 仏 語版

1978,6に サ ービス開始 されるフランスのパケ ット交

換網 「トランスパ ック 」のパ ンフレッ トである。

内容は,

トランスパ ンクの網構成

提供され るサービスの項 目

料金に対する基本事項

パケッ ト交換技術のセールスポイン ト

が記述 してある。

公 衆 パ ケ ッ ト網 ト ラ ンス パ ッ ク の マ ー ケ ッテ ィ ン グ 問 題

を 中 心 に記 述 した もの で あ る。

ト ラ ン ス パ ック の 概 観

(ト ラ ン ス パ ッ ク の概 要,サ ー ビス 内 容,料 金 に つ い

て)

2.ユ ー ザ へ の イ ンパ ク ト

(本 論 文 の メ イ ン部 分 … …23頁 中 約12頁 を さ い

て お・り,タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・シ ス テ ム あ る い は リモ

ー トバ ッチ シ ス テ ム へ の 適 用 の ほ か
,10の 事 例 に あ

て は め て,通 信 コ ス トの 比 較 を行 っ て い る。

ト ラ ンス パ ッ ク の マ ー ケ ッ ト

ネ ソ トワ ー ク とサ ー ビス の 開 発

(ネ ッ トワー ク 設 計 及 び サ ー ビス の 拡 張 性 に つ い て述

べ て い るo
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機関名PTT(4)

資 料 名 概 要

%11

TheFrench

Telecommunications

thelargestinvestorin

France

(フ ラ ン ス の 電 気 通 信)

(B5版,7ペ ー ジ)

フランスでは電気通信の分野で他の先進工業国に対 して

これまでつけ られていたギャップを取 り戻すための努力が

主 に1970年 か ら着手 された。このパ ンフレソ トは この試

みの1977年 におけ る結果の概要 を述べた ものである。

電 話………新規申込数,電 話増設数,積 帯期間,ダ イ

ヤル化率,加 入電話数等

そ の 他 ………テ レックス加入数,デ ー タ端末数の伸び,

1977に おけるフランス電気通信 の大略

先進工業諸国に比 して普及率

1976～1980年 の第7次 発展計画等

%12

Telesystems

DATEPROCESSING

ANDNETWORKING

(テ レ シス テ ム ズ,デ ー タ処 理 と ネ ッ

ト ワー ク)

(A4版,29ペ ー ジ)

テ レシステムズは1969年 に 創立されたデー タ処理 サ

ー ビス会社で あ り
,基 本的 に遠隔データ処理 と電気通信 の

分野でサー ビスを行 ってお り,FranceCables&

Radioグ ルー プに属 してい る。

この本はテ レシステムズの会社 の事業内容 を記 した もの

であ り,サ ー ビスの分野や内容(例 えば ネッ トワークサー

ビス,コ ン ピュータシステム,デ ータ伝送 システ ム等),

各分野 での代表的なサー ビスや訓練の メニュー,こ れまで

の政府機関,金 融機関及び産業界等で手掛けてきた システ

ム等 を述べ るとともに,代 表的 メニューであるランスプ レ

ックス(デ ー タ伝送部門),コ メ ッ ト16(メ ッセー ジ交

換 システ ム),CAM16(国 際電報交換 システム)に つ

いて,紹 介 している○

%,13
'

Telesystems

(テ レ シ ス テ ム ズ)

(A4版,7ペ ー ジ)

1.ネ ッ ト ワ ー ク サ ー ビス

2.電 気 通 信 の 管 理

3.銀 行 業 務 用 セ ン タ

4.様 々 な 多 重 通 信

5.デ ー タ伝 送 シ ス テ ム
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機関名 IRIA(1)

資 料 名 概 要

%1一 1.取 締 役会の構成

IRIA. 2.組 織

RAPPORTDUCONSEIL 3,概 要

ノ
DADMINISTRATION 4.1977年 の 主要活動

(取締役会の報告書) 5.SESORI(情 報 化研究の総合サー ビスと指導 を行 う'

部局)

6.開 発計画部

7SEFI(情 報関係の研究員の教育を行う部局)

8.CEPIA(情 報 ・自動化の実務的研究センタ)

9.国 際科学技術部

10.広 報 部

11.計 算 セ ン タ

(A4版,98ペ ー ジ) 12.経 理 部

孤2 IRIAの 出版 物 の カ タ ロ グ 集(1977.11.1)

CATALOGUEDES

PUBLICATIONSDE

,

LIRLA

(出 版物 のカタログ)

(A5版,109ペ ー ジ)

%.3一 下記の論文が集録 されてい る。

BULLETINDE ・ 適切な分権体制

LIAISONDELARE一 ・ 取引業者 との関係 ,必 要 とされ る調整

CHERCHEENINFOR一 。 デー タ伝送 の標準化に関する見解

MATIQUEETAUTO一 。 その他

MATIQUE

MAI1977

(論文集)

(A4版,32ペ ー ジ)
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機関名'PTT(5)

Ma14

GETMOREFROMYOUR

TVWITHANTIOPE

TELETEXTSYSTEM

(TELEGEN)

(ANTIOPE

テレテキス トシステム)

(A4版,

%15

ANTIOPE

(TELEGEN)

(ANTIOPE)

(A4版,

7ペ ー ジ)

7ペ ー ジ)

ANTIOPEは,既 存 の放送お よび伝送網を利用 し,7

色,図,地 図,見 出 しな どの情報 を提供す る。

ANTIOPEは,す べ てのテレビ ・システムと放送,ケ ー

ブル網,電 話網,ビ デオカセッ ト ァー フ ビデオデ ィス

クなどのすべての放送,伝 送設備 に適合する。

テレビ受像機 には,デ コーデ ィング装置 と小さなキーボ

ー ドをとりつけ る。情報は フロッピーデ ィスクか コン ピュ

ータに記憶 され ,ラ ジオ,テ レビ,電 話,ケ ーブル,テ ー

プ,カ ー トリッジな どの伝送手段で,同 時に放送される。

ANTIOPEは,C.C.E.T.Tに よ っ て 開 発 さ れ,フ

フ ン ス,テ レ デ ィ フ ユ ジ ョ ン網 で 実 験 が 行 わ れ て い る。

本 資 料 はANTIOPEを 紹 介 した パ ン フ レ ッ トで,内 容 は 以

下 の と お りで あ る。

ANTIOPEの 建 設

伝送方式

受信装置

ANTIOPEサ ー ビス

将来の可能性

C.C.E.T.Tで 行 われているその他の研究

注)C.C.E.T.T;テ レ ビ,電 気通信研究 センタ

9
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機関名 IRIA(2)

資 料 名 概 要

%,4 。 会議の状況 について

BULLETINDELIAISON 。 研究の推進活動

DELARECHERCHEEN ・ 研 究 センタの紹介

INFORMATIQUEET 。 その他

AUTOMATIQUE

MAI1978

〉

(論文集)

(A4版,28ペ ー ジ)

%5『 。 先 導 的 プ ロ ジ ェ ク ト

同 上 ・SPARTACUSプ ロ ジ ェク ト

JUIN1978 。SIRIUSプ ロ ジ ェ ク ト

。SURF'プ ロ ジ ェク ト

(A4版,36ペ ー ジ) ・ その他

%,6 。IRIAのSIMCNEチ ー ムの活動状況

同 上 。SESAMEプ ロ ジ ェ ク トの 紹 介

JUILLET1978 。 ニ ー ス のPASCAL

(A4版,36ペ ー ジ) ・ その他

%.7 研究論文の要約集

IRIA 1974年 度 版(約50論 文)

LABORATORIEDERE一

CHERCHEENINFOR一

MATIQUEETAUTO一

MATIQUE

PARUSEN1974

(1974年 度

研究論文の要約集)

(A4版,15ペ ー ジ)

%8 研究論文の要約集

同 上 1975年 度版(約50論 文)

1975

(A4版,16ペ ー ジ)
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機関名:IRIA(3)

塑

同

(.A4版 ・

%10

CYCLADES

(シ ク ラー ド)

(A4版,

1977

20ペ ー ジ)

34ペ ー ジ)

Mall

Cycladesabstracts

(シ ク ラー ド関 係 論 文 要 約 集)

(A5版,47ペ ー ジ)

yira12

Cycladesabstracts

(シ ク ラー ド関 係 論 文 要 約 集)

(A5版,80ペ ー ジ)

%13

CYCLADES

LECONCENTRATEUR

TERMINAUX

(シ ク ラー ドの端末機)

研 究論文 の要約集

1977年 度 版(約60論 文)

シク ラー ドの概要 を主に次の5項 目について記述 してい

る。

1.シ ク ラー ドについて,そ のハー ド,ソ ーフ トの特長,初

期概念,機 能,通 信規約

2、 シクラー ドのサブネ ットである シガールについて,シ

クラー ドとの論理的アクセス方法,フ ロン ト・エン ド・

プロセ ッサの使用

今 日の シク ラー ドの現況

ネソ トワークの標準化の可能性

研究用の ネッ トワークであるシクラー ドの産業的側面

シクラー ド・ブ・ジェク トで作成 した報告書の概要集

(1976.6分)

シ ク ラー ド・プ ・ジェク トで作成 した報告書 の概要集

(1978.7分)

シ ク ラー ド・ネッ トワークにアク セスす るための利用方

法,操 作手順についての説明書。

接続

ロー カルモー ド,接 続 モー ド

サー ビス との接続

切断

端末機のパ ラメータ

その他
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機関名 IRIA(4)

%.14

1RIA

ApPlicationofaSystems

science

ApproachtotheDevelop-

mentofToolstoAidthe

Physica11yHandicapped

(身 障 者 機 器 の 開 発 へ の シ ス テ ム 科 学

的 ア ブ ・ 一 チ)

(A4版,8ペ ー ジ)

ylTa15

1RIA

TheSPARTACUS

Telethesis

ManipulatorControland

Experimentation

(身 障 者 機 器 シ ス テ ム の 管 理 手 法 と実

験)

(B5版,22ペ ー ジ)

%.16

PUBLICATIONS

SPARTACUS

(SPARTACUSプ ・ ジ ェ ク ト関 係

論 文 索 引)

(A4版,12ペ ー ジ)

%17

ABriefSurveyofthe

SIRIUSProject

(SIRIUSプ ロ ジ ェ ク トの 調 査 概

要)

本資料は1976年 フ ランスで開催 された科学的健康 管理

システム会議に提出された ものである。その内容は,

IRIA(機 関)は1975年 に身障者機器 を開発す るパ イ

ロット・プ ロジェク トをス ター トした。 このプ ロジェク ト

を担当す るのは,IRIAの 命 を受けた医学,生 理学,機 械

及び制御工学,さ らには コン ピュータ技術か らな る各 グル

ープである
。

資料 では,プ ロジェク トの 目的,フ ロシェク ト・チーム

の編成,調 査研究の目的等について説明を行 っている。

実験 システムでは2人 の重症身障者(四 肢まひ患者)を

使い,彼 らの頭部動作 により遠隔制御義手・(ミニコンによ

り制御 される産業用 ロボヅ ト義手)を 操作する とい う方法

で進め られている。

柔軟な制御 と多様な(エ ネルギー)変 換器の開発がこの実

験のポイン トになるo

今 までの ところ,2人 の重症身障者に よってその便利性

が実証 されているが,今 後の課題 としては特 に位置制御,

速 度制御等 をより効率的な ものにする必要がある。

SPARTACUSプ ロ ジェク ト関係論文 の索引

SIRIUSプ ロ ジェク トの 目的,チ ーム編成,調 査研究

プラン等 を紹介 したものであ る。

本 プロジェク トは,フ ランスの ユーザや,情 報処理業界

の協力を得て,分 散アプ リケーシ ョン,分 散データベース

の調査研究 を行 う。
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機関名'IRIA(5)

(A4版, 3ペ ー ジ)

%.18

1ssueinDistributedData

BaseManagementSystem

ATechnicalOverview

(分 散 型 デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム の

技 術 的 検 討)

(A4版)

Ma19

AlgorithmsForDis-

tributedData-Sharing

SystemsWhichUse

TICKETS

(TICKETSを 利 用 した 分 散 型 デ ー

タ 共 同 利 用 シス テ ム の 論 理)

(A4版, 14ペ ー ジ)

%.20

1SO

ProvisionalReference

ModelofOpenSystems

Architecture

(開 放 型 シ ス テ ム ア ー キ テ ク チ ャ の 暫

定 モ デ ル)

(A4版,79ペ ー ジ)

プ ロジェク トは1976年6月 にス カー トし1980年 ま

での4年 間に,分 散 アプ リケー ション,分 散データベース

を構築す るための概念の定義付け,実 験に よる検証,方 法

論の見い出 し等 を行 う。

分散型 デー タベース管理 システムの設計,方 法,ア ーキ

テクチャ,機 能につい て述べ てい るoま た,デ ータベース

設計におけ るデー タ記述 レベルの対応(内 部,外 部,概 念

の各 スキーマ)お よび保全,制 御について記述されている。

本書の結論 として,技 術的 に商用化は可能 と してい るも

のの,プ ライバ シーや秘密保護 に注意 を払い,社 会的に受

け入れ られる条件 を作 っていかなければな らない としてい

る。

分散型データ共同利用 システ ム(DDSS)に おけ るデ

ー タの一貫性 を確立 す るためDDSSの アーキテクチャとDB

アク セス手順のアルゴ リズムについて述べている。

DDSSの ア ーキテクチ ャでは,ス トレージプロセッサが

すべてのDBに アクセスす るもの と,ス トレー ジプロセ ッサ

と分割化されたDBが1対1に 対応 してアクセスす るもの

について,ま た,DBに ア クセスす るための手順を要求度

合に応 じ4種 類のアル ゴ リズムに区分け し(チ ケ ッティン

グと称 している)解 説 してい る。

ネッ トワークアーキテクチャのプ ロトコルや インタフェ

ースの国際標準化 を行 うために ,ISO/TC97/SC16

WG1に お いてま とめ られた,よ り高位 のプ・ トコノレを含

む"開 放型 システ ムの システム相互接続 の暫定 モデ ム"に

関す る一般的 な構成お よび暫定モデルにおけ る各層につい

て記述 されている。
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機関名 IRIA(6)

資 料 名 概'要

%.21 。TRT社(フ ラ ン ス)の モ デ ム の パ ン フ レ ッ ト

MODEMS 。SEMATRANS(商 品名)の 特徴 と写真 を紹介 して

(モ デ ム) い るo

モデ ム10種(TRT社9種,TEKADE社1種)

試験装置,回 線終端装置等(5種)

・SEMATRANSの 製作会社 を簡単 に紹介 してい る。

TRT社(フ ラ ンス)

MBLE社(ベ ル ギ ー)

TEKADE社(ド イ ソ)

PYETM.C社(イ ギ リス)

(A4版,47ペ ー ジ) PHILIPS-TM.C社(イ ギ リス)

%.22 CP50は,大 容量 の公衆 デー タパケ ッ ト交換網(ト ラン

CP50 ス パ ソク,ユ ー ロ ネ ソ ト)の た め に 選 ば れ た 交 換 シ ス テ ム

であ り,TRTとTITに よ り共同開発 された。CP50は,

デ ータを蓄積するメモ リ,お 互 いにバ ンクア ップ し合 う2

つ の交換 リンク,2つ の リンク間の回線接続 システ ムか ら

(A4版,6ペ ー ジ) な る。 ま た,デ ー タ の 管 理 は,汎 用 コ ン ピ ュ ー タ が 行 う。

孤.23 1978年7月4日 に開催 された情報委員会でのCTI(

CTI 技術 情報センタ)の 紹介。
'

PresentationduCentre ・1978年3月24日 に ク レアン トで行われたCTIの

TechniqueInformatique 決議の抜粋。

(技 術 情報 センタの概要) 。 ピ巨多ージェ委員会の活動内容 と組織構成

。CTIの オ リ エ ン テ ー シ ョン

。1978年 下半期の実施計画

(B5版,16ペ ー ジ) ・CTIの サ ー ビスを宣伝するための推進運動

%24 CEPIA(情 報技術および自動制御に関する実務的研

CEPIA 究 を行 うセンタ)の1979年 度 の活動計画。以下の項 目に

Programmeet つ いて各種の研修が行われ る予定で ある。

Calendrier79 。 産 業の情報化 と自動化

(CEPIAの1979年 度 活動計画) ・ 組織における情報化技術の導入
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機関名:IRIA(7)

資 料 名 概 要

o 分折手法

o 技術進歩

o 国際関係

o 情報化 と情報 システムの管理

(変 形A4版, 31ペ ー ジ) o その他

◆
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機関名 英国郵雷公社(1)

%.1

PostOffice

Telecommunications

isation

(郵 電 公 社 組 織 図)

6ペ ー ジ)

%2

Thetelecommunication

busineshowitworks

(郵 電 公 社 の 業 務 概 要)

24ペ ー ジ)

孤3

UnitedKingdom

PostOfficeInland

Telecommunications

FacilitiesandCharges

1977

(英 国 郵 電 公 社 国 内 通 信 設 備 と料 金

1977)

英国郵電公社の

① 電気通信管理局,電 気通信地区管理部の境界図

② 組織の変遷

③ 電気通信事業本部の計画担当関係組織

④ 電気通信事業本部の組織

⑤ 電気通信管理局の組織

⑥ 電気通信地区管理部の組織

について記載されている。

本資料は同公社の電気通信事業の理解 を深めること,ま

た同サービスに対する顧客ニーズに際 して役立たせること

を目的にしてお・り

① 電気通信事業の概要

② 設備計画の作成と実施

③ 責任体制

④ 電気通信事業計画

⑤ 建設投資計画

⑥ 財政,交 換設備,通 信網,そ の他

について記述されている。

基本料は4半 期毎 に前払いす る。

事務用 ・住宅用別toよ び 単独 ・2共 同別

に料金がある。

639グ ル ープに分け て,グ ループ料金制

を とってい る。

通常電報のほ か翌 日配達,慶 弔,返 信料

前払い以下各種のサー ビスが あ り その

料金が述べ られている。

テレックス 年次賃貸料,接 続料,通 信料 について。

専 用 線 加入電信回線,電 話型回線,音 楽放送 回

線お よび画像回線等の料金 について。

電話網,加 入電信網お よび専用線 を使用

しうる電話網 をつか う場合には必ず公社
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機関名 英国郵雷公社(2)

資 料 名

(A4版, 19ペ ー ジ)

坐

PRESENTATIONTO

VISITORSFROMTHE

JAPANESEINFORMA-

TIONPROCESSING

DEVELOPMENTCENTRE

(日 本情報処理開発 センターの訪 問に

対する説明書)

(A4版, 22ペ ー ジ)

%5

ExtractfromPostOffice

Act1969

(1969年 郵 雷 公 社 法 か らの 抜 粋)

(A4版, 9ペ ー ジ)

概 要

のモデムを設置 しなければな らない。加

入電信網,専 用線の場合 は直営 でな くて

もよい。

データコン トローノレ装置(DCE)を 提

供 してお り,こ れをつか ってコンピュー

タシステ ムに よる自動発信 ・受信がで き

る。

以上のサー ビスに関す る料 金表(専 用線等は代表例)が,

記 載されている。

バーク レイ銀行のネ ッ トワーク(BINS),英 国 鉄鋼会

社のデー一夕ネ ットワーク(Coten)の システム機能等 に

ついて説明 し,ま た,英 国の大学間ネ ッ トワーク開発につ

いてその必要性,コ ス トと効果等についての提言を収録 し

た資料 である。

・BINS… … セ ンタ障害対策 を主眼 としてお り,FEP

を使 用 してデータを正常なセンタに転送す るためのネ ソ

トワークを構築 してい る。将来は端末 か らの情報内容に

よってセンタを選択 できるネ ットワークを目ざ している。

・Coten・ ・…・パ ケッ ト交換 ネッ トワークで,1978年

に稼動 を開始 し,1983年 には1000端 末 を越え る見

込みである。

郵電 公社は電気通信 システムの提供 に関 して,独 占的な

権利 を有 してお り,こ れに違反 した ものは400ポ ン ド以

下の罰金や2年 以内の禁固等が科 され る。(24条)た だ

し同一入の間の通信 や郵電公社が提供す る意図 をもたない

もの等については適用除外 とす る。(25条)な お放送 に

ついては1949年 の無線通信法に もとづ き,郵 政大臣の許

認可 を受けた者が行 う。(26条)コ ンピュータと郵電公

社設備 とを接続 したい ものは認可を受け る必要があ り,親

会社 と子会社 間等の規制が あること,ま た,郵 電公社設備

に私 設設備 を取付けたい ものは許可を要 す ること,お よび

コン ピュータを接続 す る場合には処理 を行 な うことを要 す

るな どの条件が述べ られてい る。(メ ッセー ジス ウィッチ

ングは規制)
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機 関名 ◆ 英国郵電公社(3)

%.5/

BritishPostOffice/s

Policy(Inland)

(英 国 郵 電 公 社 の コ ン ピ ュ ー タ政 策)

%.6

CopiedfromTHEPOST

OFFICEELECTRICAL

ENGINEER/SJOURNAL

EXPERIMENTAL

PACKETSWITCHED

SERVICE

(パ ケ ッ ト交換 の実験 サー ビスについ

ての技術雑誌か ら抜粋集)

自営 コンピュータを郵電公社の専用線や公衆回線 につな

ぐことは,デ ー タ処理が行なわれ る場合には規制は ない。

専用線は固定料金であ り使用方法に よって料金を変え るこ

とはない。

都電公社 が公表 しているメッセー ジ交換 コンピュータの

包括認可の範囲で メッセージ交換 コンピュータシステムを

運用す ることが 出来 るが,そ れは親会社 と子会社間,相 互

に持株 している会社間,そ れ らの子会社間等密接 な関係 が

ある場合に許される。 メ ッセー ジ交換 であって も郵 電公社

が提供 で きない ようなシステムの実施 を望む者は,申 し出

れば認可すべ く十分好意的 に考慮 される筈である。

ここに公社が い うメッセージ交換 とは,メ ッセー ジが一

方か ら一方へそのままい く形式 をい う。 メッセージに行先

が付加 されて もデータ処理 とは認めない。 メッセー ジ交換

に対する方針は公社において も今,真 剣に見直 されている

ところ「である。

英郵電公社のパケ ット交換実験 サー ビス(EPSS)に

関 する論文 を集めた もので ある。主 な内容は次の通 りであ

るo

(1)サ ー ビスの概要。

(2)EPSS網,パ ケ ッ ト交換局の システム構成,機 械 配置,

電話網経 由で接続する場合の中継方式,電 力設備。

(3)パ ケ ソ トの フォーマッ ト 加入者側設備 の機能条 件, ,

パ ケ ッ ト交換の手順
,伝 送手順,非 同期端末の取扱 い。・

(4)パ ケ ッ ト交換 ユニ ット相互間の接続方式の検討 及び採

用 した方式(迂 回方式)の 概要。

(5)EPSSの 加 入者 リス ト 加入者 レベルの プロ トコル

の概要,パ ケソ ト端末 として使用 される コン ピュータシ

ステムとの インタフェース上の問題点。
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機関名'英 国郵電公社(4)

資 料 名 概 要

%.7 システ ムXは 極小電子工学の技術,・デ ィジタル伝送技術

SystemX 等 を使 った新 しい交換 システムで,将 来 の電気通信ニーズ

(シ ステムXの 説明書) に応え る高度なネ ットワークを構成す るもの である。

主 な記述内容は次の とお りである。

1.シ ス テ ムXの 開 発 の 理 由

2.シ ス テ ムXの 利 点

3.通 信 システ ムの技術(デ ィジタル伝送 ・交換等)

4.シ ス テムXを 構成す る交換 システムの概要

(A4版,18ペ ー ジ) 5.交 換 システムを構成す るサブシステムの概要 など

%.8 %7の 内容 を概括 した もので,記 述内容 も同 じものであ一

SystemX る 。

(シ ス テムXの 説 明書)

(A4版,4ペ ー ジ)

%9
¶'D
ataplex3"の サ ー ビス 内 容,設 備 構 成,仕 様,一

Dataplex3 設 置条件,料 金,サ ー ビスエ リア等について紹介 した もの

(デ ー タ プ レ ッ ク ス3) で あ る。

● サ ー ビス 内容 は ,①maltiplexing設 備,② 通 信 回 線

と高速 モデム,③ 保守,④ ユーザが希望す る場合は設置

施設をまとめて提供す るサービス

● 機能 について従来 のTDMと 異 な る点は,コ ン トロール

にマ イク ロブ・セッサを使用することで,① 回線効率の

向上,② エラーに対す る自動再送機能 の付加,③ 回線の

瞬時断線に対応するためのデータ蓄積機能の付加,④ 個

々に異 なるインプッ ト側の電送速度 をダ イナ ミックペー

(A4版,3ペ ー ジ) スで仕分ける機能の付加等が挙げ られている。

.%10
"Vi
ewdata"の 概 要,サ ー ビス 内 容,利 用 方 法,情 報

Viewdata 提供 機関,料 金,今 後 の計画等について紹介 した ものであ

(ビ ュ ー デ ー タの パ ン フ レ ッ ト) るo

・ 利用方法…会話形式で求 める情報 にアクセスする方式

とダイレク トにアク セスする方式が ある。
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機関名 英国郵雷公社 ㈲

資 料 名 概 要

・ 情報提供機関…いずれは独立 した機関が設立されるが,

. 現在は出版社から政府まで約80の 機関から協力を得て

い る。

・ 料金…回線料金(実 際的には市内通話料とみて良い)

と,1分 ご とに0～ 数 ペンスの情報利用料 になるで あろ'

う 。

・ 今後の計画…1976年1月 ～試行実験

1978年 中～商用試験(ロ ン ドンの約

1000の 企 業 と家庭)

(A4版,3ペ ー ジ) 1980年 代 ・初 ～ サ ー ビス 開 始

%11 ユー ロネッ トの概要 ,使 用法,料 金について説明 してい

Euronetthenetwork る パ ン フ レ ッ トで あ る。

explained 概 要

(ユ ー ロ ネ ッ トの 説 明 パ ン フ レ ッ ト) ・EEC加 盟9カ 国の電気通信主管庁が共同設置する

パケ ット交換網 である。

・ 専用網のひとつであるが究極的には西欧公衆データ

通信網 として発展 してい くことになろ う。

使用法

・110～300b/sお よび1200b/sの 非 同期式伝送

は公衆電話網および専用線を使用 して行なう。

・9600b/sの 同期式伝送は専用線を使用 し,

CCITT勧 告 ×25プ ロ ト コル に 従 っ て 行 な う。

料 金

・ 使用料 ,年 間 レンタル料,接 続料 の3本 立 となって

い る。

なお,料 金 については1978年2月 に 暫定料金が公表

(・ 弦 版 ・ ・ペー ・) され,そ の中には接続料,使 用料等の詳細が記されている。

%12 郵電公社国際通信事業部発行の国際通信パンフレッ トで

WORLDWIDEFROM あ り,つ ぎの ような内容が紹介 されてい る。

BRITAIN ・ 国 際 通 信 の ル ー ト:通 信 衛 星,マ イ ク ロ ウ ェ ー ブ ,海

(郵 電公社の国際通信 パンフレッ ト) 底 ケーブル,高 周波無線
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機関名:英 国都電公社(6)

資 料 名 概 要

・ 組織図と要員構成

・ 取扱 い業務量の伸び(1967年 と1977年 の比較)

電 話,テ レックス,船 舶電話 ・電信 について

・ サ ー ビ ス 品 目:電 話,テ レ ック ス,電 信,デ ー タ通 信

回線サー ビス,船 舶電話,北 海の石油

ガスブラン トホームに対す るサー ビス

等

・ 施設数:電 話交換局,テ レックス交換局,船 舶電話交

(A5版,15ペ ー ジ)
'換 局

,コ ン ピ ュ ー タ電 信 交 換 局 等

%13 IPSS(国 際 パ ケット交換サー ビス)の 概要,使 用法,

IPSS 料金 について説明 したパンフレッ トである。

InternationalPacket 概 要

SwitchingService ・IPSSは パ ケッ ト交換 を利用 した初の大陸間公衆

Anintroduction データ通信サー ビスであ り,今 年末にはサービスを開

(IPSSの 紹介) 始 す る予定。 まず最初に米 ・英間相互間のデー タベー

ス利用 が可能 となる。

使用法

・110～300b/sお よ び1200b/sの 非 同 期 式 伝

送は公衆電話網および専用線を使用 して行なう。

・9600b/sの 同期式伝送は専用線 を使用 し,

CCITT勧 告 ×25プ ロ トコ ルに 従 っ て 行 な う。

料 金

・IPSSの 料 金は接続料 と使用料(デ ー タ量 と呼量

(・ 叱 版,・ ページ) に よる)の2本 立 となってい る。

◎

〆
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機関名'ス ペイン電話会社

y[o.1

RETD

TheSpanishPacket

SwitchingD・ataTransmission

Network

(RETD:ス ペ イ ン の パ ケ ッ ト交 換 デ

ー タ伝 送 網)

(A4版,25ペ ー ジ)

RETDは1971年 に スペインに設置 された,

パ で最初のパ ケッ ト交換公衆デー タ網 である。

現在,RETDに はIBM,NCR,CIIな ど多 くの異 っ

た メーカや機種の コンピュー タ及び5,000以 」二の多 くの

異 ったメーカの端末 が接続 されてお り,そ の数は年間50

%の 成長 が見込 まれ る。

これ らの端末 はほ とん ど銀行の加入設備で ある。 その他

システム構成等。

'

'
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機 関 名'ユ ー ロネ ッ ト関 係(i)

%.1

ForecastofUsersof

On-LineRetrievalServices

forScientificandTechnical

InformationinEurope

1976～1985

(ヨ ー ロ ッ パ に お け る オ ン ラ イ ン科 学

技 術 情 報 検 索 サ ー ビス の ユ ー ザ予 測

1976～85年)

%.2

Commissionofthe

EuropeanCommunities

Communicationfromthe

CommissiontotheCoun-

ci1.

PlanofSectionforthe

Impr .ovementofthe

TransferofInformation

betweenEuropeanLan-

guages

(EC委 員 会 か ら評 議 会 へ の 報 告

欧 州 各 国 語 間 の 情 報 流 通 の 改 善 を 図 る

た め の 活 動 計 画)

1971年6月 か ら1974年11月 ま で,ユ ー ロ ネ ッ ト開

発 計 画 の 一 還 と してEC委 員 会 か らPAイ ン タ ナ シ ョ ナ ル

マ ネ ジ メ ン ト ・コ ン サ ル タ ン ソ社 に 委 託 し て行 わ れ た 予 測

調 査 の 報 告 書 で あ る。 対 象 はEC加 盟 国 お よび ユ ー ロ ネ ッ

ト加 入 地 域 を含 む ヨ一 口 ソバ の ほ ぼ 全 域 に わ た っ て お り

ブ ラ ッ セ ル,ユ ン ヘ ン,ロ ン ドン,パ リ ベ ル

ン,マ ド リ ッ ド等16カ 国20都 市,デ ー タ ベ ー ス の 分 野 は

科 学(6分 野)・ 技 術(8)・ そ の 他 ⑨ の23分 野,サ ー ビス

は 遡 及 調 査 ・印刷 等12種 類 の オ ン ラ イ ン ・サ ー ビ ス,言

語 は 英 独 仏 伊 の4カ 国 語,予 測 時 期 は1976年,1980年,

1985年 の3期 に つ い て,ユ ー ザ数,ト ラ ピ ック(メ ッ セ

ー ジ数 ,ビ ッ ト)を 予 測 して い る。 調 査 の 結 果 は,

ッパ 全 体 の デ ー タベ ー ス ・ユ ー ザ 数 で1976年6万 入,

1980年96万 入,1985年235万 入,ト ラ ピ ッ ク で 年

間1976年0.1×10'ビ ッ ト1980年3.3×10ビ ッ

1985年10.4×10ビ ッ トと な っ て い る。そ の 発 達 の た め

に は コ ス トの 低 減,デ ー タ ベ ー ス の 拡 充,コ ン ピ ュ ー タ ・

シ ス テ ムの 改 善 等 が 必 要 で あ る と提 言 して い る。

EC加 盟 国は種 々の言語 で構成され てお り その全体活

動を円滑な らしめ,特 にユー ロネッ トとい うヨー ロッパ情

報 ネッ トワークを確立す るためには これが大 きな障害 とな

っている。翻訳のための費用は毎年10%ず つ の伸び率 で

増加 してい る。 そこでECで は1977年 か ら1979年 ま

で3年 間,275万 ドル(5.5億 円)を かけて辞典,多 言

語辞典,用 語 バンク,コ ンピュータ利用翻訳 システ ム等の

情報関係用語 システムを開発す る活動計画 を設定 した。す

でにカー ド索引や翻訳のための 自動機械 も使われているが,

急 速に発展す るコンピュー タを活用す るのが最 も効果的 と

判断 したのである。

活動計画は7段 階に分れてお り1977年50万 ドル,

1978年100万 ドル,1979年125万 ドル の支 出を予

定 している。7つ のステ ップは,① 原本 の自動予備翻訳
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機関名 ユーロネ ット関係 ②

11ペ ー ジ)

%3

FINALREPORTON

PROJECT11'

FINANCINGAND

PRICINGPOLICYIN

EUROPEFORSTID

SERVICES

(プ ロジェク ト11に 関 す る最終報告

書 「STIDサ ー ビスに対す る欧州に

おけ る財政,価 格政策 」)

142ペ ー ジ)

%.4

DATABASESin

EUROPE

(欧 州 に お け る デ ー タ ベ ー ス)

(100万 ドル),② 一 定言語 の自動翻訳(63万 ドル)

③用語 バンク(33万 ドノレ)④ 多言語辞典(25万 ドル)

⑤技術的基礎(21万 ドル)⑥ 実用化調査(21万 ドル)

⑦ 管理(12万 ドル)て ある。 なおこの計画は,問 題解決

のためのパイ・ソ ト・システムとして位置づけ られてい る。

このプロジェク トは,ユ ー ロネ ッ トに関連 してオンライ

ン科学技術情報検索サービスにとっての最適な料金体 系,

並 びにEC加 盟 各国におけ る最近 の財政,価 格施策 を探 る

ことを 目的 としたものである。『

この報告書は,37の 稼 動 システムか ら得 られ たデー タ

をもとに,最 近文献検索サー ビス等に採 られた種 々の料金

体 系をと りまとめている。それぞれの料金体系におけ る基

本的構成 としては,フ ァイルアクセス料金 、ロイヤ リテ ィ

CPU処 理 料,加 入料,通 話料,バ ッチ出力料 とな って

い る。 また料金水準に影響を与 える要 素 としては,サ ー ビ

ス種類,主 題分野,ユ ーザ区分,ド キュメン ト形態,デ ー

タベース品質,検 索の特長,シ ステム特性,ピ ーク時 ・非

ピーク時の利用,他 サービスとの競合等が ある。 この報告

書 では,政 府,デ ータベース供給者,ユ ーザ等 の各団体の

要求や 目的は,非 常に多様で,ば らば らであるので,単 一

の料金体系を採用す ることはできないであろうという結論

に達 してい る。

本 資料は,ヨ ー ロッパにおけ るオン ライン ・データ ・ベ

ース利用の促進を図るため
,Aslib(特 殊 専門図書館協

会)とEUSIDIC(ヨ ー ロッパ情報普及センタ連合)が

共同で出版 した ものであ リ ョー ロッパで利用可能 なデー

タベースについて,文 献データベース と数値等実データベ

ースにわけて
,名 称,分 野,情 報件数,提 供者及び作成者,

それ らの住所,電 話番号が リス トされている。 データベー

スを利用 したい人は これによって どの業者 とコンタク トす

れば よいかわか るようになってい る。
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機関名 ユ ー ロ ネ ッ ト関 係(3)

U6.5

EURONETHOST

OPERATORSNEWS-

LETTERNO8

27JULY1978

(ユ ー ロ ネ ッ トの ホ ス トコ ン ピ ュ ー タ

の オ ペ レ ー タ に 対 す る ニ ュ ー ス レ タ ー)

(A4版, 64ペ ー ジ)

%.6

Referral,toolto

increasetheuseof

availableinformation

(情 報 資源の利用増進のためのツール)

(B5版, 6ぺL・ 一・ジ)

1978年7月27日 付 のユー ロネ ット事務局か ら各国の

ホス ト運営老にあてた連絡文書で,14種 の付属資料が添

付されている。

文書の主 な内容は,① ユー ・ネ ットのサー ビス開始が,

予定 よ り遅れ1979年 中 頃 とな る。

② これに関 して仏PTTが 新 聞発表 した。③各国ホス トか ら

X25試 験 装置へのアクセスは1978年10月 か ら 可能 と

な る。④ ホス トはネ ッ トワークの進捗 にかかわ らず計画 ど

お り作業を進 め られたい。⑤ インター フェース上の問題に

ついて事務局 で数種の資料 を用意 したので利用 されたい。

⑥言語翻訳装置の開発 についてのアンケー ト調査に協 力願

いたい。⑦ 各国の国内アクセス料 金が決 まって きてい る。

⑧その他

照会サー ビス(referralservice)の 利用は世界的

に増加 してお り 、多数 のプ ロジェク トまたはサー ビスがす

でに実施され ている。 照会 プロジェク トの 目的は,情 報の

利用者に対 し,最 も適 した情報資源を選択す るための手段

を提供す ることである。 このサー ビスの利点は,シ スァム

に簡単 にアクセスし情報資源 を最適に利用で きること 検

索時間が短 くなるため費用 が節減 できること.情 報サー ビ

スの記述について簡単 に読 む ことができ 統一 されている

こと,偏 見のない利用手引な どである。
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